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　序　章　秘境







　白い息を吐きながら、旅人がひとり歩いている。

　旅人は剝むき出だしの険けわしい岩いわ肌はだを縫ぬうように続く獣けもの道みちを、掻かき分けながら進んでいく。

　だが、やがてたちこめていた霧きりは晴れ、不意に旅人の視界が広がった。旅人が歩くその獣道は、ゆるやかに傾けい斜しやしながら登っていく。そしてその先には村がある。

　雲をつく山々に囲まれた地にひっそりと、それでいて確かな人の営いとなみを感じさせる家々が連つらなり、その中心に一際目立つ塔とうのような建たて物ものが見えた。

「ここがユクモ村か」

　朝早くに野や営えい地ちを引き払ってから丸一日歩きづめだった旅人は、足を止めると腰こしに手を当て、感かん慨がい深ぶかそうに村を見上げる。

　汗ばんだ右手のこぶしを握にぎりしめると、こみあげてくる思いが我が慢まんできないかのようにクゥーとうなった。

「やっと着いたぞこのやろう」

　年の頃は十七、八。少年と青年との端は境ざかい期きの顔が、たくさんの希望とわずかの不安に満たされている。

「村を出てからけっこう経たったな」

　ほこりまみれの服ふく装そうが、それまでの道のりが決して楽なものでなかったことを示していた。

　遠くロックラックの街近くから旅をしてきた若者は一息つくと荷物を抱え直し、旅の疲れなど忘れたかのように軽けい快かいな足取りで歩き始める。

　だが、すぐにその視線が険けわしくなった。道の先で、ガーグァの引いた荷に車ぐるまが立ち往おう生じようしているのが見えたのだ。若者の足は自然と速くなり、最後はほとんど駆かけ足あしになる。

「どうしたんだ？」

　荷車のそばに立っている中年の男性に話しかける。男はのんびり若者を見つめると、冴さえない顔で頰ほほを掻かいた。

「いやー、溝みぞにはまってしまって困ってるんですわ」

　見ると、道の端はしに掘られた排はい水すい用ようの溝に車しや輪りんがはまりこんでいた。溝は深いため、荷車は斜ななめに傾かたむいている。

　御ぎよ者しやを務つとめているアイルーが必死にガーグァを叱しつ咤たしているが、荷台に果くだ物ものの入った大タルやら瓶びん詰づめの薬やく草そうやらが満まん載さいされていて、どうにも動きそうになかった。

「手伝うぞ」

　若者はためらうことなくはまりこんだ車輪のうしろにまわり、体ごとぶつかるように押し始めた。昨夜の雨で溝は水が溜たまってぬかるんでおり、足元はたちまち泥どろまみれになる。

　しかし、服が汚れることなんて一切気にせず、若者は溝に落ちた車輪を押し上げようとした。

「くっ……重いな。こいつ」

「あー、アタシも手伝った方がいいですかねぇ」

「大丈夫。俺に任せてくれ」

　男の申し出を断り、旅人はいっそう両りよう腕うでに力を込める。

「……ぐぅぅぅ」

　車輪を摑つかんで歯を食いしばる若者。御者のアイルーもここぞとばかりにガーグァの首筋を叩たたいて奮ふん闘とうさせる。中年男はまわりでうろうろする。

「とぅおりゃあー！」

　ひときわ大きな掛け声とともに、車輪はどうにか溝を乗り越えた。道に戻ったはずみで荷車は二、三度大きく左右に揺れたが、どうにかバランスを取り戻す。

「ふー」

　若者は額ひたいに浮かんだ汗をぬぐう。そのあとで、袖そでにも泥が付いてたんだったと気づいて後こう悔かいした。

「どうもどうも」

　男が、荷台に積んでいたタルから手ぬぐいを取りだして渡してくれた。

「いやー。助かりましたよ。正直なとこ最近腰を悪くしちゃってて、アタシひとりじゃどうにもならなくて往生してたんです。ありがたいありがたい」

「別にたいしたことはしてないさ」

　顔に付いた泥をぬぐうと、若者はなんでもないとばかりに首を振る。耳元を残してざっくり刈かられた茶色の髪かみ。朝日が昇のぼる寸前の空を思わせる瞳ひとみ。顎あごの線は細いが、対照的に眉まゆ毛げはくっきりしていて意い志しの強さを具ぐ象しよう化かしていた。

「あれ。アナタひょっとしてハンターさん？」

　男は若者の腰に吊つるされている装そう備びに気づいたらしい。感心したように目を細める。

　それはセクトセロと呼ばれる片かた手て剣けんで、ハンターと呼ばれる者たちが手にする武器のひとつだった。

　身につけているのはチェーンシリーズと呼ばれている銀色を基き調ちようとした防ぼう具ぐだ。若者の生まれ故こ郷きようにほど近いロックラック地方では、主に鉄てつ鉱こう石せきや暖かい毛皮を加工して作られている。胸を守るチェーンベスト、籠こ手て代わりのチェーングラブなど五つのパーツから構成されており、新人ハンターが好んで使うとされていた。

　そんな若者の身なりを眺ながめていた中年の男は、ふと思いついたように訊たずねてきた。

「アナタもユクモ村に行くんですかね」

「ああ。できればしばらく腰を落ち着けたいと思っている。俺の村にはハンターズギルドがなかったからな」

「なるほど。いやー、まだ若いのに感心ですなぁ。で、狩りの経験はどれくらい？」

「狩りの経験？」

「大型モンスターを狩ったこと、あるんでしょ？」

「そ、そんなの当たり前だろ」

　微び妙みように動どう揺ようしながら若者は答えた。ひとつ咳せき払ばらいをしてから、

「ド、ドスファンゴとか。ドスファンゴって知ってるか。あいつの突進ってけっこう厄やつ介かいなんだぜ」

「もちろん知ってますとも。はー、ドスファンゴをねえ。それは頼もしい」
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　男は銀色の無ぶ精しよう髭ひげを撫なでながら、感心したように何度も首を縦たてに振る。そして小さく独ひとりごちた。

「こいつは助かる」

「ん？　なんか言ったか」

「なんでもないです。こっちのことで」

　中年の男はふるふると顔を動かすと、腰を押さえて声を掛けながら荷台に乗り込む。

「それじゃアタシはぼちぼち行きますんで。村に着いたら改めてお礼をしますから。お若い人」

「礼なんていらないって言っただろ。それよりお若い人とか言うな。俺にだってちゃんと名前があるんだぜ」

　若者が不本意そうに口を尖とがらせた。

「おう。これはどうも失礼を。ではご尊そん名めいをうかがいましょう」

「……なんか、改まって聞かれるとかえって名乗りづらいな」

「もったいつけなくてもいいじゃないですか。あ、ちなみにアタシはカルッタスって言います。あちこち気ままに旅してまして、縁えんがあってしばらくユクモ村に滞たい在ざいするつもりですんで、気が向いたらいつでも訪ねてきてくださいな」

　カルッタスは長い髪を撫でつけながらにっかり笑った。つられて若者もうなずいてしまう。

「俺はトゥーク。ナギの村のトゥークだ」

「あー」

　トゥークが名乗った瞬間、カルッタスの目がぎらりと光った気がした。

　しかしそれも一瞬のことで、すぐに茫ぼう洋ようとした面おも持もちに戻ってしまう。

「ではトゥークさん。また会いましょう。行こうか、フブキ」

　カルッタスが御者のアイルーに合図をする。フブキと呼ばれた、氷ひよう河がのような蒼あおい瞳が印象的なアイルーは、トゥークを一いち瞥べつしてから無ぶ愛あい想そうに手た綱づなを引っ張った。

　そして、アイルーに導かれて、ゆっくりとガーグァの荷車が動き始める。

「ひとまずさらばということで。ではでは」

　荷台のうしろに腰掛けたカルッタスの姿が小さくなっていくのをトゥークはしばらく見送っていたが、夢から覚めたように目を瞬またたかせた。

「俺も一緒に行けばよかったんじゃないか。見送る必要ないっての」

　トゥークはいつの間にか、カルッタスの不思議なペースに乗せられてしまったことに気づく。

「変なおっさんだったな」

　つぶやいたトゥークは、背負い袋を拾い上げた。

　ユクモ村は、もうすぐそこだ。
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「でっけぇーなぁ……」

　山あいにある温泉村だと聞いていたから、地元の村にいたときは物静かな秘ひ湯とうだろうと勝手に思いこんでいたのだが、実際にたどり着いてみると想像以上に大きな村だった。

　山に取り囲まれているのは同じでも、トゥークの故郷の村はずっと小さかった。そこで村付きのハンターとともに狩りに出ていたトゥークだったが、先日十八歳になったのを区切りとして、外の世界に旅立とうと決心したのだ。

『本当に行くのかね』

　旅立ちの朝、村むら境ざかいまで見送りに来てくれた村長に、トゥークは堅かたくうなずいた。

『ああ。俺はこいつを完成させるって決めたんだ』

　背負った荷袋をぽんと叩く。その中には、トゥークにとって何物にも代かえ難がたい物が入っていた。

『おぬしがいなくなると寂さびしくなるのぅ』

『俺はハンターとして、もっとたくさんのモンスターに出会いたいんだ。この村が平和なのはいいことだけど、それじゃ俺の目的は達たつ成せいできない。俺は色んなことを知りたい。全部見たい。そして、そして……必ず』

　ここに来たきっかけは、旅の途と中ちゆうで知り合ったハンターが、ふと漏らした一言だった。

『ユクモ村は温泉で栄さかえていて、人も情報もたくさん集まる。ハンターズギルドの出しゆつ張ちよう所じよもあるから、君みたいなハンターが腰を落ち着けるにはもってこいじゃないかな』

　なんとなく上から目線の言い方が気にくわなかったが、そのハンターの意見には一いち理りあった。旅に出たばかりで右も左もわからないトゥークは、とにかく身を落ち着ける場所が欲しかったのだ。

　それに、そんな大きな村ならば、自分のようにまだまだ新人の域いきを脱だつしていないハンターでも受け入れてくれる余よ地ちがあるに違いない。そう信じてやってきたわけだが――。

「にしても、やっぱでっけぇーよ、これ」

　周囲を山に取り囲まれた、小高い丘の斜しや面めんを切り開いて作られたユクモ村は、おそらく人口が増えるにつれて次第に開発されていったのだろう。

　頂上から裾すそ野のにかけてまっすぐ石段が貫つらぬいており、その途中途中に階段の踊おどり場ばのような空間がひらけていて、まわりをたくさんの商店や家か屋おくがとりまいていた。

　さらにその外周はたわわに実る果か樹じゆ園えんや手入れの行き届いた耕こう作さく地ちが広がっており、村が豊かなことを教えてくれる。

　そんなユクモ村に来てトゥークが最初に抱いだいたイメージは赤。

　色づいた木この葉は。村の門や商店の垂たれ幕まく。それに多くの家屋の壁は落ち着いた赤で彩さい色しよくされていた。柔やわらかく親したしみを感じさせる色合いが、初めて訪れる旅人の緊張した心を和なごませてくれる。

　ここはいい村だなぁと、自然と口をついて出た。

　ガーグァに引かれた荷車が途切れることなく行き交い、荷台には周辺で採とれた野菜や果物が山やま積づみにされている。加工屋の奥からは剣を鍛きたえる槌つちの音が響き渡り、行き交う人の流れもにぎやかだ。

「おいおい、そんなところで立ち止まらないでおくれよ」

　気づけば道端に立ち止まっていたトゥークは、地元の商人とぶつかってしまう。

「あ、すまない」

　トゥークはこんなに大勢の人を見たのは初めてだった。ナギの村に住む人間全部を集めても、ユクモ村の大通りを歩いている数にはおよばない。

「そうだ。ちょっと道を聞くけれど、ハンターズギルドの場所を知らないか」

　ぶつかった商人についでとばかり訊ねると、男は小さく眉をしかめる。

「なんだ。あんたハンターなのかい」

　品しな定さだめをするようにじろじろとトゥークを眺ながめだしたので、精せい一いつ杯ぱい胸を張ってみせる。初めての村でハンター生活を送るのだから、来た早々足元を見られたくはなかった。

「俺はトゥーク。これがハンターであるなによりの証あかしだ」

　セクトセロを取り出すと、男は「おおっ」と目を輝かがやかせる。そして二、三歩あとずさると、口に手を添えて大声で叫び始めた。

「みんなー、ハンター様がいらしたぞぅ！」

　道行く人がいっせいに立ち止まり、お互いに視線を交こう錯さくさせる。それからトゥークの元へと殺さつ到とうした。たちまち何重もの人ひと垣がきに取り囲まれて、トゥークはセクトセロを握りしめたまま硬こう直ちよくしてしまう。

　なんだっ。どうした!?

　思いがけない村人たちの反応に、頭の中が混乱する。期待と興こう奮ふんに満ちた視線を一身に浴あび、どうしてよいやらわからない。

　俺、なにか悪いことをしたのだろうか。それともこれがこの村のハンターを歓かん迎げいする風ふう習しゆうなのか。

「はいはい道を空けて。通した通した」

　道を訊ねた商人が声を張り上げる。すると、とまどうトゥークの元に人垣を割るようにして、ひとりの女性がやってきた。

　黒く艶つややかな長髪を、きらびやかなかんざしを使ってゆったりと結い上げ、絹きぬで織おられたこの地方独どく特とくの衣装に身を包んでいる。なにより目を引くのは尖った耳だ。それは竜りゆう人じん族ぞくと呼ばれる独自の文化を営む人々の証でもあり、彼らは豊かな知識と優すぐれた能力を持つため村そん長ちようになる者が多いという。

「トゥーク様でいらっしゃいますか？」

「そうだけど」

「申し遅れました。わたくし、ユクモ村の村長ですの」

　想像は当たっていた。やはりこの村を治めている人なのだ。

　穏おだやかな口調で名乗った村長は、その切れ長の目でトゥークをじっと見つめる。

「な、なんでしょう？」

　思わずうろたえてしまったトゥークだったが、そんな彼を見て村長の視線がふっと和らぎ、優ゆう雅がな微笑ほほえみを返してきた。

「とても素直な目をしてらっしゃるのですね。その人柄が偲しのばれますわ」

「ど、どうも……あの、それでどうして俺の名前を知ってるんですか」

「つい先ほど到着されたカルッタスさんから伺うかがいましたの。わざわざお越し頂き、ありがとうございます」

「あ、えっと、ご丁てい寧ねいにどうも」

　ぎこちなく答えると、村長はまたもや淑しとやかにふふふと笑う。ナギの村にも竜人族はいたが、村長はより優雅な気品をただよわせていた。これまで出会ったことのないタイプの女性に、トゥークは緊張をほどくことができなかった。

「あの、ちょっといいですか」

　それでもどうにか言葉を絞しぼり出だす。

「これはいったいなんなんだ」

　改めてまわりを見回した。トゥークと村長のまわりでは、村人が押し合いへし合いしながら固かた唾ずを呑のんでふたりのやり取りを見守っている。

「わたくしども、ずっとハンター様の到着を待っておりましたの」

　村長は村人たちを見回しながらいちいちうなずきつつ、最後にトゥークに向かって意味ありげに微笑んだ。

「へ？」

「本当によく来てくださいました。皆を代表して、厚あつく御お礼れい申し上げます」

　村長が頭を下げると、まわりにいた人たちもいっせいにそれに倣ならった。

「あ、どうも」

　事情がわからないまま、トゥークも思わず腰を低くする。

「さあさあ、堅苦しい挨あい拶さつはこれくらいにしようじゃないか。歓かん迎げい会かいの準備はとっくにできてる」

　さっきの商人が、丸っこい顔でにっこり笑うとトゥークの背中をばんばん叩く。口は悪いが根はいい人らしい。

　よく見ると、村のあちこちに『歓迎ハンター様』と書かれた幟のぼりが立っていた。

「あれはいったい……」

「ハンター様がいらっしゃるって聞いて、ゆうべ徹てつ夜やで準備したんだ。気に入ってもらえたら嬉うれしいが」

「いや、えと、どうして――」

　なんで俺が来るって知っていたんだ。わけがわからなかったが、トゥークの疑問に答えようともせず、商人は強ごう引いんに腕を引っ張ってくる。

「さあさ皆の衆。宴えん会かいだ」

「おー」

　歓かん声せいを上げる村人たちにもみくちゃにされながら、トゥークは必死に声を振り絞る。

「待った。ちょっと待った！」

　なんとか商人の手をもぎはなすと、息を切らせてにらみつける。

「まずギルド。ハンターズギルドに行かせてくれ」

　村に着いたら最初にギルドに顔を出す。それはハンターなら誰しも行う当たり前の事だった。ギルドに自分の存在を認にん知ちしてもらうためだが、他にも細こま々ごまとした用事がある。なにより、トゥークは己おのれが立てた誓ちかいを果たすためにここに来たのだ。これまでに見たことのない、たくさんのモンスターと出会うために。

　しかし、商人はそんな当然の要求ですら目を潤うるませて、感かん歎たんのため息を漏らすのだ。

「さすが。やはり一流のハンターは心構えからして違うな。メシよりも仕事が大切とは恐れ入った。正にハンターの鏡」

「だから、そういうわけじゃないんだが」

　いちいち反論するのも面めん倒どうになったトゥークは、一番話の通じそうな村長に向き直った。

「ハンターズギルドはどこですか」

「あちらですわ」

　村長は手のひらを上にして一方を示す。それにつられて顔を上げると、村が見えた時に真っ先に印象に残った建物が目に入った。丘の頂上に位置する白い煙けむりを噴ふき上あげるその建物は、名実共にユクモ村のシンボルらしい。

「あれは、集しゆう会かい浴よく場じよう……ですよね」

　どっしりと年ねん季きの入った木造の建物。何層にも積み重ねたような形状で、大きく屋や根ねが張り出している。木の桟さんが取り付けられた窓からもうもうと立ち上っているのは湯けむりだろう。あらゆるケガや病気に効こう能のう有りと讃たたえられる温泉目当てに、遠くからはるばるやってくる観光客や旅人たちも多いという。

「ハンターズギルドはあちらにあります」

「併へい設せつされてるってことですか」

「村一番の建物ですし、その方がいろいろと便利なのです。それと、せっかくいらしたのですから、ぜひ温泉に入って旅の疲れを癒いやしてくださいませ」

「どうも」

　礼を言って人垣を掻き分けると外に出る。これ以上引き留められないうちに集会浴場目指して石段を駆け上がった。たちまちざわめきが小さくなり、代わりに湯気の香かおりが広がってくる。

「こんちはー」

　入り口にかけられたのれんをくぐると、もわっとした熱気に包まれた。

「うわ。すごいなこりゃ」

　外から見た以上に広い空間だった。天井には巨大な梁はりが何本も張り渡され、紅あかいぼんぼりが吊されている。床はしっかりとした石畳で舗ほ装そうされており、ところどころになにかの動物をかたどった灯とう籠ろうが置かれていて、真っ赤な炎が立ち上っていた。

「はてなと」

　とまどいつつあたりを見回していると、不意に声を掛けられた。

「これは、これはハンター様。なんぞご用がおありですかニャ？」

　赤い帽ぼう子しに緑の服を着たアイルーが、番ばん台だいに敷しかれた紫色の座ざ布ぶ団とんにちょこんと座っていた。くりくりっと好奇心に満ちた目でトゥークを見下ろしている。

「ハンターズギルドはどこだい？」

「ここをまっすぐ行った突き当たりですニャ」

　言われてみれば、ギルドの制服を着た受うけ付つけ嬢じようがカウンターの向こうにちんまりと座っているのが見えた。

「ギルドマスターへのご挨拶ですかニャ」

「ああ、そうだ」

「申し遅れました。あたくしはこの温泉の番台を務めております者ですニャ。仕事帰りにはぜひお立ち寄りくださいニャ」

「そうするよ」

　約束すると、番台アイルーが嬉しそうにヒゲを震わせた。

　この村の住民は温泉の話題になると誰しも顔をほころばせる。そこまですすめられたら入らないわけにはいかないだろう。

　だが、まずは用事を済ませてからだ。

「こんにちは！　ハンターズギルド・ユクモ村出張所へようこそ！」

　カウンターに向かうと、薄うす桃もも色いろをしたギルドの制服を着た少女が元気に応おう対たいしてくれた。

「どのようなご用件でしょうか」

「今日から世話になる。よろしく頼むよ」

　トゥークはカウンターにハンター登とう録ろく証しようを置く。ハンターの身分を証明する大切な物で、これを携けい帯たいしていないと狩りはできない。依頼クエストを申し込むときにしか提てい出しゆつ義ぎ務むはないのだが、初めて訪れた村で名前を覚えてもらうためには手っ取り早かった。

「トゥークさん……ですか？」

　受付嬢は、登録証に記しるされていた名前とトゥークの顔を照合するように交互に見ながら首をひねる。

「なにか問題でもあるのか？」

　不ふ審しんそうなその応対に、トゥークは不安になった。どうもさっきから様子がおかしい。旅の途中で立ち寄った他の村とは明らかに対応が違うのだ。

「あの、マスター」

　受付嬢は、カウンターの隣となりに座る黄色い帽子をかぶった白しろ髭ひげの爺じいさんに、助けを求めるように声を掛ける。爺さんは瓢ひよう簞たんに入った酒をグビグビ飲んでいたが、顎に滴したたる酒をぬぐってこっちを向いた。

　どうやらこの爺さんがギルドマスターらしい。

「あの、こちらトゥークさんとおっしゃるそうなんですが……」

「おぅ。チミがトゥークか」

　ギルドマスターはにっこり笑うと、景けい気きづけのようにまた一口酒を飲んだ。

「村長さんから話は聞いてるよ。あー、チミチミ。彼が村に来てくれたハンターに間違いないぜ」

　ギルドマスターに言われて、受付嬢は納得したようにうなずくと、トゥークにぺこりと頭を下げた。

「失礼しました。こちらこそよろしくです！」

　なにか誤解があったのかもしれないとトゥークは思ったが、それも解とけたようなのでよしとする。なにしろ、この場所からすべての依頼は始まるのだから。

　高鳴る胸をおさえつつ、改めてギルドマスターに挨拶をした。

「トゥークだ。これからよろしくお願いする」

「ひょっひょっ、チミはあれだな。なかなかいい面つら構がまえをしとるじゃないか」

「そ、そうかな」

「これからの活かつ躍やく、期待してるぜ。う～い、ヒック」

　ギルドマスターはトゥークを激げき励れいすると、再び酒飲みに没ぼつ頭とうし始める。トゥークが受付嬢に視線を送ると、彼女は「いつもあんな感じなんです」と苦笑いをした。

「掲示板クエストボードはどこかな」

　トゥークは訊ねる。掲示板は、受付嬢が受注した依頼がまとめて掲示されている情報板のことだ。単独での狩りを行うハンターでなければ、そこに張り出されている依頼内容を確認し、仲間を集ってチームを結けつ成せいする仕組みになっている。

　そのため掲示板の前には常に多くのハンターが集まっているし、熱気に満ちた集会浴場の中でも特に『アツい』一角だった。

「あちらです」

「ありがとう」

　礼を言って立ち去りかけたトゥークの背中に、受付嬢が声をかける。

「あの。遠いところをわざわざいらしてくれてありがとうございました！」

「へ？」

「お会いできて光こう栄えいです。思っていたよりお若いんでびっくりしました」

　村の人といい彼女といい、どうして自分に感かん謝しやするのか。トゥークは先せん刻こくからの疑問をぶつけることにした。

「なんでそんな風に言うのさ」

「え。だって有名人じゃないですか」

「俺が？」

「はい！」

「俺が有名人？　本当に？」

　まさか自分の名前がユクモ村にまでとどろいているとは想像もしていなかった。だけど噂うわさは一いち日にち千せん里りを駆けるというし、ありえないことではないだろう。きっと途中で出会ったハンターが、俺の噂を流したに違いない。

「いやー、そうかそうか。まいったな。はっはっは」

　思わず手を頭のうしろにやってふんぞり返る。

「そう。俺がトゥーク。ドスファンゴをひとりで狩った、ハンタートゥークさ」

「ドスファンゴ？」

　受付嬢は小さく首を傾かしげた。人差し指をくちびるに当て、なにやら考え始めるのを見て、トゥークの高笑いがぷっつり途切れる。

「どうしたのかな？」

「あ、いえ、なんでもないです。またのご利用、お待ちしておりまーす！」

「……変だな」

　気にはなったが、トゥークはもともと難しいことを考えるのは苦手だった。きっと彼女なりになにか事情があるのだろうと思い、そのまま掲示板へと足を運ぶ。

　そこには難なん易い度どの高い狩りから初心者向けの採さい取しゆまで、さまざまな依頼が張り出されていた。場合にもよるが、一般的に難易度の高いものほど多くの仲間を募ぼ集しゆうしている傾けい向こうがある。

　今日のところは軽く様子を見に来ただけだが、明日からは本腰を入れて取り組まなければならないだろう。仲間に入れてくれるチームを早く見つけることが肝かん心じんだ。

「いつ見てもわくわくするよなぁ」

　ところ狭しと掲示されている依頼を眺めているだけで、胸が高鳴っていくのを抑えられない。

　やっぱり自分はハンターに向いてるのかもしれない。これから先、どんな冒ぼう険けんが待っているのだろうか。胸の鼓こ動どうが高まり、心は今にも狩り場へと飛び立ちそうになる。

「なになに。『彩さい鳥ちようクルペッコの狩しゆ猟りよう。募集人数三名』……あー、駄だ目めだなこれは」

　声マネが上う手まいモンスターの狩猟依頼を読んだトゥークは、無念そうに首を振り、そのまま視線を横に動かしていく。

「キノコダイエットを試ためしたい女性の依頼による『特産キノコの納品。募集人数一人』……これならいいかも」

　つい口に出したときだった。

「こんなところにいたんですか」

　背後からいきなり声をかけられて、トゥークは飛び上がるほど驚いた。これからのハンター生活を想像してわくわくしていたので、カルッタスの気配に気づかなかったのだろう。にっこり笑うカルッタスの大きな顔が間近にあった。

「なんだ。あんたか」

「さっきはお世話になっちゃって。どうもどうも」

「それはいいんだけどさ」

「あんまり遅いから迎えに来たんですよ。みなさん待ちくたびれてるし、主しゆ賓ひんが来ないと歓迎会が始まらんです」

「いや主賓って。つうか、どうしてあんたがここにいるんだ」

「村の衆に頼まれたんですよ。そんなことより、ささ、早く早く」

　カルッタスに腕を摑まれ廊ろう下かに引っ張られていく。

　歓迎会ってなんだろう？　この村ではハンターが来るたびに宴うたげを開いてくれるのだろうか。それとも受付嬢が言っていたように、俺が有名人だからなのか？

　トゥークの頭の中を、様々な疑問が駆けめぐる。いずれにせよ、みんなが待っているというのなら、このおっさんについていくしかないだろう。

　トゥークが渡り廊下を通り抜けると、あたりの雰ふん囲い気きが一変した。どうやら別の建物に繋つながっているらしい。集会浴場の喧けん噪そうが潮しおが引くように消えていき、まばゆかった灯籠の炎も見えなくなった。

「ここは？」

　木の扉を押し開けると、その向こうはこぢんまりした部屋だった。床には赤い絨じゆう毯たんやゴザが敷しかれ、大きめのベッドや椅い子すなどの家具が置かれている。壁際の棚には編あみ笠がさや蓑みのといったユクモ地方の調ちよう度ど品ひんや、果物や乾ほし肉じしを収めた籐とうの籠かごなどがずらりと並べられていた。

　一目で居心地が良いと思える部屋だった。けれども、トゥークにはまわりに気を払う余裕はない。

　なぜなら部屋には数え切れないほどの村人が詰めかけていて、足の踏み場もないほどだったからだ。

「トゥークさんをお連れしました～」

　カルッタスがのんびり叫ぶと、みんなが「おおぅ」と唱しよう和わする。わけもわからないまま部屋の真ん中に座らされ、渡された木の器うつわに果実酒をどくどく注がれた。

「それでは偉い大だいなるハンター、トゥークさんのユクモ村滞たい在ざいを祝って。乾かん杯ぱい！」

　さっきぶつかった商人の音おん頭どで、いっせいに杯さかずきが掲かかげられる。あとは飲めや歌えの大騒ぎだ。

「にいちゃんこれから頼むよ」とハチマキを巻いた親おや父じが言えば、

「思っていたよりカワイイのね。うーん。私の好みかも」なんて流し目をくれるご婦ふ人じんもいる。

「いやー。よかったよかった。これでユクモ村も安あん泰たいだ」

「ええと。それってどういう……」

「こまけえことはいいってことよ。今夜は俺らの奢おごりだから、遠慮なく食え」

「お、奢り……」

　トゥークは酒はともかく、タダ飯という言葉には弱かった。商人がぽんぽんと手を叩くと、たちまち何重にも積み重ねられた漆うるし塗ぬりのお膳ぜんが運ばれてくる。

「この村でしか食えない温泉料理だ。ほっぺた落っこちるぞ」

　山菜の天ぷらやギガントミートと特産タケノコの炒いため物もの。特とく製せい温おん泉せんタマゴにお吸い物。長い旅の間、味気のない携けい帯たい食しよく料りようしか口にしなかったトゥークの腹が盛大に鳴り出す。

「これ、食べてもいいのか？」

「そりゃもう好きなだけいっちゃってくれ」

「あとでメシ代を払えって言われても、ゼニーなんかないからな」

「冗談じゃない。こう見えても『リンドウ屋』のスオウと言えば、ここらじゃちょっとは名が知れてる。わざわざ来ていただいたハンター様にそんなことしたらバチがあたるってもんだ」

　商人のスオウは太り気味の腹をぼんと叩いた。

「リンドウ屋？」

「わしの店の名前だよ。来る途中で見なかったか？　村の入り口近くにドスファンゴの牙きばを飾った店があっただろ。このあたりの交こう易えき路ろを使ってどんな商品でも幅広く扱っている。おっと、そんなことはどうでもいいから、まずは食え」

「それじゃ、遠慮なく」

　おそるおそるギガントミートと特産タケノコの炒め物を切って口に運ぶ。濃のう厚こうなタレと絶ぜつ妙みような焼き具合に、舌がとろけそうになる。

「旨うまいっ！」

　こんなに旨い肉は初めてだった。少なくともトゥークが焼くこんがり肉はこんな味はしない。

「酒もどんどん飲んでくれ」

「お、おう」

　すすめられる果実酒を飲むうちに、なんだか気分が良くなってきた。初めのうちこそ遠慮をしていたが、村人が入れ替わり立ち替わりやって来てはトゥークを褒め称えるので、すっかり調子に乗ってしまう。

「で、突進してくるドスファンゴ目がけてセクトセロを一いつ閃せんさせたのさ。そしたら目を回してひっくり返りやがってさぁ」

「おおぅ」

　誇こ張ちよう気ぎ味みの自じ慢まん話ばなしにいちいち驚いてくれるので、ますます楽しい。

「ま、俺にかかればどんなモンスターも相手じゃないな。はっはっは」

「はっはっは。すばらしいですぅ」

　見知らぬ女性ハンターと肩を組んで歌い出す。

「ちゃっちゃらー、ららら、ちゃちゃらー、ららら、すちゃすちゃすちゃすちゃ、すちゃちゃのちゃ」

　調子っ外れのこんがり肉の歌を口ずさんでいるうちに、気がつくと日はとっぷりと暮れていた。大勢いた村人はひとり去りふたり去り、スオウと村長しか残っていない。

「お。それじゃ俺もそろそろお暇いとまするかな。どうもごちそうさまでした～」

「おっとっと。大丈夫かいアンタ」

　ふらつく体をスオウが支えてくれる。

「無理はいけませんわ。トゥークさんをベッドに運んでいただけますか、スオウさん」

　村長が優しくふふふと笑う。

「そーゆーわけにはいきません。どっかで宿やどを見つけないと」

　誰の家かは知らないが、勝手に潰つぶれるわけにはいかない。すっかり気持ちよくなっているが、辛かろうじてそれくらいの理性は残っていた。

「ご心配にはおよびません。ここがトゥークさんの家なのですから」

「へ？」

「細かいお話はまた明日にでも。今夜はごゆっくりお休みください」

「あ、どーもでした」

　頭が回らず、あいまいにうなずきながら村長とスオウを送り出すと、トゥークはベットにひっくり返る。なぜ歓かん待たいをされたのか、村人たちの期待のまなざしの理由は、結局わからないままだった。

　まあいいや。明日からこの村での新しいハンター生活が始まるんだし。俺はやるぞ。頑張るぞ……。

　うつらうつらと思し考こうを巡らせているうちに、深い眠りはすぐに訪れた。







　第一章　とまどいの狩猟







　夢を見た。

　幼おさない子供がひとりで食事をしている。

　小さな家だ。

　帰ってこない大きな背中を待っている。

『モンスターが俺を待っている。旅だ。冒ぼう険けんだ。ロマンだ。いざゆかん秘ひ境きようの大地へ』

「なにがロマンだ」

　子供はすっかり冷たくなった焼き肉にかぶりつき、脂あぶらが付いた口元を手の甲こうでぬぐってつぶやく。

「親おや父じのやつ、いつか泣かす」
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　はっと目を開けると、視界に入ったのは見知らぬ天てん井じようだった。

「あれ？」

　鈍にぶく疼うずくこめかみを押さえながら体を起こし、ベッドから出る。床に散らばっている空き瓶びんや料理の残りを見てゆうべの騒ぎを思い出した。

「結局寝ちまったのか」

　窓からは柔やわらかな日ひ差ざしが差し込んでいた。すっかり夜が明けてしまっているらしい。

　昨夜は宴えん会かいの途中から記憶が曖あい昧まいになってしまい、感じていた違い和わ感かんもそのままになってしまった。

「誰かいませんか」

　声をかけても返事はない。ひととおり家の中をうろつき回ったが、トゥークだけしかいなかった。

「まいったな。どうしたもんか」

　家や主ぬしがさぞ迷惑しているだろうと思い、とりあえず荷物をまとめる。インナーの上からチェーンシリーズを着込み、腰こしのうしろにセクトセロを納おさめる。背負い袋を担かつぐ前に、念のため中身を確かめた。袋の一番下には麻あさ布ぬのでくるまれた分厚いものがしまわれている。取りだして布をめくると、中から一冊の本が現れた。

　だいぶ古びて革かわ表びよう紙しも剝はげかかっているが、辛かろうじて手書きで『モンスター図ず鑑かん』と記しるされているのが判はん別べつできる。それに目を落としたトゥークは複ふく雑ざつな表情で表紙を一ひと撫なでしてから、再び袋の中にしまい込んだ。

　家を出ると、思ったとおり太陽は東の空高く上っていて、まばゆい光が目に染みた。明け方に雨が降ったのだろうか、水たまりに落ち葉が浮いている。

　清せい冽れつな空気が肌を突き刺すが、どうにも眠気が収まらない。涙目をしょぼしょぼさせながらユクモ温泉の方へと歩いていくと、村を上下に貫く石段の近くで、赤い毛もう氈せんを敷しいた長なが椅い子すに腰掛けている女性がトゥークを見つめているのに気がついた。

　村長だ。

「あ、どうも」

「こんにちは。よろしかったらご一緒にお茶でもいかがですか？」

　村長は語ご尾びが上がったのんびりとした口調でそう言うと、腰をずらしてトゥークが座れる場所を空けてくれた。

「昨日はどうもすみませんでした。なんか調子に乗って酔よっぱらっちゃったみたいで」

「お気になさらずともよろしいですのよ。ですが少々顔色が悪いご様子。そんなときはこちらをどうぞ」

　茶ちや碗わんに飲み物を注そそいでくれる。ナギの村では見たことのない、どろりとした濃い緑色のお茶だ。トゥークが思わず鼻を近づけて匂においを嗅かぐと、ふわりと漢かん方ぽう薬やくのような香りがただよってきた。

「さ、どうぞご遠えん慮りよなく」

「いただきます」

　ひとくち飲んだとたんに顔をしかめる。渋しぶみの強い癖くせのある風味だった。一拍遅れて喉のどの奥から鼻へと刺激が通り抜ける。

「二日酔いによく効きますのよ。残りも一息にどうぞ」

「いやいやいや。せっかくだけど、もうお腹なかが一杯で」

「まあ。お若いのに小食ですのね。ふふふ」

「それよりもですね」

　嫣えん然ぜんと微笑ほほえむ村長に茶碗を返すと、ずっと気になっていたことを訊たずねる。

「あそこは誰の家なんです？」

「あらあら」

「ベッドを占せん拠きよしてさぞかし迷惑だったろうし、謝ってくるから教えて欲しいんだ」

　村長はおかしそうにころころと笑っていたが、おもむろに右手を挙あげると、細い指先でトゥークの鼻の頭に触ふれた。

「へ？」

「ですから、あれはハンター様のお家ですのよ」

「……意味がわからないんだけど」

　そういえば、ゆうべもそんなことを言われた覚えがうっすらとある。でもそれは冗談だとばかり思っていた。

「いえいえ。本当です。ユクモ村は、遠いところから遥はる々ばるお越し頂いたハンター様にお部屋をご用意いたしましたの。もともと空き家だったものですから、どうぞ気き兼がねなくお使いください」

「え」

「それと、農場もトゥーク様専用の土地がありますので、お時間のよろしいときに見に行かれるとよろしいですわ」

「農場って、種を蒔まいたりするあの農場？」

「それだけでなく仕掛け網あみで魚を捕とったり、キノコの採さい取しゆもできますの。きっとお役に立つことでしょう」

「いや、その……そこまでしてもらうとなんか申し訳ないっていうか」

　お茶のおかげか二日酔いが収まってきたトゥークは、村長の話を冷静に判断できるようになってきた。

　いくらなんでも、ほとんど駆け出しに近い自分に対する待たい遇ぐうにしては大げさすぎる。昨晩の宴会にしてもそうだし、村を挙げて期待されるほどすごいハンターではない……と思う。これはいったいどういうことだ。

　ゆうべは村人の歓かん待たいに流されて調子に乗ってしまっていたが、こうして冷静になってみると、彼らの言う『すごいハンター』というのは自分のことではないような気がしてくる。

　首をひねったトゥークはさらに詳しい事情を訊きこうとしたが、村長に訊ねる前にぽんと肩を叩たたかれた。

「いやー、どうもどうも。昨日はお世話になっちゃって」

　カルッタスだった。相変わらずとぼけた顔つきで、肩には手ぬぐいを引っかけている。なんとなく顔は赤いし、朝からさっそく一杯引っかけたようだ。

「ユクモ温泉での朝酒は最高ですなぁ。どうですアナタも」

「いや、俺は……」

「トゥーク様は、これからユクモ農場に行かれるのですわ」

　困っているところを、村長が助け船を出してくれる。だが、果たしてこれは助け船と言えるのだろうか。農場に行くとは一言だって口にしてはいないのだが。

　カルッタスは一瞬ちらりと村長を見たが、すぐにははーんと相あい槌づちを打つ。

「わかりました。そういうことならアタシが案内しましょう。ささ、こっちですよ」

「いや待て。俺はまだ村長と話があってだな。おいってば」

「さあさあさあさあ。どうぞどうぞ」

　意外にがっしりしているカルッタスの手に背中を押されながら石段を下らされる。そんなトゥークを見ながら、村長は優ゆう雅がに会え釈しやくした。

「いってらっしゃいませ。気に入っていただければ幸こう甚じんですわ。ふふふ」

「ふふふ。じゃなーい！」

　トゥークは叫ぶ。だが抵抗はむなしく、幾いく多たの疑問を棚たな上あげにしたままトゥークはユクモ農場へと連れて行かれたのだった。
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「どうです。なかなか大したもんでしょう」

　案内された農場は、予想よりもずっと広かった。蔦つたで覆おおわれたアーチをくぐり、小川に掛けられた橋を渡ると、のどかな大地が視界一杯にひらける。

　全体的になだらかに傾けい斜しやしていて、左手側には村長が言っていたとおり魚がたくさんいそうな大きな湖が豊かな水を湛たたえていた。奥の突き当たりには採さい掘くつできそうな丘もあり、まだほとんどが手つかずの野っ原だが、丹たん誠せい込めれば豊かな農場になるのは間違いない。

　流れ落ちる滝たきの近くにある、樹じゆ齢れい数百年におよぶだろう大たい樹じゆには注し連め縄なわが施ほどこされていて、色とりどりの蝶ちようが舞っていた。

「ここを俺にくれるってのか？」

「そのようですなぁ」

「昨日来たばっかの俺に。なんでだよ」

「なんででしょうなぁ」

　なにを訊いても生返事ばかり。このおっさんは打てども響かないなと、トゥークははっきり認識をした。そんなトゥークに気づいているのかいないのか、カルッタスは鼻毛を引っこ抜きながら、

「まあきっとあれですな。村人の期待の表れってことじゃないですかねぇ」

「期待って、なにをだよ」

「そりゃハンターなんだから、狩りに決まってるでしょうが」

「狩りか」

「そのためにユクモ村に来たんでしょ？」

「あ、当たり前だろ。俺はハンター。ドスファンゴだって狩れるんだからなっ」

　トゥークはむきになってカルッタスをにらみつけた。そんなトゥークの視線を平然と受け流しつつ、中年男は農場の左手、土手をちょっと下ったあたりを指さす。

「ほら、アンタに期待してる人があそこにもいますよ」

「ん？　どこだ？」

「あの木の陰かげ。ほら、草をむしってるでしょ」

　なるほど。土ど手ての向こうに、確かに草むらにかがみこんでいる人影が見える。けれども、ここからだと遠くて何者なのかはよくわからなかった。

「行っておあげなさい。アンタの農場なんだから、アンタに用事があるんでしょうし」

「だから俺の農場って決まったわけじゃ」

「いいからいいから。それじゃアタシはこれで、温泉にタマゴを入れっぱなしでして」

「あ、おい待てよ……って、何者だよあのおっさんは」

　へらへらと去っていくカルッタスのうしろ姿に肩をすくめてから、トゥークは農場へと向き直った。

　とりあえず、あの謎なぞの人影の正体を確かめねばならない。まさか泥どろ棒ぼうってことはないだろうけど。

　農場の敷しき地ちに一歩足を踏み入れると、心地よい木と土の香りがただよってきた。暖かい日差しと相まって、心が自然と癒いやされていく。

　ここはよい農場だ。期待されているかどうかは置くとしても、もし本当に自分に任せてくれるのなら、誰にも負けない肥ひ沃よくな土地にしてみせる。

「よし」

　素晴らしい農場に目を奪われていたトゥークは、ひとつうなずくと土手を下り、草むらの前で立ち止まる。しゃがんでいる人物は背中を向けていて、まだこちらには気づいていなかった。

「おい」

「ひゃ！」

　声をかけたとたん、弾はじかれたように立ち上がる。振り向いたのは同い年か少し下くらいの少女だった。腰まである長い黒い髪をふたつに束ねて、赤いリボンでとめている。黄おう金ごん石せきのような色の瞳ひとみが印象的で、突然のことにびっくりしたのか大きく目を見開いていた。
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「こ、こんにちは」

　うろたえつつも、少女はぺこりと頭を下げる。

「ここでなにをしてるんだ？　ていうか、お前誰だよ」

「ティカルといいます。今日からお世話になるので、ご挨あい拶さつ代わりに農場の草むしりをしてました。よろしくお願いします。師匠」

「はぁ!?」

　もう一度深々と礼をするティカルのうなじを見つめながら、トゥークはぽかんと口を開けるしかなかった。梢こずえに止まった野や鳥ちようが「ホッホッウ」と鳴くのが、ひどく間抜けに聞こえる。

　数秒後、ようやくトゥークは自分を取り戻した。

「誰が師匠だって？」

「トゥークさんです」

「俺が？」

「あ、それとも先生ってお呼びした方がいいですか」

「そういう問題じゃない。なんだ師匠って。お世話になるってどういうことだ」

「いやですねぇ。昨日入門を認めてくれたじゃないですか」

　トゥークはまじまじとティカルを見た。彼女の表情はどこまでも真ま面じ目めで、からかったり噓うそをついてるようには思えない。

　収まったはずの頭痛がぶり返し、額ひたいを押さえてかがみこんでしまった。

「ど、どうしたんですか、師匠!?」

「大丈夫だ。ええと、もう一度名前を言ってくれ」

「ティカルです」

「どっかで聞いたことのある名前だな」

　ついでにその顔にも見覚えがあった。黒い髪。赤いリボン。金色の瞳。

　ああ、なんか嫌な予感が。

「ゆうべ自己紹介しましたよ。一緒にこんがり肉の歌を歌ったじゃないですか」

「思い出したっ。そうか、お前あのときの！」

　肩を組んで陽よう気きに歌った光景が、脳のう裏りにくっきり浮かび上がる。

　そうだそうだ。確かにティカルって名乗ってたぞ。ハンターになったばかりの新人で、狩しゆ猟りようについてどうとかこうとか。

「歌のあとで、なにか大事な話をしたっけか」

　おそるおそる訊ねると、ティカルは「はいっ」と元気に答えた。

「どうか弟子入りさせてくださいってお願いしたら、よし引き受けたって言ってくれたじゃないですか」

「……」

　背筋を冷たい汗が一筋伝う。そこはかとなく記憶が蘇よみがえってきて、トゥークの体は凍こおりつく。

「弟子になりたければ誠せい意いを見せろっておっしゃるから、こうして草むしりをして師匠のおいでを待ってたんです」

　……俺ってやつは、なんてお調子者なんだ。トゥークは心の中で自分を呪のろった。

「あ、あのさ」

「はい？」

　小首を傾かしげるティカル。人を疑うことを知らないような純じゆん真しんな瞳に見つめられて、針のムシロに座らされている気分になっていく。額に汗をびっしり浮かべながら、それでもどうにか言葉を絞しぼり出した。

「悪いんだけど、その話はなしってことにしてくれないか」

「そんな。どうしてですか!?」

「どうしてって、俺は誰かを弟子にするほど大したハンターじゃないし」

「ご謙けん遜そんを。ゆうべだって、クルペッコをひとりでなぎ倒したって話してくれたじゃないですか。それを聞いて私、師匠にするならトゥークさんしかいないって決めたんです」

「いや、そんなことは言ってないから」

　トゥークはクルペッコを狩った経験はない。だからこそハンターズギルドの掲示板クエストボードの依頼クエストも自信がなくて受けなかったのだ。

　だが、ひょっとしたらゆうべは調子に乗って、あることないこと口走ってしまった可能性も捨てきれない。

「……」

　本当のところはなにも覚えていない。背中は冷たい汗でもうぐっしょりだ。

「トゥークさんはユクモ村が待ち望んでいた凄すご腕うでハンターですし、そんな方とお会いできて本当に嬉うれしく思っています」

「それだよ」

　それが昨日からずっと心に引っかかっていた。村人の歓待。憧あこがれのまなざし。どこをどうひいき目に見ても、そこまでの存在じゃないとトゥークは思う。

　俺はこの村でたくさんのモンスターと遭そう遇ぐうしたいっていう、自分の目的を達たつ成せいしたかっただけなんだ。そうだ、きっと誰か別のハンターと勘かん違ちがいしているに違いない！　なにしろハンター歴と言えばまだ――。

「あ、わかりました」

　たゆたうトゥークの思いを断たつように、ティカルがぽんと手を叩く。

「これも私に与えられた試し練れんなんですね。入門を断られてすぐにあきらめるようなやつは弟子にはできないと。なるほど。実にごもっともです」

「いや、そんなことは言ってないから」

「でも私はあきらめたりしませんっ。見ていてくださいお父さんお母さん。ティカルはトゥーク師匠の元で、必ず立派なハンターになってみせます」

　両手を組み合わせ、ティカルは青空に誓ちかう。

「私が本気だってことを証明するために、今日中に農場の草むしりを終わらせます。そしたら入門を許してください」

「お前、人の話を聞かないって友達とかに言われるだろ」

　トゥークのつぶやきは、耳に入っていないらしかった。ひとりで勝手に納得すると、しゃがみこんで草むしりを再開する。

「ハンターの道も一歩から。うーん。清すが々すがしいですねぇ」

　額の汗をぬぐって爽さわやかに微笑まれると、トゥークとしてはなにも言えない。

「そうだ。村長さんに頼んでこいつを連れて帰ってもらおう」

　思いついて農場をあとにする。

　そうして集会浴場へと続く石段を一歩上ったときだった。

　トゥークを見下ろすように立つ人影に、ぎょっとして顔を上げる。

「あんたは、確かスオウさん」

　そこにいたのは商人のスオウだけではなかった。ゆうべの宴会で見覚えのある何人かが、一様に深しん刻こくな表情を見せている。

「いよいよハンター様に頼るときが来たようだ」

　スオウが言うと、うしろの村人もいっせいにうなずく。ただならぬ雰囲気に、トゥークの心しん臓ぞうが次第に鼓こ動どうを速めていく。

　スオウは石段を駆け下りると、がしっとトゥークの腕うでを取った。目に涙を浮かべながら、どうかよろしくお願いしますと頭を下げる。

「なんだ。どうした」

　トゥークは状況が理解できずに首を傾げた。ひとつ確かなことがあるとすれば、スオウのでかい手をもぎ離せないという事実だけだ。

「頼む。どうかわしらの生活を守ってくれ」

「あいつがいたんじゃ商売あがったりなんじゃ」

「ハンターズギルドにはもう依頼をしたからによって」

　まわりの村人もすがるように訴うつたえる。トゥークは四方を取り囲まれて、もはやどこにも逃げ場はなかった。

「ハンターズギルド……依頼……つまり俺に狩猟をしろってことか」

　うなずくスオウたちに、ようやく事情の切れ端がつかめてきた。

「ベテランハンターのあんた様なら容易たやすいことじゃろ。すまんが、できるだけ早く出かけてもらえると助かるのじゃが」

「なにしろ渓けい流りゆうにヤツがおる限り、安心して荷物を運べないんでな」

「このままじゃ隣の村は食べる物に困ってしまう」

　渓流に現れたモンスターが、商隊による物ぶつ資しの流れを断ち切ったということらしい。必要な物が届かなければ、人々の生活に支し障しようが生じる。

「そういうわけだ。頼んだぜ」

　スオウに背中を叩かれ、バランスを崩したトゥークは石段から転がり落ちかけた。

「おっといかん」

　危ういところを腕を摑つかまれどうにか助かる。

「すまんすまん。こんなところでハンター様を怪け我がさせたら申し訳ない。だが、わしらもこれでやっと安心できる。それがつい嬉しくてなぁ」

　頭を掻くスオウに、トゥークは内心の緊張を悟られぬよう平静を装よそおって訊いてみた。

「で、頼みたい依頼ってなんなんだ？」

「うむ。実はな」

　声を潜ひそめるスオウに、思わずトゥークも息を呑のむ。

　できればケルビの角つのの採集か、せめてブルファンゴくらいにしてはもらえないだろうか。

　だが、そんな期待は一瞬にして砕かれた。

「狩って欲しいのはドスジャギィだ。鳥ちよう竜りゆう種しゆの王者と呼ばれる、あの狗く竜りゆうだよ」

「ドスジャギィ！」

　思わず声が裏返った。無意識のうちに握にぎりしめたこぶしの中で、嫌な汗がにじみ出てくる。

「やってくれるな」

　深刻な顔で念を押されて、トゥークの視線が泳いでしまう。

「あの。ええとさ、俺以外にハンターはいないのか」

「おらんわけじゃない」

「だったら、そいつに頼んでみたらどうだろう」

「この娘っ子にか」

　指さすスオウにつられて振り向くと、ティカルがうしろに立っていた。

　話を聞いていたらしく、顔に緊張の色が走っている。

「なんでもこの子は、つい先日ハンターになったばかりだそうだ。まだ特とく産さんキノコの採取しか経験がないらしい」

「そうなのかっ!?」

　驚いて問い質ただすと、ティカルは元気よく「はいっ」と答える。

「こんな駆け出しハンターに、いきなりドスジャギィ狩りは無理だろう」

「ご心配なく！　すでに基き礎そ訓くん練れんは終えてます」

　スオウに反論するように、ティカルはどこまでも前向きに自分の実力をアピールしてきた。新人ハンターはまず教官による初心者演えん習しゆうで狩りの経験を積むのだが、それはこなしているらしい。

「なんだ。だったらそれなりの腕うで前まえなのか？」

「任せてくださいっ。確かに狩り場に出た経験は少ないですけど、教官からは筋すじがいいってお墨すみ付つきをもらっています。私のガンランスが唸うなりますよぅ」

　スオウは、そんなティカルになるほどとうなずきながらトゥークに向き直る。

「ま、なんにせよ、ハンター様が出かけてくれるなら大船に乗った気持ちでいられるってもんだ。なにしろリオレウスをひとりで狩ったんだからな」

　話がでかくなっている！

　ドスファンゴ狩りの自じ慢まん話ばなしが、いつのまにか天空の王者と畏い怖ふされる飛ひ竜りゆう種しゆまで狩ったことになっていて、トゥークは口元を引きつらせるしかない。そんなの無理に決まっているのに。

「頼むぞ。偉い大だいなるハンター様」

　だから、俺はそんなにすごいハンターじゃないんだっ！

　そう叫ぼうとした瞬間、トゥークははっと気づいて思い留とどまった。いくらここで勘違いだと主張したところで、村が困っているという事態が解決するわけではない。むしろスオウたちを不安にさせるだけだろう。ティカルも、ひとりで狩りに向かわせるにはやはりまだまだ経験不足だ。そして他のハンターは誰もいない――。

「だったら、俺がやるしかないじゃないか」

　ひとつの決意が浮かび上がってきて、口に出して小さくつぶやく。

　ハンターになったからには、いつまでも誰かに頼ってばかりはいられない。ドスジャギィといえども、いずれひとりで立ち向かわねばならないときが来るのはわかっていた。それが思っていたより早かっただけだ。

「わかった。俺に任せろ」

　そう告げたとたん、スオウは感謝と安あん堵どの表情を浮かべた。伏ふし拝おがまんばかりに頭を下げる商人を見て、自分の選せん択たくは間違っていなかったのだと確かく信しんする。

　彼らを安心させてやりたい。誰かは知らないが、別のハンターと勘違いされたままだとしても、ドスジャギィを狩ってしまえばなにも問題ないはずだ。

「じゃあ、早速これから出かけよう」

　幸い武器は手元にある。荷袋の中身は以前の狩りのままだったが、決心が揺らがないうちに動き出すのが大切だ。

　そう考えて、正式に契けい約やくするためハンターズギルドに向かおうと石段を登り始めたトゥークの背中に、ティカルの声が追いかけてきた。

「待ってください師匠」

　振り返ると、ティカルは口元を真一文字に結び、必死の面持ちで駆け上がってきた。

「どうか私も一緒に連れて行ってください」

「なんだって？」

「決して師匠の足手まといにはなりません。お願いします」

　つむじが地面と水平になるくらい頭を下げる。

「お前、わかってるのか。相手はドスジャギィ。キノコ狩りとはわけが違うんだぞ」

「平気です。演習でドスジャギィの事は教わりましたし、私、これでも訓くん練れん所じよは最優秀の成せい績せきで卒業したんですよ」

「危険も訓練なんかとは比べものにならないほどあるんだぞ」

「覚かく悟ごの上です」

「……自信はあるのか」

「はいっ」

「うーん」

　トゥークは迷った。ティカルを仲間にするべきだろうか。これまで共に狩りをしてきたベテランハンターたちとは違い、頼れる相あい棒ぼうにはほど遠いだろう。

　だが、それを言ったら自分自身も――。

「わかった」

「え？」

「わかったよ。俺と一緒に来てくれ」

「本当ですか!?　ありがとうございますっ」

　はしゃぐティカルを見つめながら、さっきまでの決意とは裏腹に、トゥークの心にはうっすらと不安の膜まくが張られていた。

　けれども、ひとりで狩りに赴おもむかねばならないと思っていたところに同行者が現れて、ほっとしているのもまぎれもない事実なのだった。




　　　　[image: ][image: ][image: ]




　ハンターズギルドでドスジャギィの狩猟の手続きを終えたトゥークは、その日のうちにティカルを連れてユクモ村を出発した。

　村長をはじめ、村人総出で見送ってくれる。無む邪じや気きに手を振る子供たちにティカルは笑顔を返していたが、トゥークの方は村人たちの期待に応こたえようとする使し命めい感かんと、狩りに赴く高こう揚よう感かんで顔が強こわばっていた。

「笑顔笑顔。笑顔が大事なんだから。はい笑って笑って」

　そんなトゥークにカルッタスが声をかけてくる。相変わらずのほほんとつかみ所のない様子で、目が合うとへへへと笑って見せた。

「なんなんだよ、あのおっさんは」

　村長の隣に立ち、時とき折おりふたりで意味ありげな会話を交わしているカルッタスに、トゥークは思いっきり舌を出してやった。それに気づいたカルッタスは「それでよし」とばかりに親指を立てたこぶしを突き出してみせる。

「ほんと変なおっさんだよ」

　つぶやきながら、自然と緊張がほぐれているのに気づく。最後にもう一度挨拶しようと振り向いたときには、カルッタスの姿は人波に隠れて見えなくなっていた。

　こうして盛せい大だいな見送りと共にユクモ村をあとにしたトゥークとティカルは、数日間におよぶ旅を続けて、ようやく渓流へとたどり着いた。道中は何事も起こらなかったが、狩り場に近づくにつれて街かい道どうですれ違う旅人の数が減っていくのが気がかりだった。

「早くなんとかしないといけないですね」

「わかっている」

　物流が断たれた村は死し活かつ問もん題だいになっているだろう。それはトゥークが生まれ育ったナギの村を思い出せば容よう易いに想像がついた。山奥に位置して他の村へと通じる街道が一本しかない場合、モンスターの出現がそのまま村人全員の生命いのちに関かかわってくるのだ。

「やるしかないんだ。俺たちが」

　改めて声に出し、自分を奮ふん起きさせる。そんなトゥークを、ティカルが信じ切った瞳でうなずき返す。それが少し重かったりもするのだが、あえて気づかないふりをした。

「まずは装備を確認するぞ」

　拠点ベースキヤンプに到着したトゥークたちは、そこでいったん荷物を下ろした。

　拠点とはハンターズギルドによって管理・維い持じされている施し設せつで、狩りが長引いた場合にハンターが仮眠を取るための簡かん易いベッドや、必要最小限の装備が収められた支給品ボックスが置かれている。モンスターが近寄りにくい地点を入にゆう念ねんに調査した上で設せつ営えいされているので、狩りに出る前の最後の休きゆう憩けい地ち点てんの役割も担っていた。

「支給品は全部持って行くぞ。ふたりで均きん等とうに分けよう」

　支給品ボックスには、ハンターズギルドが用意した地図や応おう急きゆう薬やくなどが収められている。どれもハンターにとって貴き重ちような味方になってくれる必ひつ需じゆ品ひんだ。それらと、背負ってきた荷袋の中の必要な物品を携帯用のアイテムポーチに移し替える。かさばる荷袋は狩りの邪魔になるので、依頼を終えるまで拠点に置いておくのだ。

　トゥークは手際よく支給品ボックス内のアイテムを詰め込んでいった。

　携帯砥と石いし。ペイントボール。そしてＬＶレベル１通常弾。

「これは……使わないだろうけど」

　ＬＶ１通常弾は遠えん距きよ離り射しや撃げきを行うガンナーが使用するための弾だん薬やくで、片かた手て剣けんを扱うトゥークにとっては使い道のないシロモノだった。それでもとりあえずポーチの奥に突っ込んでしまうのが、トゥークのハンターとしての経験を如によ実じつに表していた。

「しまったな」

　小さくつぶやく。

　十分な準備が整わないうちに村を出てしまったことを、ふと後こう悔かいする。本当なら雑貨屋に寄って回復薬や砥石など、狩りに必要不可欠な物を用意するべきだったのだが、あのときは村人総出で送り出されるという雰囲気に流されてしまって、寄り道を言い出せるような状況ではなかった。

　支給された物以外のアイテムは乏とぼしい。回復薬はわずかに三本。こんがり肉も心こころ許もとない。これで狩りを達成できるだろうかと、不安がよぎる。

　幸い、思わず口をついて出た独ひとり言ごとにティカルは気づいていないようだった。なにしろティカルは新人だ。ただでさえ緊張しているだろうし、よけいな心配はかけたくない。

　一通りの作業を終えると、そのティカルがふと言った。

「あの。師匠」

「なんだ」

「前から訊こうと思っていたんですけど、師匠の装備はチェーンシリーズですよね」

「ああ。そうだ」

　自然な受け答えを意識しつつ、どうしても声に緊張が混じってしまう。

　そうだよなぁ。やっぱりいいかげん気づくよなぁと観かん念ねんする。

　ハンターの装備は、主にモンスターから剝はぎ取とった素材によって構成されている。だから装備を見ればどんなモンスターを狩った経験があるのか、その実力をある程度うかがい知ることができるのだ。

　しかし、トゥークのチェーンシリーズは比較的入手しやすい素材ばかりで生産可能な、いってみれば駆け出しハンターが使いがちな物なのだ。

　ちなみにティカルの装備は、この地方の特とく産さん品ひんであるユクモの木を中心素材としたユクモノシリーズ。独どく特とくのつば広の形をしたユクモノカサが目を引く。武器はガンランスの中でも最も手頃なユクモノ銃じゆう槍そう。

　つまりふたりの装備にさほど違いはなく、それはハンターとしての実力がほぼ同格であることをなによりもはっきりと証明していた。ハンターであるティカルなら、村人たちのように自分をベテランハンターと勘違いはしないだろう。

「別に隠すつもりはなかったんだ。あんまりティカルが師匠師匠言うから、なんとなく言い出しにくくてさ」

　もごもごと弁べん解かいしかけたトゥークだが、ティカルの叫びに打ち消される。

「わかりました！」

「……なにがわかったんだ？」

「師匠は、あえて私に合わせて装備を調えたのですね。未み熟じゆくな私と同じ立ち位置で狩りをしようとするその心こころ遣づかい、感動しました」

　両手を組み合わせ、頰ほほを紅こう潮ちようさせるティカルを見て、久しぶりの頭痛が再発する。

　そんなわけないだろ。わざと装備を弱くするハンターなんているはずがない。最良の装備で狩りに赴くのがモンスターに対する礼れい儀ぎなのだから。

「やっぱり人の話を聞いてねぇ」

「さあ師匠。村の人たちのために頑張りましょう」

「お、おう」

　こうなったら、最後まで師匠らしくどっしり構えていようとトゥークは決めた。とにかくこの依頼を達成するまでは、ティカルに勘違いさせたままの方がいいと思ったのだ。駆け出しの頃は自分もベテランハンターが傍そばにいるだけで心強さを感じ、のびのびと行動できたものだった。

　自信のなさがティカルに伝わってしまったら、ドスジャギィと遭遇したときに間違いなく、新人ハンター特有の恐きよう慌こう状じよう態たいに陥ってしまうだろう。それだけは絶対に避けねばならない。

「どのあたりから調べますか」

　ティカルに訊ねられて地図を開く。地図には狩り場全体の様子がざっくりといくつかのエリアに分割されて記き載さいされており、それぞれのエリアの特徴もわかるようになっていた。

　実は、トゥークは一度ドスジャギィを狩った経験がある。だがそれは駆け出しの頃のことで、しかも仲間としてベテランのハンターが三人も一緒だった。狩ったといっても、ほとんど同行者が仕留めてくれたようなものなのだ。

　あのときは狩り場に行っても右も左もわからずに、指示されたことをするので精せい一いつ杯ぱいだった。なので当時の状況はおぼろげにしか覚えていない。ドスジャギィと遭遇したのは川辺だった気がするのだが、あれはこの渓流だったろうか。

「……思い出せねぇ」

　どれだけ地図を睨にらんでみても、出しゆつ没ぼつ場所の目星などつけられなかった。考えれば考えるほど思し考こうが煮詰まり、頭の中が真っ白になる。

「どうしたんですか、師匠」

　ティカルの声に我に返った。

　戸と惑まどう彼女の顔が間近にあるのに気づいて、あわてて地図をしまい込む。

「なんでもない。エリア１を通って、エリア４の方に抜けてみよう」

　さしたる確信があるわけではない。だが、ティカルは明らかにトゥークよりもハンターとしての経験が浅いのだ。元気に振る舞おうとはしているものの、やはりどこか力が入りすぎている。

　そんなティカルをフォローするのは自分しかいない。トゥークは己を鼓こ舞ぶしつつ、あえてわかっているふりをした。

「心配するな。黙だまって俺についてこい」

「はいっ！」

　ティカルの顔に明るさが増す。一方で、トゥークの心臓の鼓動は加速していく。呼吸は浅く、荒くなり、抑えようとしても抑えられない。せめてティカルの耳には届かぬようにと祈いのった。

　ドスジャギィの居場所は思い出せないが、とにかくひとつひとつ地道に捜そう索さくを続けていけばいいだろう。

　拠点を出ると、最初に耳にしたのは滝から流れ落ちる水の音だった。渓流はその名のとおり水辺が多く、細い川が谷間を縫ぬうように幾いく筋すじも走っている。周囲は緑の雑ぞう木き林ばやしに囲まれて、涼すずやかな風が梢を渡って流れていく。

　柔らかな日差しが川かわ面もを照らし、魚たちの銀色の鱗うろこがきらりと光る。

　心地よく穏やかな場所。だがそれはモンスターがいなければの話だ。どれほど快かい適てきに見えようとも、ここでは一瞬の油ゆ断だんも許されない。

　ティカルはやはりまだ狩りに慣れていないようだが、それでも基本に忠ちゆう実じつに、少し進むたびに立ち止まってはあたりを見回している。

　そんな彼女に背後を警けい戒かいさせつつ、トゥークは先頭を歩いていく。

　エリア１――ガーグァがいる雑木林を抜けると、不意に視界が広がった。一面を丈の低い草が覆おおう中、そこかしこに木造の建物が荒れるに任せて無む惨ざんな姿をさらしている。

　かつてここには村が存在したのかもしれない。だが、なにかの原因で放ほう棄きされたのだろう。それからどれくらい経つのかはわからないが、自然はこつこつと積み上げてきた人の営みをあっというまに元の姿へと返すほどの大きな力を持っている。

　だからといって恐れたり嘆なげいたりはしない。自然と人とは時にせめぎ合い、時に譲ゆずり合って共存している。それが、トゥークがハンターとして最初に学んだことだ。

「いないようだな」

　注意深く様子を窺うかがいながらつぶやく。ドスジャギィの姿はなく、ブルファンゴが何頭か遠くにいるだけだ。二本の牙きばを持つブルファンゴは突進されるとやっかいだったが、おとなしく草を食はんでいて、トゥークたちを気にも留めていない様子だった。

「今のうちに移動しよう」

　おとなしくしているブルファンゴを刺し激げきしないよう、足音を忍ばせてエリア４を抜ける。

　たどり着いたのはエリア７と呼こ称しようされる、葦あしの生おい茂しげる湿しつ地ち帯たいだった。水はけの悪い土地らしく、歩くたびに水っぽい泥が靴くつの裏にへばりつく。空気も淀よどんでいるらしく、肉の腐った臭においがただよった。

「くそっ」

　まとわりついてくるヤブ蚊かを払いながら進む。ここは釣りフィーバエをはじめとして、光ひかり蟲むしやにが虫の群ぐん生せい地ちになっていた。虫あみがあれば採集も可能だが、例のあわただしい出発のために持ってくることができなかった。

「失敗だったな」

　これらの虫たちは、他の素材と調ちよう合ごうすることで狩猟に役立つ閃せん光こう玉だまや漢かん方ぽう薬やくになる。狩り場で採集し、無む駄だなく利用するのが一人前のハンターへの道の第一歩でもあるのだ。

「師匠、申し訳ありません」

　ティカルも同じことを考えたらしく、虫あみやピッケルを持っていないことをすまなそうにしている。それを叱しかる資格などトゥークにはなく、己の準備不足を恥はじて黙りこむしかない。

　それがかえって怒っていると勘違いしたのか、ティカルが背中を引っ張ってきた。

「あの、師匠」

「――静かに」

　低い声で警告をする。

　トゥークの目が、前方に広がる葦の向こうに動く影を捕とらえたのだ。ざわざわと小刻みに葦が揺れるのに合わせて、なにかがゆっくりと近づいてくる。

　まばゆかった太陽が灰色の雲に覆われ、冷えた空気が緊張を孕はらんで張りつめていく。

「来るぞ」

　生なま臭ぐさい匂いが風に乗ってただよってきた。ハンターなら誰しも記憶に焼きつけている、モンスターの匂い。

　セクトセロを引き抜くと腰だめに構える。飛ひ甲こう虫ちゆうの羽や甲こう殻かく、それに甲こう虫ちゆうの大おお顎あごなどを素材に鍛きたえられた片手剣は剣と盾のふたつで構成されている。

　左手に握りしめた剣の刀身はモンスターの体たい液えきを思わせる紫色に輝いていた。刃は先端部分で分かれて二本の牙のように尖とがり、より大きなダメージを与えられるように加工されている。右腕の盾は上の部分が欠けた楕だ円えん形けいで、外周に細かい突とつ起きがある。

　初めて狩りに出た日から使い続け、すっかり体になじんでいたはずなのに、なぜか今は重く感じた。

　汗で滑る気がして柄つかを強く握り直したとき、葦を掻き分けてそいつは姿を現した。

　最初に見えたのは細長い頭部だった。顔の左右に扇おうぎ状に広がる巨大なエリマキ。紫がかった体色を縁ふち取どる鮮あざやかな赤は、まるで鮮せん血けつを散らしたようにも思える。

「ドスジャギィ……でけぇ」

　以前に狩りの経験はあるとはいえ、久しぶりに間近で遭遇すると、改めてその巨体に圧あつ倒とうされる。

　軽くトゥークの二倍はありそうな体長。オレンジ色をした鳥竜種特有の目が見下ろしてくる。冷たい汗で背中が濡ぬれるのを感じた。

　視線が交こう錯さくし、ドスジャギィが牙を打ち鳴らす。まずは様子を窺おうとするより早く、狗竜が動いた。

　ウォォォォォォォォォォォン。

　長く尾を引く雄お叫たけびと共に、首のうしろの毛が逆立った。

「来いっ」

　セクトセロを握りしめつつ、横に走って距離を取る。

　携帯ポーチからペイントボールを取りだした。握りこぶし大の薄うす桃もも色いろをしたボールは、独特の臭気を持つペイントの実をネンチャク草の葉で包んだもので、モンスターにぶつけることによって離れた場所からでもその居場所を察さつ知ちできるようになる。目的のモンスターに遭遇したらペイントボールをぶつけるというのは、狩りの基き礎その基礎だった。

　だが、ドスジャギィは巨体に似合わぬ俊しゆん敏びんな動きで、トゥークの投げたペイントボールを避よけたのだ。

「外した!?」

　初めての経験に動どう揺ようが生まれた。予想外の事態に思考が停止し、次にするべき行動がわからない。

　それでも体が動いたのは、ハンターとしての本能だろうか。ドスジャギィに駆け寄ると、セクトセロを大きく振りかぶり、力任せに脇わき腹ばら目がけて叩きつける。

　体重を乗せた渾こん身しんの一撃は、予想以上の手応えだった。研とぎ澄すまされたセクトセロの刃が、鱗を切り裂く。

　だがそれで安心している余よ裕ゆうはない。体たい勢せいを立て直される前に、二撃、三撃と夢中で繰り出していく。ドスジャギィが体を反転させた。

　思わぬ動きに対応が遅れる。視界が暗くなったと思った瞬しゆん間かん、重たい風圧がトゥークの頭上をかすめていった。

「うおっ」

　ドスジャギィが長い尾を鞭むちのようにしならせて、トゥークの顔面に叩きつけてきたのだ。当たらなかったのは幸運だったからに過ぎない。ドスジャギィの尾には鋭い棘とげが二列に並んで生えていて、若木の幹みき程度なら簡単に引き裂いてしまいそうだった。

　これ以上接近しているのは危険だ。セクトセロを収めると横っ飛びに転がって、いったん大きく距離を広げる。

　湿地のぬかるみを頭から浴びて泥まみれになったが一切気にせず、起きあがるなりすぐさま周囲に視線を走らせる。視界からドスジャギィが消えた瞬間が最も危険だ。だから絶対に目を離してはならない。

　トゥークの視線がティカルを捉とらえた。彼女はガンランス――ユクモノ銃槍を手に、ドスジャギィに突進していく。

「まずいっ」

　ドスジャギィと遭遇したとたんに自分の事だけで精一杯になってしまい、ティカルの存在を失しつ念ねんしていた。これまでの狩りでトゥークは、リーダーの指示に従って行動していればよかったのだが、今回は自分がその立場になっていたのを忘れていたのだ。

　トゥークがなんの指示も出さなかったので、ティカル独自の判断で立ち向かおうと決めたらしい。しかし、狩りに不慣れでおぼつかない足取りのティカルはあからさまに無む防ぼう備びだった。

「馬ば鹿か、正面に立つな！」

「え？」

　叫んだのがかえって失敗だった。トゥークの声に反応して、ティカルは棒ぼう立だちになってしまう。

　あっと思ったときには小こ柄がらな体は宙を舞っていた。勢いをつけた狗竜の体当たりをもろに受けたのだ。背中から地面に叩きつけられ、二回、三回と弾はずんでいく。

「ティカル！」

　彼女を助けに走るか。それともドスジャギィに立ち向かうか。一瞬の迷いが命取りになった。

　狗竜はティカルには構かまわずに、縄なわ張ばりに侵しん入にゆうしてきたもうひとりの不ふ埒らち者ものに狙いを変えた。しなやかに体をくねらせながら近づいてくると、長い尻しつ尾ぽがトゥークに向かってくる。

　盾で受け止めようとしたが遅かった。

　高速で飛んできた尾の先端で盾が弾かれ、バランスを崩してたたらを踏む。ドスジャギィはさらに体を反転させると、続けて尻尾を繰り出してきた。

　がら空きの脇腹に棍こん棒ぼうのような尾がめり込む。視界が白く、次の瞬間にはどす黒くなった。

　そして遅れて痛みが追いかけてくる。

　倒れている自分に気がついたのはそのあとだ。必死にもがいて立ち上がろうとするが、足に力が入らない。セクトセロを摑んだ腕は痺しびれて、自分のものではないようだった。

「くそ。こんなところで……」

　霞かすんでいく視界を歯をくいしばって矯きよう正せいする。口一杯に錆さびの味がした。

　景色がはっきりすると、ドスジャギィが目の前にいた。小こ刻きざみにエリマキを動かしながら、なにを考えているのか読み取れない目でじっとトゥークを見下ろしている。

　麻ま痺ひした左腕とは違い、右手はどうにか動いた。相手を刺激しないよう息を殺しつつ、慎しん重ちように腰のポーチに指を這はわせていく。

　ドスジャギィの動きを警戒して目は離せない。手探りで中身を確かめ、求める物を見つけ出した。指先の感覚だけが頼りだ。

　これは違う。もっと堅くて丸い物。

　違う。これは携帯食料だ。

　これか。

　頼む。合っていてくれ。

　祈りながら摑み取ったそれを、精一杯の力でドスジャギィの頭目がけて叩きつける。

　ウォォォォォン。

　奔はしり出でる金色の閃せん光こうにドスジャギィの体が包み込まれる。苦痛混じりの咆ほう哮こう。狗竜の首が弧こを描いて天を仰ぎ、体が震え始めた。

「やった」

　トゥークが投げたのは閃光玉。素材玉と光蟲を調合して作り、モンスターの顔前で炸さく裂れつさせることで一定時間目をくらませられるのだ。ユクモ村に来る前に行った最後の狩りの際、たまたまひとつだけ残っていた。

　ドスジャギィがひるんだ隙すきに、どうにか起きあがることに成功する。腕の痺れは残っていたが、武器を扱えるほどには回復している。

　それからなにげなく脇腹を見てぞっとした。直撃を受けた部分に、くっきりと尾の跡あとが残っていたのだ。チェーンベストがなければ骨こつ折せつは免まぬがれなかっただろう。

「やるじゃないか」

　乾かわききったくちびるを舐なめながらつぶやく。心は熱く滾たぎってきたが、頭の中は冷静さを取り戻していた。

　非常時で最も大切なのは思考を停止させず、常に対処法を模も索さくすること。

　子供の頃からそう教わってきた。

　閃光玉の効果が消え、ドスジャギィが立ち直る。大きく見開いたその目の奥に、はっきりとトゥークの存在を認識しているのが見て取れた。

　ティカルの状況を横目で確認しつつ、ドスジャギィの体当たりを警戒したトゥークだったが、狗竜は代わりに首を伸ばすと、長く尾を引く鳴き声を上げる。

　ウォォォォォォ―――ォォォン。

　物悲しい鳴き声は、葦をなびかせながら遠くどこまでも響き渡った。今度は短く区切った拍子リズムを刻む。

　クォ、クォ、クォクォッコココ。

　すると、呼応するようにどこからともなく鳴き声がした。

　ひとつ。ふたつ。みっつ。

　鳴き声は次第に多く、近づいてくる。素早く周囲を見回したトゥークは、葦の向こうに見え隠れする複数のモンスターの姿を認めた。

　ジャギィだ。オレンジの体色に紫のライン。顔の両側を取り巻くエリマキ。ドスジャギィをそのまま小型化したような外見をしたモンスターが、後脚で跳ね飛ぶように接近してくる。さらに、

「ジャギィノスも呼んだのか」

　ジャギィノスはジャギィの雌めすで、ひとまわり体が大きい。ドスジャギィは群れの統とう率そつ者しやであり、その招しよう集しゆうに応じて集まってきたのだ。

「まずいなこれは」
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　数で圧倒されている状況では、もはや狩猟どころではなかった。舌打ちをしたトゥークはティカルの元へと走る。

「おい。しっかりしろ」

　かがんでゆさぶる余裕はない。倒れたままの彼女の腹を、乱暴につま先でけっ飛ばす。

　荒あら療りよう治じが功こうを奏そうしたのか、ティカルは意識を取り戻した。

「あれ？　私」

「いいから立て。立って走れ」

「師匠？」

「走らなきゃ置いていくぞ」

　襟えり首くびを摑んで立ち上がらせると、事態を把は握あくしきっていない彼女の背中を押す。

「振り向くな。このまま拠点まで走るんだ」

「師匠は？」

「振り向いたらぶん殴る」

　抑えたトゥークの声音にただごとでないと悟さとったのだろう。それ以上はなにも言わずに血の気を失った顔でうなずくと、指示した通りに拠点を目指して走り出した。

　小さくなっていくうしろ姿を確認してから、トゥークはドスジャギィへと向き直る。まわりを取り囲むジャギィの数は、さっきよりも増えていた。

　たくさんの赤い目がトゥークに向けられる。

　二頭、三頭……四頭もいやがる！

「上等じゃないか」

　セクトセロを構え直す。

　時間を稼かせぐ必要があった。せめてティカルがこのエリアから出るまでは注意を引きつけておかねばならない。

　それが『師匠』と呼ばれたトゥークにできる、最大限のことだった。

「ここから先は通さねぇ」

　腹の底から雄叫びを上げる。その声に触発されたように、ジャギィが一頭飛びかかってきた。ドスジャギィよりも小型とはいえ、その体長は優ゆうにトゥークの二倍はある。

「竜りゆう盤ばん目もく、鳥ちよう脚きやく亜あ目もく、走そう竜りゆう下か目もく――」

　セクトセロを構えるトゥークの口から学がく術じゆつ用よう語ごが流れ出してくる。

　ある人物から教わった、緊張を静めるためのおまじないだ。

『文字通りモンスターを呑のみ込こむ気持ちで唱となえればいい』

　――そう、教わったんだ。

「狗竜上科、ジャギィ科――」

　牙の生えそろったジャギィの口が大きく開かれる。それはトゥークの首筋に狙いをつけていた。

「ジャギィ！」

　叫ぶと同時に身をかがめてセクトセロを一閃させる。

　トゥーク目がけて飛びかかったジャギィはすんでのところで狙いを外され、繰り出された片手剣によって吹っ飛ばされた。そして短い叫び声と共に地に斃たおれる。

「どうだっ！」

　反撃が思いがけないものだったのか、ジャギィの群れは静まり返った。

　だが、それも一瞬のことだった。ドスジャギィが一声吠えると、雪崩なだれを打つように飛びかかってくる。

「竜盤目、鳥脚亜目、走竜下目」

　途切れることなく口ずさみつつ、右に左にと移動しながらジャギィたちをやりすごす。

　目指すはドスジャギィただ一頭。群れの支配者を狩ればいい。

　できるかどうか、アイテム不足は否いなめないが、ここまで来たらやるしかない。

「来い。狗竜！」

　挑発に応じるようにドスジャギィが鳴き袋を震わせる。トゥークは泥と汗に塗まみれたセクトセロをいったん胸元へと引き寄せた。

　ハンターとモンスターの視線が交錯する。

「うぉぉぉぉぉぉ！」

　鋼はがねと爪つめがぶつかり合い、金色の火花が飛び散った。







　第二章　挫折、そして決意







　拠点ベースキヤンプに戻ってきたトゥークに気づくと、ティカルはすぐに駆け寄ってきた。

「師匠っ」

「よう。無事に戻れたみたいだな」

　疲れ切った体に鞭むち打うって、トゥークは軽く右手を挙げる。

「私のことなんてご心配にはおよびません。それより師匠は大丈夫ですか!?」

　不安そうなティカルになんでもないと首を振る。

「でも、くちびるに」

「ん？　ああ」

　手の甲で口元をぬぐうと、茶色い染みがこびりついた。

「ドスジャギィに吹っ飛ばされたとき、口の中を切ったのかもな。大したことはない」

「あの、それで、どうでしたか」

　ティカルが言いにくそうにしているので、覚かく悟ごを決めて先に答えた。

「失敗だ」

　言葉にしたとたん、口の中一杯に苦さが広がる。あと少しのところまでは追いつめたと思う。ドスジャギィのエリマキを破は壊かいすると、確かに苦痛の叫びを上げたのだ。

　だが、際さい限げんなく続くかに思えた消しよう耗もう戦せんで先に体力が尽きたのはトゥークの方だった。スタミナを消耗しきって、過か呼こ吸きゆう気ぎ味みに陥おちいったときに限界を悟さとった。

　完全に足が動かなくなる前に撤てつ退たいを決意。追いかけてくるジャギィの群れを振り払いながらどうにか拠点までたどり着いた。

　あと一ひと瓶びん、回かい復ふく薬やくを多く持ってきていたら。あと一撃先に与えることができていたら。

「……悔くやしいな」

　だが、結局自分の実力不足が原因なのだとわかっていた。

　事前にドスジャギィの情報は頭に叩たたきこんだと自じ負ふしていたのだが、やはり実際の狩りはまるで違う。

　巨大な狗く竜りゆうを前にして、やれると言い聞かせつつも心のどこかでは畏おそれを感じていたのかもしれない。トゥークにとってドスファンゴ以外の大型モンスターとひとりで対たい峙じするのは数少ない経験だったのだ。

　思い返せば、体の動きも微妙に鈍にぶかった気がする。反省していると、ティカルが弾はじかれたようにうしろに下がった。

「申し訳ありませんっ」

　居い住ずまいを正して正座する。迷子の子犬みたいに潤うるんだ瞳ひとみがトゥークを見上げた。

「私が不ふ甲が斐いないからこんなことに。足を引っ張らないって約束したのに、本当にご迷惑をおかけしました」

「ティカルのせいじゃない」

「でも、私、自分が情けなくて」

「いいから立て。ハンターは狩り場では膝ひざを屈くつしちゃいけないんだ」

　肩を摑つかんで立ち上がらせる。だが、本当は自分が倒れたかった。

　けれども、ティカルの前でそんな姿は見せられない。それに、依頼クエストを成し遂げた後で正直に話そうと思っていた村人たちの勘かん違ちがいのことも、ドスジャギィを狩れないままでは今さら打ち明ける事なんてできなかった。

　悩んでいると、ティカルに声を掛けられる。

「あの、これからどうしましょう」

「村に戻るしかないだろ」

　口にした言葉が、見えない針はりと化して胸に突き刺さる。村を出るときに見送ってくれたスオウたち。あの期待に満ちた顔が、ドスジャギィの体当たりよりも骨ほね身みに応こたえた。

　いったいどんな顔して会えばいい。

　トゥークの答えは出なかった。
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　失しつ意いのうちに狩り場を後にしたふたりはその夜、街かい道どう沿ぞいの廃はい屋おくで夜を明かした。

　土間に藁わらを敷しいただけの簡かん易いな構こう造ぞうだった。トゥークは仰あお向むけに寝転がり、暗い天てん井じようを睨にらみつける。

　隣で横になっているティカルの寝息が微かすかに聞こえてくるが、トゥークは疲れているはずなのに目が冴さえてちっとも眠くならない。

　悔しくて悔しくて、さまざまな思考が脈みやく絡らくもなく断片的に浮かんでは消える。

　ティカルの草むしり。渓けい流りゆうのざわめき。ドスジャギィとの対峙。

　けれども、最後は決まって村のことにたどり着くのだ。

　このまますごすご引き返すなんて許されるのだろうか。スオウはがっかりするだろう。期待を裏切られた人の悲しげな顔を見るのは、トゥークにとってなによりも辛つらいことだった。

　それは、子供の頃の自分の顔とだぶって見えてしまうから。

「親おや父じ……」

　枕まくら代わりに置いていた荷袋から、一冊の本を取り出す。

　壁に四角く切り取られた明かり取りから差し込む月あかり。照らし出されたのは『モンスター図ず鑑かん』だった。

　栞しおりが挟まれたページを開くと、そこにはドスジャギィの精せい緻ちなスケッチと詳細な記き録ろくが書き込まれている。

　月の光は薄く文字は読み取れないが、見なくても内容を諳そらんじていた。

『竜りゆう盤ばん目もく、鳥ちよう脚きやく亜あ目もく、走そう竜りゆう下か目もく、狗く竜りゆう上じよう科か、ジャギィ科、ドスジャギィ。全長約九○○センチ。全高約三五○センチ。肉食性。縄なわ張ばり意識が強く、常に集団で行動する――』

　子供の頃から、何度繰り返し読んだだろう。

　がらんとした家の中で。友達が帰ったあとの草原で。

「くそ」

　乱暴に本を閉じると、抱きかかえたまま立ち上がる。

　今夜はもう寝られそうもない。外の空気でも吸いに行こうか。そう考えながらトゥークはちらりとティカルを見た。

「ケーキおいしいよぅ」

　ぶつぶつ寝言をつぶやきながら寝返りを打つティカル。よく眠っているようだ。

　外に出ようと、そう思いつつ、どこかためらう自分がいた。外に出てしまったら、そのままどこかに走り出してしまうのではないか。ユクモ村ではない方向へ。悲しい顔の見えない場所に。

「違う」

　無意識のうちに勝手に言葉が口をついて出た瞬間、反応するようにティカルが言った。

「おとうさん」

「え？」

　動どう揺ようして図鑑を取り落としてしまった。分厚い本はティカルの足に直ちよく撃げきする。

「ひょわっ」

　むくっと飛び起きたティカルは、寝ぼけまなこであたりを見回していたが、やっとトゥークに気がついた。

「あれ師匠。どうしたんですか。もう朝ですか」

　首筋をぽりぽり掻かきながら、ふわぁと大きくあくびをする。

「悪かった。起こすつもりはなかったんだ」

　あわてて図鑑を拾い上げると、ティカルがそれに目を止める。

「なんですかそれ。食べ物ですか」

「……お前にはこれが食いモンに見えるのか」

　寝起きでそのセリフとは大した食しよく欲よくだなとあきれていると、ようやく目覚めてきたらしい。

「あ、おはようございます師匠」

　さっと背筋を伸ばして挨あい拶さつをする。

「今日もよろしくお願いします」

「いや、おはようって時間でもないんだが」

　月はまだ高い。朝までにはしばらく時間があるだろう。

「もうちょっと寝ててもいいんだぞ」

「とんでもありません。師匠が起きてるのに、私だけのうのうと寝ていられるわけないじゃないですか」

　そのわりにはゆうべは先に寝たよなぁと思ったが、口には出さないでやることにする。

「あの、私の顔になにかついてますか？」

「よだれが少々」

「やだ。恥はずかしいっ」

「冗談だよ」

　大まじめにあわてるティカルを見ているうちに、一瞬よぎった不ふ穏おんな考えはあとかたもなく消え失うせていた。

　ティカルを置いて逃げ出すなんてありえない。疲れていたせいで、ちょっと弱気になっていただけなのだ。それに、ユクモ村を第二の故こ郷きようにするって決めたじゃないか。

　混こん沌とんとしていた夜よ霧ぎりが晴れた気がした。スオウに怒られたらその時はその時だ。泣かれちゃったら困るけど、きちんと事情を話さねばならない。

「それにしても、お前寝言すごいな」

「本当ですか。冗談じゃなくて？」

「ケーキやらこんがり肉やら、食べ物のことばっかりだったぞ」

「そういえば、家族みんなでご馳ち走そうを食べる夢を見ていた気がします」

「ああ、おとうさんとか言ってたな」

　トゥークが父親のことを考えていたのと同じタイミングで口走られたので、驚いて図鑑を落としてしまったわけだが。

「両親はどんな人なんだ？」

「商人だと思います。たぶん」

「たぶんってなんだよ」

「うーん。話せば長くなりますけれど、いいですか？」

　朝までにはまだ時間があるし、どうせもう寝られそうもない。ちょうどいい時間潰つぶしになるだろうと考えて、トゥークはあぐらをかいて座り込む。

　あくまでも気軽な感じで訊たずねたつもりだったのだが、ティカルの話は思いもかけない方向へと進んでいった。

「実は私、両親のことよく覚えてないんですよ。まだ小さかった頃に生き別れになっちゃったんです」

　トゥークの肩がぴくりと緊張したが、ティカルは気づいていないらしかった。そのまま淡たん々たんと話し続ける。

「両親と私とで旅をしていたんですけど、嵐あらしに巻き込まれて私だけはぐれてしまったらしいんです。川かわ岸ぎしに倒れていたのを、たまたま通りがかったミカラ村の村長さんが見つけてくれて、それからずっとお世話になっていました」

「……」

「村長さんはとてもよくしてくれて、両親の消しよう息そくも一いつ生しよう懸けん命めい調べてくれたんですが、なにしろ私は幼かったから自分の村の場所もわからなくて。覚えているのは両親の名前と顔だけなんです。だからハンターになろうって決めたんですよ」

「どういうことだ？」

「すみません。私っていつも説明が足りないんですよね。よく言われます」

　ティカルは小さく舌を出すと、額ひたいをげんこつでちょんと小突いた。その様子からは己の過去に対する痛みのようなものは窺うかがえない。

「立派なハンターになれば、あいつはすごいってどんどん噂うわさになるじゃないですか。両親もきっとどこかで私の名前を耳にするはず。そしたら必ず会えるって思ったんです」

「そうだったのか……」

「でもですね。そのためにはまだまだハンター修しゆ行ぎようが足りないってことですね。今回の件で身に染みました」

　へへへと笑う。どこまでも前向きで、境きよう遇ぐうに押しつぶされたり、めげている気配は微み塵じんもない。

「だから師匠。ふつつか者ではありますが、これからもよろしくお願いします」

「もう師匠はよせって。今回の狩りで思い知ったよ」

　どだい先せん輩ぱいハンターとしてティカルを指し導どうできるほどの器うつわではなかったのだ。なぜ自分が名のあるハンターと勘かん違ちがいされたのかはわからないが、帰ったら村人たちにも正直に言おう。

　確かにドスジャギィを狩ったことはある。しかしそれはベテランハンターたちのあとを必死についていき、指示されたとおりに閃せん光こう玉だまやペイントボールを投げるだけで精一杯だった。単独での狩りの経験はナギの村に出しゆつ没ぼつしたドスファンゴだけ。それも持っていった回復薬を全部使い切ってようやくだった。

「俺も初心に戻って、ハンターとしていちから学び直すことにする。村に戻ったら解かい散さんしよう」

「そんな。じゃあ私はどうしたらいいんですか」

「他のもっと有名なハンターに仲間になってもらえばいい。俺より実力のあるやつなんてごろごろいるはずだ」

　殊しゆ勝しように告白したトゥークだったが、ティカルは即座に首を振った。

「いいえ。私は師匠についていくって決めましたから」

「だからそれは」

「あくまでも謙けん遜そんするところが師匠らしいですけど、少しやりすぎですよ。私を助けようとしてドスジャギィの前に踏みとどまるなんて、誰にでもできることじゃないです」

「……」

　ティカルは本当に人の話を聞かないやつだった。

「それにユクモ村で師匠ほど有名なハンターはいません。なにしろ村中の希望の星ですから」

　有名だから歓迎されたのか、歓迎されたから有名になったのか、ティカルには区別がついていないのだろう。トゥークには後者が真しん相そうだとわかっていたが。

「私は両親に会いたい。だから一日でも早く一人前のハンターになりたいんです。お願いします。どうか見捨てないでください」

　額がぶつかり合いそうなほど体を前に出し、トゥークを見つめる瞳に覚かく悟ごが滲にじむ。そんなティカルに、トゥークの決意もゆらぎ始めた。

　両親に会いたいという事情はわかった。できることなら協力したい。

　けれども、いったい自分になにができる？　知識だけ人一倍なだけで、駆け出しに近いような、ただのハンターに過ぎないこの俺に。

　腕うで利ききという噂の謎なぞのハンター。そいつが村に来てくれたら良かったのに、どうして姿を現さない？　村の人たちをあんなに期待させておいてひどいじゃないか。みんな本当に嬉うれしそうだったんだぞ。

　もし臆おく病びよう風かぜに吹かれて逃げたのだとしたら許せない。人の期待を裏切るような真ま似ねをするやつは大嫌いだ。実際に行動に移さないやつも。

　そして、その感情はトゥーク自身にも跳ね返ってくる。それはティカルを無責任に放ほうり出そうとしている自分と同じではないか……。

　――違う。俺はあいつじゃない！

　トゥークは激しく首を振る。逃げようとしたのは自分がまだ弱いから。だけどそんな弱気は追い払った。

　自分にできることを探して実行する。そう生きると決めてユクモ村に来たんじゃないか。村の人たちやティカルのために、俺にはまだやれることがあるはずなんだ。

　けれども、実際どうすればいい？

　腕組みをして悩み始めたトゥークだったが、ふと、待てよとひらめいた。

「そうか。なるほど」

　もう一度素早く思考を反はん復ぷくさせる。どこかに穴はないだろうか。

　いや問題はない。

　そして出した結論は――。

「ティカルを俺の弟子と認にん定ていしよう」

「本当ですかっ」

「俺は噓うそは嫌いだ」

　胸を張って言い放つ。いったんこうと決めた以上、腹をくくってあとは最後まで突き進むのみだ。

「確認するぞ。俺はユクモ村で一番有名なハンターだな」

「はい。もちろんです」

「そしてティカルは俺の一番弟子ってわけだ」

「光こう栄えいですっ」

「わかった。ならばそうしよう」

　自分がユクモ村一のハンターということになれば、当然近きん隣りんの村にも噂が流れるだろう。同時にティカルという弟子の存在も伝わって、それを彼女の両親が耳にするかもしれない。姿を現さないベテランハンターも単に到着が遅れているだけかもしれないので、せめてその間だけでもと考えたのだ。

　だから、少しの噓は許してもらおう。

　明かりが灯ともったように頰ほほを紅こう潮ちようさせるティカルを見て、自分の選択は間違っていないと確信する。

「会えるといいな。両親に」

「はい」

　トゥークは、明かり取りの向こうの月を見た。そして、ティカルの両親も同じ月を見ていればいいなと思う。

　そのためにも、まずはドスジャギィと決着をつけねばならない。村に戻って討とう伐ばつの準備を整え次第、必ず戻ってくるぞと誓ちかいを新たにするのだった。
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　ユクモ村に戻ったトゥークは、ティカルと一緒にまっすぐハンターズギルドに向かった。

　受うけ付つけ嬢じように失敗の顚てん末まつを告げると、「あまり気を落とさないでください」となぐさめられた。

「どんなハンターだって、うまくいかないときはありますよ」

　優しい言葉をありがたく感じながら、トゥークは恐る恐る訊ねてみる。

「それで、あれから被ひ害がいは出ているのか？」

「いいえ。ドスジャギィによる村人の被害は報告されていません」

「そうか。よかった」

　その言葉を聞いてほっとする。商隊の誰かが怪け我がをしたり、村が損そん害がいを受けなかったかと、ずっと気になっていたのだ。

「きっとトゥークさんを警けい戒かいして、渓流の奥で身を潜ひそめているんですよ」

「なるほど。それはあり得るな」

　あえて強がってみせたトゥークだが、本当はドスジャギィの動向が気になっていた。それに契約金が没収されるのも痛い。

　ハンターズギルドでは、依頼を申し込む際に契約金を預けることになっている。依頼が達成されれば報ほう酬しゆうに加えて契約金も返へん還かんされるのだが、失敗すると戻ってこない。

　契約金はハンターズギルドが算さん定ていした狩りの難なん易い度どに応じて決められており、初心者ハンターが無む謀ぼうな依頼に挑いどむのを防ぐ意味合いもあった。

　トゥークは今回の狩りになけなしのゼニーをつぎ込んでいたのだが、それが戻ってこないとなるといきおい懐ふところ事情も寂しくなる。

「ゼニーがないと厳きびしいですよね」

　ティカルも一緒になってため息をつく。

「農場でなにか育てるか」

　せっかく借りた農場だし、なるべく有効活用したい。あとで農場の管理人をしているアイルーと相談しようかと考えていると、今一番会いたくない人物に出会ってしまった。

「よう」

「スオウ」

　依頼主の商人にはいずれ報告をしなければとは思っていたが、まだ心の準備ができてなかった。言い訳も強がりも考えつかずに頭を下げる。

「ごめん。失敗した」

「……」

「大口叩いて悪かった。面めん目ぼくない。あとで他のみんなにも謝ってくる」

　罵ば声せいを覚かく悟ごしたが、いっこうに雷かみなりは落ちてこない。恐る恐る顔を上げると、スオウは受付嬢と世間話を弾はずませていた。

「でさ、最近カルッタスのところにアイルーがやけに集まってるんだ。ちまたじゃネコオヤジって呼ばれてるらしい」

「へー、そうなんですか」

「あのおっさんもおかしなやつだよなぁ。日がな一日温泉につかってばかりで、いったいなにしに来たんだか」

「カルッタス……」

　受付嬢は首をひねる。

「ん、どうしたお嬢じようちゃん」

「その名前、どこかで聞いた気が……。うーん。たぶん気のせいだと思います」

　怒られるのもあれだが、放置されるのもけっこう応える。いやむしろ怒鳴ってくれた方が気が楽だ。トゥークは我が慢まんできずにスオウの袖そでを引っ張った。

「おいおっさん」

「うむ。事情は聞いた」

　スオウは受付嬢との会話を中断するとうなずいた。意地悪をしていたわけではないらしい。単に受付嬢との話が楽しかっただけのようだ。

「大変だったな。まあ気にするな」

　受付嬢と同じことを言う。

「アンタでうまくいかなけりゃ、他の誰でも無理だったろう」

「私が師匠の足を引っ張ったのがいけないんです」

　ティカルがスオウに頭を下げる。それを見て、スオウは「いいんだいいんだ」と鷹おう揚ように首を縦たてに振った。

「わざわざ遠いところを済まなかったなぁ。疲れただろう？　今日は温泉にゆっくりつかって寝るといい」

「……怒ってないのか。ドスジャギィを狩れなかったんだぜ。商売にだってまだ差し支えているんだろ」

「我々のために頑張ってくれたアンタをどうして怒れる。感謝以外の言葉は知らんな」

　労いたわるように肩を叩かれて、トゥークは胸が一杯になった。

　ユクモ村の人たちはとても優しい。来てよかったと、心底思う。いつの間にか呼び名が『ハンター様』から『アンタ』へと変わっていたが、それでさえ心地よく耳に響くのだ。

　もっともっと精しよう進じんしよう。まずは装備を調えて、村人たちが自じ慢まんする『高こう名みようなハンター』に、現実を少しでも近づけようと心に決めるのだった。
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　トゥークの朝は早い。東の空が薄うす墨ずみ色いろになり始めた頃にはベッドを抜け出し、大きな甕かめに溜ためてある水で顔を洗う。昨日のうちに市場で買っておいたパンと温泉タマゴで軽い朝食を済ませると、最初にする仕事は装そう備びの点てん検けんだ。

　ベッドに腰掛け、念入りにセクトセロを確かめる。刃こぼれはしていないか。柄つかは緩ゆるくなっていないか。少しでも刀とう身しんが曇くもっていたら、すぐに砥と石いしで鍛きたえ直す。たとえ狩りに出なくても決して欠かさない日課だった。

　そのあとで防具の調整。ドスジャギィの体当たりで緩んだベルトはしっかりと締め直してある。鈍い銀色に輝くチェーンシリーズはトゥークにとって分身みたいなものだから、村の中でもなるべく着て過ごすようにしていた。

「よし」

　袖を通して装そう着ちやくすると、かすかに残っていた眠気も覚めるのだ。

　玄げん関かんに置いてあった鍬くわをつかんで家を出る。外はまだ淡く星の残ざん光こうが残っているが、それでも村人たちの姿がちらほら見えた。ユクモ村は早起きなのだ。

「おはようございます。トゥークさん」

　トゥークの姿を見かけた人が、通り過ぎがてら頭を下げて挨拶をする。

「今日もご精せいが出ますねぇ。頑張ってください」

「おう。そっちもな」

　ユクモ村に戻って三日が過ぎて、顔なじみも増えていた。狩りに失敗したあとも、彼らの態度は変わらない。ドスジャギィ狩りの依頼は取り下げられておらず、トゥークが必ず狩りを達成してくれると信じているのだ。

　村人たちに頼られていると思うと、だらけてなんかいられなかった。あれからドスジャギィのことを考えない日はない。頰を叩いて気を引き締める。

　長い石段を下って右に折れると、町並みが途切れて耕こう作さく地ちが広がる。

　ユクモ農場だ。

「おはようニャ」

　手前の小川に掛けられている橋を渡って中に入ると、農場を管理しているアイルーが待ちかねたように尻尾を振ってきた。

「ずいぶん成長してきたニャ。これならもうすぐ収しゆう穫かくできるニャ」

「ありがたいよ」

　農場の様子を聞きながら畑に向かう。きれいに耕たがやされたウネに、黄き緑みどり色いろの草がそよいでいた。

　以前この畑を使っていたが、トゥークがやってくる少し前に他の村に引っ越してしまった人が植えていたという薬やく草そうだ。

　薬草はそれ自体でも煎せんじて飲めば回かい復ふく効果があるが、アオキノコと調合することでさらに効果のある回復薬の素材にもなる。緑色をした液体は傷の回復力を促そく進しんする効果があり、ハンターの必ひつ需じゆ品ひんのひとつとして重ちよう宝ほうされていた。

　ドスジャギィ相手の狩猟で、あと一本回復薬が足りなくて撤てつ退たいを強いられたトゥークは、前の人が残してくれた薬草をありがたく使わせてもらうことにしたのだった。

「畑には狩りに必要な物を植えるといいニャ」

　一緒に畑を眺めていた農場アイルーが助言をしてくれる。慢まん性せい的てきに資金不足のトゥークにとってはありがたい話だ。

　単純に素材集めだけなら採取ツアーに出た方が手っ取り早いのだが、ドスジャギィの一件を解決しない限り他の依頼を受ける気にはなれなかった。

　早く再挑戦しなければと、内なる声が叫んでいる。

　そのためにも、今晩もう一度あれを読み込むか。

　自宅の本ほん棚だなにしまいこんだ本のことを思い返したとき、「師匠～」と呼ぶ声がした。

　ティカルが、一抱えもある木のタライを持ってやってくる。

「今朝もいっぱい捕れましたよ」

　タライには水が張ってあり、何匹かの魚が入れられていた。農場の池に設置してある仕掛け網に引っかかったのだ。頼んでもいないのに、毎朝網を上げるのがいつのまにかのティカルの日課になっていた。

「キレアジがいるな」

　背ビレが堅かたいため、いざというときは砥石代わりにもなるその魚を見つけて嬉うれしくなる。

　今度の狩りに持って行こう。砥石を買うゼニーが浮いたぞ。

「私はサシミウオの方が好きですけどねー」

　ティカルは食い気の方が重要らしい。相変わらずトゥークのことを師匠師匠と呼んではくっついてくる。仕掛け網の準備だけでなく、農場の草むしりもしてくれるので、最初に訪れたときに比べて見違えるほど手入れがされていた。

「今日は虫むし捕とりカゴの採さい集しゆうをするぞ」

「はいっ」

　手ぬぐいを首に巻いたトゥークは、農場の奥にある大木近くへと足を運んだ。

　ここには虫寄せの香こう液えきがエサとして仕掛けられた虫捕りカゴがあり、匂においに引き寄せられてきた虫を捕まえることができるのだ。

「お、集まってる集まってる」

　かぶせられた網の中に、にが虫やボンバッタが入っていた。農場アイルーの忠ちゆう告こくで昨日のうちにムチューリップも一緒に入れておいたので、いつもよりさらに多くの虫が採集できた。

「にが虫は解げ毒どく作用もあるんだよな」

　うっかり潰つぶさないように、指先に細心の注意を払いながら虫を捕まえていく。こいつも今度の狩りには持って行こう。

「それにしても、村に来たときは、農場も任されるとは思ってなかったな」

　畑を耕したり虫を採ったりするハンターなんて、ひょっとしたら自分くらいのものじゃないだろうか。狩り一筋のストイックなハンターの中には顔をしかめる者もいるかもしれないが、トゥークはむしろそれが楽しい。

「これで今日の作業は終了。ひとっ風ぷ呂ろ浴あびに行くぞ」

　農場の作業は基本的に早朝に始めるのだが、一仕事終えた頃にはすっかり日が昇のぼって暑くなっている。帰りにユクモ温泉に寄り道して汗を流すのが、日課のひとつになっていた。

　ユクモ温泉は二十四時間営業しているが、さすがに朝から訪おとずれる客は少ない。だから浴よく場じようも広々使えてのんびりできる。

「これは、これはトゥーク様」

　番ばん台だいアイルーにも顔を覚えてもらえた。両脇に房ふさのついた赤い帽ぼう子しをかぶったアイルーは、トゥークを見ると手にした扇おうぎをひらひらさせる。

「いつも集会浴場をご利用いただき、ありがとうございますニャ。当温泉は無む病びよう息そく災さい、家か庭てい円えん満まんの効こう能のうがあり、皆様に大変喜ばれておりますニャ。ゆっくりあったまっていってくださいニャ」

　番台アイルーの口上を聞きながら、いったん男女別に分かれた更こう衣い室しつに入る。温泉は混こん浴よくなので、インナーの上に湯ゆ浴あみ用のタオルを巻きつけて入る規則になっているのだ。

　更衣室を出て風呂場に行くと、とたんに渓けい谷こくの眺ちよう望ぼうが視界一杯に広がった。ちょうど紅こう葉ようの時期なので、眼下に見る山々が黄や橙だいだいに色づいている。

「うーん、今日もすごいな」

　何度見てもユクモ温泉からの眺ながめはすばらしかった。スオウたち村人がみんなで自じ慢まんするだけのことはある。浴場は半はん露ろ天てんの構こう造ぞうになっていて、屋根のある部分とそうでない部分が半々程度に分かれている。予想通り、人はほとんどいなかった。

　やがてティカルもやってくる。トレードマークのリボンは外し、お下げ髪をほどいて頭の上でまとめていた。髪型ひとつで、ずいぶんと印象が変わるものだ。

「うーん。最高っ」

　山から直接引いているという源げん泉せんが滝のように湯船に流れ込んでくるのを見ながら、肩までお湯につかって両足を伸ばす。

　湯加減は熱くもなく温ぬるくもなく、いつまでも入っていられそうな適てき温おんだった。さらりと肌に優しく、上質の絹きぬにくるまれている気分になる。農作業の疲れを癒いやしつつ、この村に来てよかったなぁとしみじみ思った。

　人にん情じように厚く、景色もよく、食事も美う味まい。おまけに温泉もあるだなんて、これ以上の幸せがあるだろうか。

「ずっちゃ、ずっちゃ、ずっちゃ、ずっちゃ」

　温泉に入ると、誰しもほっとするものだ。あまりの気持ちよさについ気が緩ゆるんで、自然と鼻歌を口ずさんでしまう。

「でました。お得意のこんがり肉の歌っ」

　ティカルが嬉しそうに手を叩く。

　新米ハンターなら誰でも一番初めに教わるという『こんがり肉の歌』。ハンターズギルドが作った曲調に合わせて焼くと、ただの生肉が素す敵てきにおいしいこんがり肉になるので、タイミングを習しゆう得とくするためにみんな必死に覚えるのだ。

「温泉に入りながらでも修行を忘れない。さすがです。師匠」

　つられてティカルも歌い始める。修行のつもりなんてなかったのだが、お湯があまりにも気持ちいいのでいちいち訂てい正せいする気にもなれない。

　繰り返し一緒に歌っていると、カルッタスがやってきた。村に戻ってきてから会うのは初めてだ。

「いやぁどうも。朝からずいぶんにぎやかですなぁ」

「うおっと」

　鼻歌を聞かれていたと思ったら急に恥ずかしくなる。あわてて口をつぐんだトゥークに、カルッタスはお構いなくと手を振った。

「アタシのことは気にしないでどうぞどうぞ。こっちでちびちびやってますから」

　手ぬぐいを頭に載のせて湯船につかると、タライを浮かべた徳利とつくりとお猪ちよ口こで一杯引っかけ始める。

「よかったら一緒にどうです？」

「けっこうだ」

　酒はもうこりごりだった。ティカルも首を横に振っている。それは残念と言いながら、それほど残念でもなさそうにカルッタスはお猪口を空けると、ふと思いついたように話題を変えた。

「聞きましたよ。ドスジャギィ、残念でしたねぇ」

「うっ」

　胸が痛む。次こそは必ずと思ってはいても、やはりトゥークにとって狩りの失敗は大きかった。

「いやいや、アンタを責せめてるわけじゃないんですよ。ただアタシもなにか力になれればって思っただけでして」

「力にって、ひょっとしてあんたハンターなのか？」

　まさかと思いつつカルッタスを見る。

「いやいや。アタシはただの湯とう治じ客きやくですよ。最近腰をやられちゃって。ここのお湯はよく効ききますなぁ」

　お猪口に酒を注そそぐと、また一杯。ぷはぁと酒臭いゲップをする姿は、どう見ても自じ堕だ落らくな中年オヤジだ。

「ただ、アタシはなぜかアイルーに懐なつかれてましてね。アンタがたの噂を聞いて興味を持ってる連中もいるんですよ。よかったら紹介しますんで、オトモとして狩りに連れていっちゃくれませんかねぇ」

「オトモですかっ！」

　ティカルが敏びん感かんに反応した。両手を組み合わせ、うっとりした目つきで空を眺める。

「私、アイルー大好きなんです。一緒に狩りに出かけるのが夢だったんですよ」

　アイルーは好こう奇き心しん旺おう盛せいな獣じゆう人じん種しゆで、特に人間に興味を持った者は村で一緒に生活している。温泉で働いている番台アイルーや、農場の管理アイルーもそうした一匹だ。

　その中でも、ハンターと行動する者はオトモと呼ばれていた。共に狩りに挑み、ときには我が身の危き機きをも顧かえりみずにハンターを救ってくれる、小さいながらも頼りになる相あい棒ぼうだった。

「オトモがいれば狩りの幅も広がるでしょう。ぜひ連れて行ってやってくださいな。ネコバァにはアタシの方から伝えておきますんで」

「あ、ありがとうございますっ」

「おいティカル。勝手に話を進めるな」

「いいじゃないですか。せっかくのお話、断ったりしたらバチが当たりますよぅ。ね、師匠いいですよね。ねっ！」

　握にぎったこぶしを振り下ろし、お湯をはねかせながら力説するティカル。トゥークはその勢いに押されてしまう。

「お、おう」

　気づいたら首を縦に振っていた。

「やったぁ。さすが師匠。状況判断も的てき確かくです」

「も、もちろんだぜ。ははは」

　ぎこちなく笑いながら、トゥークも本当はカルッタスの話を喜んでいた。これまでにチームを組んだハンターにもオトモを連れている者がいたが、気持ちを通わせ合っている彼らを見て、内心うらやましく思っていたのだ。

　オトモ、俺にもオトモができるのか。

　迫り来るモンスターに、オトモと共に立ち向かう。「今だ。タル爆ばく弾だんを投げるんだ」「わかったニャ。旦だん那なさん」堅い信頼と友情に結ばれた一人と一匹。いいぞ。いい。

　あらぬ妄もう想そうに、自然とにやけてしまうトゥークである。

「師匠。師匠」

　ティカルに呼ばれているのに気がついて、あわててしかめ面をした。

「あー、なんだねティカル君」

「それじゃ私、カルッタスさんのお宅にお邪じや魔ましてオトモと会ってきます」

「え、今から？」

「善ぜんは急げっていいますし、カルッタスさんは午後から用事があるそうなんです」

「だったら俺も一緒に行くよ」

　湯からあがろうとしたら押しとどめられた。

「師匠はゆっくり温泉につかっててください。ここは一番弟子の私にお任せを」

「そういうわけにはいかないだろ」

「いいからいいから。師匠にはいつもご迷惑をおかけしてますから、たまには私ひとりで大丈夫ってことを証明したいんです」

　鼻はな息いきも荒く訴えかける。

「そこまで言うなら、任せてもいいけどさ」

「はいっ。お任せください」

　どんと胸を叩いたティカルに押し切られ、オトモの件は彼女に委ゆだねることにした。オトモには、どうせ後で会えるだろう。

「じゃ、行ってきまーす」

　カルッタスと一緒にティカルが去ると、湯船が急に広くなった気がした。鼻の下までお湯につかって百数えると、体の芯しんまで温まる。

　その時、入り口に人影が見えた。

「やあ、こんにちは」

　見知らぬ青年が入ってきた。二十代後半くらいで、髪かみと瞳は艶つややかな黒。

「ここの眺めは素晴らしいね。旅の途中でわざわざ立ち寄った甲か斐いがあったよ」

　露天風呂からの景け色しきに目を細める青年に、トゥークは誇ほこらしい気分になった。自分だってユクモ村に来てまだ日が浅いのだが、誉ほめられると自然と嬉しくなってしまうのだ。

「この温泉は狩りのあとに入ると最高だぜ」

「君はハンターなのかい」

　青年の問いかけにトゥークは一瞬ためらったが、気を強く持ってうなずき返す。

「ま、まぁな。俺はユクモ村の名めい物ぶつハンター、トゥーク。一番弟子はティカルってんだ」

　大げさな名乗りは照れくさかったが、ティカルのためにもあえて名前を連れん呼こする。旅人にティカルの名前を覚えてもらえば、そこから噂が広がってどこかで両親が耳にするかもしれないからだ。

「才能溢あふれるトゥークとティカル。特にティカルは覚えておいてくれ」

「そんな有名ハンターに会えるなんて光栄だな。僕は……」

　青年が名乗ろうとしたとき、ちょうど連れだと思われる女性がやってきた。

　女性は三十をいくつか越したくらいで、銀色の長髪が目にまぶしい。鋭えい角かくをした形のよい顎あご。すらりと通った鼻筋。

　なにより印象的なのは、どこまでも広がる空を連れん想そうさせる蒼あおい瞳だ。

「……」

　女性はトゥークに会え釈しやくをすると、無言で湯船に滑すべり込こむ。彼女に気を取られたために青年の名前を聞き損なったが、もう一度聞き返すのは恥ずかしいので黙だまっていた。

「と、ところで、あんたらもハンターなのかい？」

「ああ。そうだよ」

　無口な彼女に代わって青年が答える。

「僕と彼女とは一緒に旅をしているんだ。隣村の依頼を受けに行くところだったんだけど、ユクモ温泉の評ひよう判ばんを聞いてちょっと寄り道したんだよ」

「ふうん。だったら、ドスジャギィの狩しゆ猟りようはしたことあるかい」

「ドスジャギィ？　ああ」

　青年は遠くを見るような目をすると、ぽりぽりと指で頰を掻かく。

「尻尾で叩かれて痛かった」

「わかるそれっ。俺もやられたんだよ」

　トゥークは思わず手を打った。お湯がぱしゃんと飛沫しぶきを立てる。

「知ってるか？　ドスジャギィは必ず二回連続で尾を振ってくるんだぜ。最初のやつを避けても安心したら駄だ目めなんだ。油断しないで次の動作に備そなえることが大切だぞ」

「ああ、なるほど」

「それから横を向いたら体当たりをしてくる。そのときはすぐに尻尾の側に前転をして避けろ。ヤツの背後にまわりこむように移動するのがコツだ」

「貴き重ちような助言、ありがとう」

　礼を言われてすっかり気分がよくなったトゥークは、温泉から上がると立ち去りかけたふたりを呼び止めた。

「なあ、最後にドリンク飲んでいかないか」

　ユクモ温泉には名物のドリンク屋がある。

　ねじり鉢はち巻まきをしたアイルーが、数種類のドリンクを販売しているのだ。

「温泉から出たら、やっぱりこれを飲まないとな」

　売られているドリンクの中から、一般客向けのコーヒー牛ぎゆう乳にゆうを選ぶ。ハンター向けとして独どく創そう性せい溢れるドリンクも販売されているのだが、それを飲むためにはハンターとしての力量を示さなくてはならないため、トゥークはまだ味を想像することしかできない。

「あんたらも選んでくれ」

「いいのかい？」

「せっかくユクモ村に立ち寄ってくれたんだ。これくらいはご馳ち走そうさせてくれよ」

　寂しい懐ふところ具合はこの際考えないことにする。

「なら遠えん慮りよなくごちそうになるよ」

　青年と女性は、トゥークが選んだのと同じコーヒー牛乳を手に取った。

「ドリンクはこうやって飲むんだぜ」

　模も範はんを見せるように、トゥークは腰に手を当てて一息に飲み干す。

「ぷはぁ。風呂上がりの一杯はたまんないぜ」

「なるほど。では僕たちも」

　ふたりもトゥークに倣って一気飲み。口についた雫しずくを払って、

「うん。うまい」

「これがユクモ温泉名物のドリンクだ。気に入ってもらえたみたいで嬉しいよ」

「君はすっかりこの村の人みたいだね」

　青年の言葉は、トゥークにとって思いがけなく嬉しいものだった。

「ああ。最初は不安だったけど、今ではこの村に来てよかったと思ってる」

「君のようなハンターがいてくれたら、村の人たちも安心だろう？」

「もちろんだ。村のために働くって決めたんだからな」

「縁えんがあったら、また会おう」

　青年はトゥークに握手を求めてきた。

　温泉はハンター同士の心も近づけるらしい。がっちりと握あく手しゆを交わしながら、トゥークもうなずく。

「あんたらも元気でな」

「幸運を」

　別れ際に初めて女性が口を開く。その声は涼やかで、心地よくトゥークの耳に残った。

「気持ちのいい連中だったなぁ。俺も頑張るぞっと」

　手を振ってふたりと別れたトゥークは、まっすぐ前を向きながら力強い一歩を踏み出した。
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　家に戻ったトゥークは、書棚から『モンスター図鑑』を取りだすと、窓辺に座ってページをめくった。

　狩りから戻ってきて以来、ドスジャギィの項こう目もくは何十回となく読み返している。体長や体重などは暗あん記きしていたが、実際の狩りではそんな数値など意味がないことを思い知った。

　もっと実際的な手がかりが欲しい。習しゆう性せいや生せい態たいが狩りに役立ちはしないだろうか。

　だが、栞が挟まれたページには、すでに知っていること以上の情報はない。

「親父のやつ……どうせならもうちょっと詳しく書きやがれっての」

　いったん本を閉じ、ベッドに仰向けにひっくり返る。スオウたちの商隊の行く手を阻んでいるドスジャギィはいまだに渓流に腰を据すえたままだ。

　村人たちはなにも言わないが、早急にもう一度出かけなければならないことは、トゥーク自身が一番よくわかっていた。

　装備不足に悩まされた先日の失敗を反省し、今度は念入りに準備を整えてきた。

　薬草、ペイントボール、砥石。必要と思われるアイテムをすべて用意した。同じ過あやまちは繰り返さない。トゥークもこの三日間、農場の作業と並行して暇ひまを見つけてはセクトセロを振るって鍛たん錬れんし、筋肉質の体をいっそう絞しぼり込んで引き締めた。

　村人の勘違いから始まった奇妙な生活だったが、自分のできることをするという覚かく悟ごの元に、目の前の目的を果たすのだ。

　チームリーダーとしての初めての狩りでなにもできなかった自分。悔くやしさを胸に秘めつつそれを乗り越え、今度はティカルにもきっちり目配りしてみせる。ハンターとしての新たな一歩を踏み出してみせる！

　トゥークは堅くこぶしを握った。

「――そろそろ行くか」

　カルッタスの家に行ったティカルと、彼女の泊まっている宿屋で待ち合わせをする約束になっている。そこでオトモにも会えるだろう。どんなアイルーなのか、楽しみでもあり、緊張もする。

「おっと」

　うっかり机に膝ひざをぶつけた拍ひよう子しに、置いていたモンスター図鑑が床に落ちる。

「ん？」

　拾い上げたトゥークは、たまたま開いていたページに目を留とめた。

　クルペッコについての余白部分に、枠わくで囲って細かい文字が無理矢理収められている。

　

『ドスジャギィの習性について』

　

　一行目にはそう記されていた。

「なんだって!?」

　本来ドスジャギィについてまとめられた部分とは別のページで、書く場所に困ってあとからつけ加えられたものらしい。

「これは……」

　目が痛くなるほど小さな文字を真しん剣けんに読み進めるうちに、ティカルとの約束は頭からすっかり追い出されてしまっていた。







　第三章　狗竜の咆哮







　拠点ベースキヤンプは、最後に目にしたときのままだった。

　せり出した岩いわ崖がけの下をくりぬくようにして作られた空間に、色あせた絨じゆう毯たんが敷しかれ、仮眠用のベッドが置かれている。壊れたピッケルや虫あみが放ほうり込まれている大きな壺つぼ。かまどの火は絶たえ、乾いた灰が撒まき散ちらされている。

　あれから他のハンターは訪おとずれていないということだ。ドスジャギィはまだこの渓けい流りゆうに巣くっている。その後被ひ害がいは報告されていなかったが、再び街道沿いに姿を現したという目撃情報がもたらされ、トゥークは改めてドスジャギィ狩りを志し願がんした。

　トゥークは、今度は失敗するわけにはいかないと強く思う。

「狩しゆ猟りよう会かい議ぎを始めるぞ」

　支給品ボックスに収められていた地図を取り出して仲間を呼び集める。

　前回、ドスジャギィを前にして慌あわててしまい、ティカルに的確な指示を出せなかった教きよう訓くんを生かして、事前に綿めん密みつな打ち合わせをしておこうと考えたのだ。

　仲間としてティカルの他に二匹のオトモアイルーが加わっていた。カルッタスから預あずけられたアイルーたちは、軽けい快かいに後うしろ脚あしを跳ねながらやってくる。

　トゥークはオトモたちと狩りに出るのは初めてだったが、どんな活かつ躍やくをしてくれるのか内心楽しみで仕方がない。

　真ん中に地図を置いて車くるま座ざになると、ふたりと二匹で身を乗り出す。

「前回の教訓だが、ドスジャギィが仲間を呼ぶとやっかいだな」

　狗く竜りゆうたちが群むれをなして行動するのはわかっていたが、実際に経験するとやはり手て強ごわい。ドスジャギィを目指して走っても、すぐにジャギィが割り込んでくるのだ。群れの統とう率そつ者しやを守ろうとしているのは間違いなく、高い知性が感じられた。

「役やく割わり分ぶん担たんをはっきりさせておこう。ティカルはジャギィの相手を頼む」

　トゥークは、便べん宜ぎ上じようは弟子である仲間の少女に指示をした。

「私ですか」

「ドスジャギィを狩ろうとすれば、必ずジャギィたちが群がってくる。だからそっちはティカルに任せた」

「はっ。不ふ肖しようティカル。全力を尽つくして頑張ります」

「頑張るのは当たり前ニャ」

　ぼそりとつぶやいたのは、トゥークの隣であぐらをかいていたアイルーだった。新雪のような純じゆん白ぱくの毛並みに氷ひよう河がを連れん想そうさせるアイスブルーの目。

　名前はフブキ。カルッタスと初めて出会ったとき、荷車の御ぎよ者しやをしていたアイルーだ。ティカルがカルッタスの家を訪れた際、同行を強くすすめられたらしい。

「ど、どうもすみません」

　ティカルは肩を落として縮ちぢこまる。フブキは斬れ味鋭するどいアイアンネコソードを腰に下げ、アロイネコシリーズという防具をつけていた。どちらもドラグライト鉱こう石せきという、トゥークがまだ手に入れたことのない素材が使われており、その意味ではチームの中で最も充じゆう実じつした装備をしている。

　アイスブルーの眼光は鋭く、ユクモ村を出てからここに来る間もほとんど無む駄だ口ぐちを叩たたかなかった。おしゃべり好きなアイルーにしては珍めずらしく、孤こ高こうの気配がただよっている。

「あの、怒ってますか」

　おそるおそるティカルが訊たずねるが、それきりフブキはなにも言わない。

「怖いです～」とつぶやくティカルの頭に、ぽんぽんと肉にく球きゆうを乗せたのはもう一匹のオトモだった。

「元気出すニャ。オイラがついてるニャ」

「キミドリちゃん」

　キミドリは、その名のとおり春の若わか葉ばのような黄き緑みどり色いろの毛並みをしていて、カエルのカッパにも見えるズワロネコフードとズワロネコマントを着込んでいた。

　武器は肉球ネコぱんち。キミドリはフブキとは対照的にいつもティカルの話し相手になっていて、地面にだらんと寝そべるのが得意だった。

「よしよし。いい子ニャいい子ニャ」

「キミドリちゃーん」

　ティカルはキミドリをぎゅっと抱きしめる。カルッタスの家で一目見たとき、胸が「ほわん」としたらしい。もうすっかり懐なついている。

「あー、話を続けるぞ」
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　トゥークは狩猟会議を続行した。ティカルだけでなく、二匹の個性的なオトモが加わったせいで、ともすれば自分の存在が薄うすれがちになる。

　これではいけない。村のみんなが待っているハンターが来るまで、精一杯の努力をしなければいけないのだ。

　自分がオトモに期待しているのと同様に、オトモもまたトゥークのことを注目しているに違いない。失しつ望ぼうさせるわけにはいかなかった。

「どこまで話したか忘れちまったぞ。ああそうだ。だからジャギィはティカルに任せる。キミドリと一緒に行動してくれ。その隙すきに俺とフブキがドスジャギィを狙ねらう。ふたりで交互に打だ撃げきを繰り返して、ヤツの疲れを誘うんだ」

「……」

「で、いいよな」

　思わずフブキに確認を取ってしまうトゥークである。

「……」

　フブキは無言でトゥークを一いち瞥べつする。駆け出し時代、ハンター教官に新しん人じん研けん修しゆうを受けさせられたときのことを思い出させるような目だった。

　昔のように、『貴き様さま、本当にそれで問題ないと思っているのか』とダメ出しをされた気分になるのだ。

「いや。うん。問題ない。大丈夫だ」

　自分を納得させるように大きくうなずく。師匠の評ひよう判ばんが落ちれば、弟子のティカルもとばっちりを食らう。両親との再会のためにも自分がしっかりしなければならない。トゥークは懸けん命めいに頭の中で反はん芻すうし、手はずに落ち度はないと再確認した。

「これでいいんだ。そうだよな、フブキ」

「ニャ」

　合格。というようにフブキは短く返事をする。

「ふう」

　安あん堵どのため息を吐き出しつつ顎あごの下をぬぐう。

　仲間というより、教官がお目付役として同行しているみたいだった。想像していたオトモとの熱い友情物語とは少し勝手が違っているぞと面食らってしまう。

　オトモアイルーは一緒に行動をすればするほど懐いてくれるそうだから、すぐに心を開いてくれ、というのも無理な話か……と思いながら、トゥークはティカルに視線を戻した。

「そんなわけだから、一度にジャギィを何頭も相手にしなければならなくなる。厳しいとは思うが、やってくれるな」

「もちろんです。二度と師匠の足を引っ張るような真ま似ねはしません」

　ティカルは胸を張ってみせたが、その自信には根こん拠きよがあるのをトゥークは知っていた。

　ユクモ村に帰ってきてから毎日、彼女はひとりで訓くん練れん所じよに通い詰めてガンランスの基本動作を叩きこんでいたのだ。早朝はユクモ農場、朝から昼にかけては訓練。昼寝のあと夕方にまた訓練をして、夜になると疲ひ労ろうですぐに眠りにつく。

　農場の仕事はしなくてもいいとトゥークは何度も言ったのだが、ティカルは頑がんとして譲ゆずらなかった。その一見華きや奢しやな体格とは裏腹に、心には決して折れることのない一本の芯しんが貫かれている。

　これほどティカルが努力をしているのだから、『師匠』であるトゥークも無様な姿は見せられなかった。今度こそきっちりと、ひとりのハンターとして力を発揮してみせる。

「よし。ではアイテム確認後に出発するぞ」

　地図を丸めて立ち上がる。狩り場に出る前の最終確認を行いつつ、背負ってきた荷袋から携帯ポーチに装備を移していく。

　ペイントボール。よし。

　回復薬。よし。

　砥と石いし。よし。念のため今回はキレアジも大量に用意してある。

　そして今回の切り札になるであろう物。

「師匠、それ生肉じゃないですか。こんがり肉にしておきましょうか」

　携帯肉焼きセットを取り出そうとするティカルを止める。

「いや。違う。こいつはシビレ生肉だ」

　シビレ生肉とは、生肉にマヒダケを煮に込こんで抽ちゆう出しゆつした液体を染み込ませたもので、モンスターに食べさせることでシビレ状態に陥おとしいれ、動きを止める罠わなのひとつだった。

「ドスジャギィは罠肉を食べるらしいんで用意しておいた」

「そうなんですか。そんな情報をどこから？」

「とある本だ」

　トゥークの持っているモンスター図ず鑑かん。クルペッコの項目の余よ白はくには『ドスジャギィは肉食性であり、特定の状況下においては罠肉の効果が期待できる』と記されていた。

　特定の状況下とはなにを指しているのかは不明だが、それだけでも狩猟の拠より所どころを得た気分だ。準備をしておくに越したことはない。

「さすが師匠。なんでもよく知ってますね」

　素直に感心するティカルに複雑な気分になったが、すぐに意識を切り替える。

「よし。行くぞ」

　トゥークの一声で、一行は拠点をあとにした。先頭はトゥーク。そのうしろをフブキ、キミドリ、ティカルの順で歩いていく。

　湿った腐ふ葉よう土どが敷き詰められている山道を下っていくと、どうどうと川の流れる音が聞こえてきた。見上げるほどの高さから流れ落ちる滝たきは白はく煙えんのような水飛沫しぶきを上げている。

　地図ではエリア１と記されたこの場所は、丸鳥ガーグァがのんびりと草を食はんでいるだけで、目指す狗竜の姿はない。

　それでもトゥークは素早く視線を左右に走らせ、あたりの植しよく生せいに注意を払っていた。

「あそこに薬草があるな」

　木陰に生えていたのを見つけて採さい取しゆする。

　薬草はいくら持っていても損そんはない。もちろん不用意に生態系を破は壊かいしないよう、採取の際は細心の注意を払う。必ずある程度は残しておき、根こそぎ引き抜くような真似はしない。

　だが。

「どうしました師匠。なんか浮かない顔していませんか」

「いや。そんなことはない」

　トゥークは首を横に振る。薬草を見つけられたのは運がよかったが、本当は違う物を捜さがしていたのだ。しかし残念ながらこのエリアにはないらしい。

「先に進むぞ。油ゆ断だんするな」

　遠くからモンスターを発見して避ひ難なんしてきた商人の情報によると、この先はいよいよジャギィの棲せい息そく地ち帯たいとのことだった。一頭でも発見されたら最後、すぐに群れが集まってくる。いささかの気の緩ゆるみも許されない。

「師匠」

　エリア４――前回も訪れたひらけた草原まで来たとき、ティカルが低く声をかけてきた。トゥークもすぐにその意図を察する。以前ブルファンゴがいた場所に、数頭のジャギィの姿を捉とらえたのだ。

　風に乗ってかすかな腐ふ臭しゆうもただよってくる。ブルファンゴの屍しかばねにジャギィが群がっているらしい。

「親玉に合流されると厄介だな」

　いったん全員をかがみこませる。ドスジャギィの姿は見えない。

「どうしましょう」

　ティカルがささやく。

　ハンターが無差別にモンスターを狩ることは固く禁じられていた。薬草などと同じように、生態系の破は壊かいや種しゆの絶ぜつ滅めつにつながりかねないからだ。そのため依頼はハンターズギルドによって事前に入にゆう念ねんに調査され、個体数が増えすぎたモンスターか、もしくは人間に直接脅きよう威いとなりうると判断されたものへの狩りしか認められない。

　今回トゥークたちが引き受けた依頼はドスジャギィ一頭の狩猟なので、それ以外のジャギィたちを狩っても問題ないのかと気になったのだろう。

「向かってくるものは狩る。それが狩りの基本だ。ここで数を減らしておくのは有ゆう効こうかもしれないしな」

　腰に回していたセクトセロを引き抜く。入念に研とぎ澄すまされていた刃が、陽よう光こうを浴あびてトゥークの覚かく悟ごを決めた顔を映し出した。

「でも、本当に狩ってしまっていいのでしょうか」

「問題ないニャ」

　ティカルの疑問に答えを出してくれたのはフブキだった。

「ドスジャギィが仲間を呼ぶ習性はみんな知ってるニャ。だから、ドスジャギィ狩りをするとジャギィやジャギィノスも一緒に狩らざるをえないのはハンターズギルドだって承しよう知ちしてるニャ。それを踏まえた上で依頼が出されているんだニャ」

「だ、そうだ」

　便びん乗じようしてうなずいたら睨にらまれた。それくらいきちんと説明できなくてどうするんだと、フブキの目が語っている。

　首をすくめながらトゥークは秘ひそかに舌を巻いていた。フブキの知識は大したものだし、装備から推すい測そくしてもオトモアイルーとしてはかなりの手て練だれなのは間違いない。

　トゥークの実力を見極めようとする態度は正直気にかかるが、一緒にいてくれて心強さを感じるのもまた事実だった。

「わかりました。やりましょう」

　ティカルは担かついでいたユクモノ銃じゆう槍そうの革ベルトを肩から外す。

「右だ」

「では私は左です」

　短く言葉を交わし合うと、同じタイミングで走り出す。

　拠点で打ち合わせしたとおり最小限の会話と身振りで、直ただちに行動を起こせるように心構えができていたのだ。

　二手に分かれ、ジャギィたちの注意を分散させるように接近する。

　ブルファンゴの屍に首を突っ込んでいたジャギィの一頭が、近づく足音に警けい戒かい心しんを刺激されたらしく顔を上げる。

　だが、その時にはセクトセロが完かん璧ぺきなタイミングで振り下ろされていた。

　銀色に輝く刃が、堅い鱗うろこを切り裂く。いったん天に向かって首をはね上げてから倒れたジャギィは、びくんと尻尾を硬こう直ちよくさせて動かなくなった。

　さらに返す刃で二頭目を狩った。それでようやくトゥークたちを認識したのか、残ったジャギィたちが餌えさをむさぼるのをやめる。

　だがトゥークはそれで気を抜きはしなかった。いったん距離を取ると、油ゆ断だんなく周囲の様子に目を配る。ジャギィたちは鳴き声を交わしつつ仲間と連れん携けいを取ろうとするが、不意をついたトゥークたちが圧倒的に優ゆう位いに立っていた。

　フブキに目を遣やると、アイアンネコソードを構えながら、縦じゆう横おう無む尽じんに駆け抜けていくのが見えた。その動きはジャギィを上回っており、狗竜たちはフブキに翻ほん弄ろうされている。

「すごい」

　それを見て、トゥークは思わずつぶやいていた。まさかこれほどの実力の持ち主だったとは。驚きと同時に、ふつふつと闘とう志しが湧わき上あがってくる。

「俺も負けてられない」

「せいっ！」

　トゥークの右手後方にいるティカルは、フブキのアイアンネコソードを食らって昏こん倒とうしたジャギィの頭部に、ユクモノ銃槍を的確に撃ち込んでいく。

　射撃中にティカルの懐に潜もぐり込こもうとするジャギィは、その背後に素早く走り込んだトゥークが斜ななめうしろから薙なぎ払った。

「連携だったら俺たちの方が上だ」

　たちまちジャギィの群れは数を減らしていく。残った数頭は脅威と判断したのか、徐じよ々じよに逃げ去るように移動を始めた。

「追いましょう」

「待て。いったん態勢を整える」

　逸はやるティカルを制止して、トゥークは砥石を取り出した。

「斬れ味は鈍にぶってないように見えますけど」

「ドスジャギィと遭遇したら余裕がなくなる。斬れ味が悪くないと思っていても、今のうちに研とぎ直しておくんだ。ティカル、お前もやっておけ」

「わかりました」

　トゥークは、モンスターと遭遇した後は必ず砥石を使うと決めていた。今は問題なく感じられても二、三度使ったら斬れ味が鈍くなることもありえる。そうなってから後こう悔かいしても遅いのだ。

　ティカルも素直に指示に従う。その隣でフブキが周囲を警戒している。相変わらず無口だが、自分の為なすべき事を心得ている。背中でそう語っている気がして頼もしかった。

　一方、キミドリは放ほう棄きされた建物脇わきに転がっていた倒木から虫の死し骸がいを掘り出していた。

「行くぞキミドリ」

　声をかけても返事をしない。しかたがないので、採取に夢中になっているところを首根っこを摑つかんで引ひき剝はがした。

　体についた木片がぼろぼろ落ちる。

「いいとこだったのに、なにするニャ」

　不満そうなキミドリのひげをちょんと弾はじく。

「ニャー！」

「お前、俺たちが頑張っているときに、ひとりだけなんにもしなかっただろ」

「そんなことないニャ。ボクは採取を頑張ってたニャ」

　得意気に虫の死骸を見せびらかすキミドリに、トゥークは小さくため息をつく。

　ハンターにひとりずつ個性があるように、アイルーもそれぞれ性格が違うらしい。

　それにしてもアイルーたちと仲がいいなんて、カルッタスのおっさんはどこまで交友関係が広いんだか。ふと、今頃ユクモ温泉にのんびりつかっているだろうカルッタスを羨うらやましく思う。

「いかんいかん」

　頭を振って気を引き締め直す。温泉を恋しがっている場合ではない。

　トゥークはジャギィたちが群がっていたブルファンゴの屍を確認した。まわりには他にも多くの動物たちの骨が散らばっていて、餌えさ場ばになっているのは間違いない。

「ここに仕掛けるか」

　用意していたシビレ生肉を取り出すと、慎しん重ちようにブルファンゴの屍のそばに置く。

「こいつと一緒に食べてくれたらいいんだが」

　シビレ生肉には、それを食べたモンスターの動きを一定時間止める効果がある。文字通り体を痺しびれさせるわけだが、モンスター図鑑にはドスジャギィが特定の状況で食らいつくとしか記き述じゆつされていない。

　その状況が具体的になんなのか不明な以上、思いついたことはどんどん試ためすべきだろう。

「罠も使わなきゃ意味ないからな」

「どうかドスジャギィが来てくれますように」

　ティカルが願いごとを口にすると、フブキがぼそりとつぶやいた。

「その願い、叶かなったニャ」

「へっ？」

　フブキの声に、ティカルは思わず中腰になる。

　いったいどこに。

　トゥークが訊ねるより早く、もはや耳慣れてしまった独特の鳴き声が鼓こ膜まくをつんざいた。

　オォォォォォォ――――ォン。

「出たっ！」

　廃はい屋おくの向こうに姿を現したドスジャギィがトゥークたちを睥へい睨げいしていた。特とく徴ちようのある赤い模も様ようの入ったエリマキに、ほんのわずかに切れ込みがある。

　トゥークがおみまいしたセクトセロの傷きず跡あと。前回遭遇したヤツに間違いない。

　改めて見るとやはりでかい。巨大なエリマキを悠ゆう然ぜんと風になびかせ、前脚の鋭いかぎ爪つめは不吉な鈍にび色いろに輝いていた。

　姿を消したはずのジャギィをつき従えて首をもたげる。風向きが変わり、モンスターの匂においがトゥークの眉み間けんに皺しわを生じさせる。

「ジャギィが親分を呼んだんニャ」

　キミドリが叫ぶ。モンスターが苦手らしいキミドリは、さっそく逃走態勢に入っていた。一方フブキはアイスブルーの瞳をきらめかせ、すうっとアイアンネコソードを引き抜く。

「嬉うれしいのか嬉しくないのかわかりません」

　あっけなく願いが叶って、ティカルは複雑な顔をした。どうせならもう少し心の準備の時間が欲しかったと、揺れるリボンが主張している。

　それはトゥークも同じだ。けれども、迷いも一瞬だった。

　ドスジャギィと視線が交こう錯さくした瞬間、全ぜん神しん経けいが狩りに集中していく。

「行くぞ」

　片かた手て剣けんを構え直す。事前の打ち合わせ通り、フブキがまっしぐらにドスジャギィ目がけて走り出した。

「速いっ」

　トゥークはフブキの動きに目を見張る。負けてはいられないと、すぐに自分もあとに続く。

　それに気づいたジャギィが行く手を阻はばむように割り込んできた。尻尾を振ってセクトセロを叩き落とそうとする。

「甘いっ」

　狩りの前に何度も頭の中でその動きをイメージしていたトゥークは、素早く上体を沈しずみ込こませる。弧こを描えがいて飛んできたジャギィの鞭むちを右手の盾で受け止めた。

　尻尾は鈍い音と共に弾かれる。たたらを踏んだジャギィの脳天に、左手に持ったセクトセロを振り下ろす。

　刃と頭ず蓋がいがぶつかり合う音。致ち命めい傷しようのはずの一撃に、けれどもジャギィはひるむことなくかぎ爪を振るってくる。逃げていったときとは全く違う、純じゆん然ぜんたる闘とう志し。

　一方、フブキは一足早くドスジャギィと対たい峙じしていた。機き敏びんに跳躍を繰り返してドスジャギィのかぎ爪をかいくぐりつつ、アイアンネコソードを繰り出していく。

「くそ。俺だって！」

　その姿を視界の隅すみに捉とらえつつ、トゥークはジャギィの嚙かみつきを半身をそらして受け流し、すれ違いざま背中にセクトセロを叩きつける。

　短い鳴き声を残して、今度こそジャギィは動かなくなった。

「あと二頭」

「任せてください」

　うしろからティカルが割って入ってきた。トゥークが指示したとおり、ジャギィは自分が引き受けるということだ。

　中腰の姿勢で右手の盾を前に掲かかげ、身を守りつつジャギィににじり寄っていく。そして射しや程てい範はん囲いに入った瞬間、斜め上方向にユクモノ銃槍を繰り出した。

　狙い違たがわずのど笛ぶえに直撃。ジャギィは上体をのけぞらせながら吹っ飛んでいく。

　派手さはないが、ガンランスの基本動作に則のつとった堅けん実じつな狩りの手法だ。ティカルも落ち着けば実力を発揮できるのだろう。打ち合わせ通り、ジャギィはティカルに任せることにする。

　トゥークがドスジャギィの前にたどり着いたときには、フブキは狗竜の腹の下へともぐりこんでいた。直立する後脚の隙すき間まを縫ぬうようにして、アイアンネコソードを斬りつける。

　ドスジャギィは、目め障ざわりなアイルーに気を取られているようだった。足元のフブキを踏みにじろうと小こ刻きざみな移動を繰り返し、トゥークに無む防ぼう備びな背中を向ける。

「今だっ」

　セクトセロを尻尾のつけ根あたりに振り下ろした。一いつ閃せん。二閃。吠ほえるドスジャギィが振り返る前に、前転で脚の間をすり抜ける。

　これも前回得た教訓だった。

　正面からモンスターと渡り合うのは不利。ドスジャギィに比べて小こ柄がらな人間ならばこそ、動き続けることで翻ほん弄ろうできる。

　ドスジャギィが体を半回転させたときには、すでにトゥークは背中側へとまわりこんでいた。一方、フブキもその動きを見み澄すましていたかのように動いていた。トゥークとふたりでドスジャギィの頭と尻尾を挟み込む位置に移動する。

「フブキ！」

　トゥークが叫ぶよりも早く、フブキは身軽に左右にステップを踏みつつ、ドスジャギィの首筋に狙いを定めていた。

　ドスジャギィがフブキに気を取られ、その背後ががら空きになる。まるで誘い込まれるように、トゥークはその尻尾に斬りつけていた。ドスジャギィがトゥークに向き直れば、待っていたとばかりにフブキがアイアンネコソードを叩きつける。

　無言のうちにも見事な連携。

　――いや、そうじゃない。

　トゥークは内心舌を巻いていた。フブキがうまくドスジャギィを誘ゆう導どうしてくれたからこその成果なのだ。フブキの行動は、ドスジャギィを翻弄していく。

「凄すげぇ」

　ただのオトモアイルーではないとは思っていたが、これほどの腕前だとは。

　フブキのおかげで気持ちに余裕が生まれたトゥークは、ドスジャギィを相手にしつつ、ティカルにも注意を払う。

　前回のように放置はできない。最後のジャギィを仕留めたティカルは、いったんユクモノ銃槍を収めて回復薬を飲み干していた。今のところ怪け我がはないようだ。安心して意識をドスジャギィへと戻す。

　何撃目かのセクトセロがドスジャギィの脇腹に食い込んだ。確かな手て応ごたえが腕を伝わってトゥークの全身を駆け巡る。

　そして長く尾を引く叫び声と共に、ドスジャギィが横倒しになった。

「今だっ」

　両脚をばたつかせながらもがく狗竜に、トゥークとフブキが駆け寄った。きらめく白刃。ティカルも駆けつけ、五ご連れん装そうのユクモノ銃槍を連れん射しやして援えん護ごする。

　だが大型モンスターはその程度で斃たおれはしない。すぐに体勢を立て直して起きあがると、尻尾を振り回して近づきすぎたフブキを弾き飛ばした。

　フブキが両脚を踏ん張って着地するうちに、威い嚇かくしながら距離を取る。

　けれども、その動きもトゥークは織おり込み済みだった。ドスジャギィと渡り合いながら状況を判断しつつ、秘ひそかに少しずつ立ち位置を変えていく。そうして巧こう妙みようにシビレ生肉が置かれている場所に誘導していったのだ。

　ドスジャギィはまんまと罠が置かれた場所にたどり着く。

　食べやがれ！

　シビレ生肉を食べて動けなくなったところを、一気に畳たたみかけるつもりだった。息を殺しながらセクトセロを握りしめていたトゥークだが、ドスジャギィは見向きもしない。

「あれ？」

　あてが外れて足が止まった。油断しているつもりはなかったが、それでも気き勢せいがそがれたのは否めない。

「師匠っ」

　ティカルの声に我に返ると、十分に距離を取っていたはずのドスジャギィが至し近きん距きよ離りに迫っていた。鳥竜種ならではの強きよう靭じんな脚きやく力りよくを使って跳ちよう躍やくしたのだ。

　反射的に横に飛んだ。うつぶせに地面に倒れこむ。背中の上をドスジャギィの巨大な脚がまたいでいったとき、ガチガチと牙きばを嚙み鳴ならす音がはっきり聞こえた。

「くっ」

「離れてくださいっ」

　斜め後方に控えたティカルが砲ほう撃げきで気を逸そらしてくれている間に、どうにか起きあがることに成功する。顔も体も泥まみれだが、気にしてなんかいられなかった。

　フブキがオトモ用のブーメランを投げつける。見事に右脚に命中し、体勢を崩したドスジャギィは吠えながら二、三歩後退した。

「今度こそ」

　ティカルが腰を落として射撃体勢に入る。

　けれども弾だん倉そうは空になっていたらしい。コッキングレバーを引いて空から薬やつ莢きようを排出し、弾だん丸がんを再さい装そう塡てんするうちにドスジャギィは再び跳躍した。今度ははっきりと逃走を図はかる。

「まずい」

　トゥークはとっさに携帯ポーチに手を突っこむが、その間にもドスジャギィとの距離が離れていく。

　ペイントボールをまだぶつけていなかったのだ。ここで逃がしてしまうと追つい跡せきが難しくなる。

　前回の失敗が脳のう裏りをよぎった。

　あのときどうして当てられなかったのか。今度も失敗したらどうする？

　悪いイメージを振り払いながらペイントボールを引っ張り出す。

「頼む」

　当たってくれ。

　今にも隣のエリアに移動しようとしているドスジャギィの背中を全速で追いかけながら、ペイントボールを投げつける。

　放ほう物ぶつ線せんを描えがいたそれは、ドスジャギィの右の太ふと股ももあたりに命中した。ピンク色の煙が弾け、特有の臭気が撒まき散ちらされる。ドスジャギィはそのまま姿を消したが、臭においは見えない細い糸のように残っていた。これで狩りは続行可能だ。

「やった……か」

　全力疾走でスタミナを使い果たした。膝ひざに手をついて喘あえいでいると、ティカルたちが追いついてきた。

「すみません。肝かん心じんなときに撃てなくて」

　絶ぜつ好こうの機会を再装塡で逃してしまったのを気にしているらしい。

「夢中で残ざん弾だんを数えるのを忘れていました」

「気にするな。新人の頃にはよくあることだ」

　自分を棚に上げてうなずき返す。ペイントボールを当て忘れていたことなどおくびにも出さない。ティカルを不安にさせてはいけないからだ。

　群がっていたジャギィの姿は消えていた。ドスジャギィを追って隣のエリアに行ったのだろう。これでようやく一息つける。

「それにしてもさすが師匠。動き回っているモンスターにペイントボールを当てるのって意外と難しいんですよね。私だったら外してたかも。どれくらい練習すればうまくなりますか？」

「必要なだけだ」

　たまたまだとはとても言えない。どうにも居い心地ごこちが悪いので、トゥークはさりげなく話題を変えた。

「それにしてもドスジャギィのやつ、シビレ生肉には見向きもしなかったな」

　仕掛けた罠肉は踏みにじられていた。うまくいくかどうかは賭かけだったが、運命のコインは今回は裏目に出たようだ。

「きっとタイミングが悪かったんですよ。気にしないでいきましょう」

　ティカルはさらりと笑う。狩り場では常に緊張感が求められるが、こうした悪い展開のせいで集中が途と切ぎれてしまうハンターもいる。そうなると今後の狩りにも支し障しようが生じる場合もあるのだが、ティカルはそれとは無む縁えんのようだ。

　気持ちの切り替えが早いのか、それともどこまでも神しん経けいが図ず太ぶといのか。どちらにしてもハンター向きの性格といえる。

「さて、どうするか」

　トゥークも気を取り直して腕組みをした。

　用意していたシビレ生肉はもう残っていない。あとは念のため持ってきた生肉がひとつあるだけだ。

　モンスター図鑑の記き述じゆつがもう少し詳しかったらよかったのだが、執しつ筆ぴつ者しやに頼りすぎるのも不本意だった。糸口だけで十分なので、あとは自分でなんとかしたい。

　でなければ、こうして自分がハンターになった意味がなかった。

「ドスジャギィの特定の状況下って、なんだと思う？」

「特定の状況下……ですか？」

　ティカルは唐とう突とつな質問が腑ふに落ちないように首を傾げたが、ひょっとして師匠に試ためされているとでも思ったのか、額ひたいに汗を浮かべながら考え始める。

「うーん。特定の状況。なんでしょうねぇ」

「今回と前回とで、ドスジャギィの動きでなにか気になったところはあるか？」

「えっと、えっとぉ。うーん、どうでしょう」

　トゥークも考え直してみたが、特に変わった点は思いつかない。

　俊しゆん敏びんで、仲間を集め、エリマキを広げて威嚇する。

「わからんな」

　結局、これはという答えは出なかった。

「なんか、頭を使ったらお腹なかが空すいちゃいました」

　狩り場に出てからだいぶ時間が経たっていた。狩猟は体力を急激に消しよう耗もうさせるのだ。

「ここらで腹ごしらえをしておくか」

　ドスジャギィは隣のエリアに移動したが、ペイントボールの臭いはまだ残っている。しばらく休息しても問題はないだろう。

「ついでに砥石も使っておくぞ」

　斬れ味を取り戻すためにセクトセロを研ぎ始めるトゥークを尻目に、ティカルはさっそく携帯食料を取りだしていた。

「食い気が先かお前は」

「だって、お腹が減ったら狩りはできないって言うじゃないですか」

「ま、それはそうだけどさ」

　つられて携帯食料を取り出しながら、トゥークは腹具合を確かめる。携帯食料はギルドから支給された、ぼそぼそとした味気のない固形の食べ物だった。正直なところ、焼きたてのこんがり肉と比べたら美び味みとは言えない。

「こんがり肉だったらよだれが垂たれるところなんだが」

　つぶやいた瞬間、はっと脳裏に閃光が走った。

「待てよ。ひょっとして」

　じっと携帯食料を見つめたまま、ひらめいた思考の追つい試しを始める。

「どうかしましたか」

　次第に胸が高鳴ってくる。

「そうか、なるほど。だとしたらあれが必要だな」

「師匠？」

　トゥークを呼ぶティカルの声も耳に入っていなかった。
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　ドスジャギィは逃げたのではなく、待ちかまえていたようにトゥークには思えた。

　その証拠にエリア７に足を踏み入れたとたん、立ちふさがる狗竜の姿を捉えたのだ。

　クォォ――、クォクォクォココ。

　かかってこいと挑むかのように大きく喉のどを鳴らす。

　付き従っているジャギィたちも首をもたげる。全部で……三頭。

「行くぞフブキ」

「ニャ」

　短い返事を合図に、ドスジャギィ目指して走り出す。ハンターを威い圧あつする鳴き声に心しん臓ぞうが波立つが、それを熱い闘とう志しで押し返した。

　ドスジャギィが上体を斜めに向ける。体当たりの予備動作ということは、これまでの経験で把は握あくしていた。

　ぶつかってくるより早く前方回転で懐にもぐりこみ、セクトセロを右脚のつけ根目がけて叩きつける。

　刃が鱗を貫いた。会かい心しんの手応えだ。

「いける」

　だらだらとよだれを垂らし始めた相手を見て、疲れているのだと確信する。

　自分たちがそうであるように、ドスジャギィだって手て傷きずを負ってダメージが蓄ちく積せきしているのだ。あとはモンスターとハンターの根比べ。どちらが先に音を上げるか。それで狩りの帰き趨すうが決する。

「ここまで来て、先に引くわけにはいかない」

　トゥークはセクトセロを振るい続ける。

　一撃、二撃。こまめな斬ざん撃げきを繰り返してから、最後に大きく足を踏み込んで、殴りつけるように横よこ薙なぎに斬る。

　ジャギィが一頭、背後にまわり込んでくる気配を感じた。

「危ないっ」

　後方から放たれるティカルの声。続けざまにユクモノ銃槍の一撃を食らって吹っ飛ぶジャギィの鳴き声も聞こえた。

「うしろは任せてください」

　返事をする余裕はない。背後の守りはティカルに任せ、トゥークが斬撃を繰り返すと、ドスジャギィはたまらず上体をひねった。そのまま飛び跳ねるようにしてトゥークの前を通り過ぎると、密着していたはずの空間に隙間が生まれる。

　鞭むちがうなる。鋭い棘とげのついた、尾の鞭が。

　しなるように尾の先端が曲げられた瞬間、トゥークは右手の盾を構え直した。

「見破ったって言っただろ」

　足を踏んばり、衝しよう撃げきを全身で受け止める。鈍い金属音に揺さぶられ、ブーツのつま先が地面にめり込む。

　それでもトゥークに直接的なダメージはない。

　片手剣でモンスターを防ぐための基本的な対処法は盾のガードだ。だがそれは、口で言うほど簡単ではない。特に駆け出しハンターは、正面から迫ってくるモンスターの爪や牙への恐怖に耐えられず、どうしても左右に避けようとしがちなのだ。

　その結果、十分にかわしきれずに体の一部を引っかけられて手傷を負う場合が多い。

　だが、トゥークは恐怖に打ち勝った。

「次が来ますっ」

　わかってる。さらにうしろから聞こえたティカルの声に、心の中で応答する。

　ドスジャギィの尾は、必ず二回繰り返して飛んでくる。ティカルの警告は、それに気をつけろということだろう。ガードを解といて反撃したくなる衝動をこらえ、正面を向いたままの体勢で我が慢まんする。

　予想通り二撃目が来たのをどうにか盾でしのぎきった。以前体で学んだおかげだ。手痛い教訓だったが、失敗は二度繰り返さなければいい。

「……」

　ドスジャギィを挟んで向こう側にいたフブキが、一瞬トゥークに視線を走らせる。

　蒼あおい目が意味ありげに光るのをトゥークは見た。

　そしてフブキは、跳躍した。ドスジャギィの頭部に届くほどの高さ。

　落下の勢いもろともに、アイアンネコソードをドスジャギィの背中に叩きつける。

「すごい」

　フブキの想像以上の動きに感心しかけたトゥークだったが、すぐに首を振って気を引き締めた。

　狩りの間は目の前のモンスターに集中する。それがすべてだ。

　ガード姿し勢せいを解かい除じよしてフブキに続く。しかし、体重を乗せて振り下ろしたはずのセクトセロが、ドスジャギィの鱗に弾かれた。

「うおっ」

　斬れ味が鈍ってきていた。それは短時間で集中的な痛手を与えた証しよう左さでもある。

「援護します」

　右後方から声がして、ティカルが射撃を開始した。

　三発、四発。立て続けの連射はことごとくドスジャギィの頭部に吸い込まれていく。訓練の成果か、ティカルの腕も前回に比べると格かく段だんに向上していた。

　その隙にトゥークは離り脱だつする。十分な距離を取ってから砥石を使った。モンスターの血で汚れていた刃が銀色の輝きを取り戻し、セクトセロの斬れ味が再び冴さえる。

　ひとつ息を吐いてまわりを見回すと、ジャギィがもう一頭地に伏していた。トゥークがドスジャギィと対峙している間に、ティカルが狩ったのだろう。

「やるじゃないか」

　乾いたくちびるをなめてから飛び出したトゥークに、木こ陰かげに身を潜めながら大きく背中側から迂う回かいしてきた最後のジャギィが飛びかかってくる。

　かぎ爪の引っ掻きを冷静に盾で受け止め、セクトセロの刃を腹めがけて繰り出す。ギャンという鳴き声と共に、ジャギィは地面に崩れ落ちた。

　これで残るはドスジャギィのみ。

　トゥークはティカルと連携しつつ、相手に休む暇を与えずに動いた。さらにフブキが狩り場を自由に駆け回り、ドスジャギィを混乱させる。

「ひゃ」

　ティカルが上体をのけぞらせた。ドスジャギィが闇やみ雲くもに頭を振り回しながら、ティカル目がけて突っ込んでいったのだ。

「ティカルっ」

「平気です」

　小刻みなバックステップを繰り返して、かぎ爪を空振りさせていく。ガンランスは構えている間はどうしても動きが鈍くなるので、わずかでも判断が遅れたら直撃を受けていたところだった。

「いったん下がれ」

　回復薬を使わせる余裕を与えるために、今度はトゥークが前に出る。ドスジャギィの正面、腹を狙う。

　だが、大きく振りかぶった一撃はうしろに跳躍されてかわされ、一気に距離が開かれる。

「あんな動きもできるのか!?」

　ドスジャギィの力は底知れない。モンスター図鑑に記述漏もれがあるのも無理はないとトゥークは思った。

「ちくしょう、来やがれってんだっ」

　狩りは長引くかもしれない。じりじりとした焦あせりがこみ上げる。懐に潜り込んで的確に打撃を与えてはいるものの、追い打ちをかけようとするとドスジャギィも粘ねばり強く尻尾で反撃をしてくる。盾で受けるが無傷とはいかず、回復薬の消耗も激しくなっていた。

　トゥークの持っている残りはあと二ふた瓶びんしかない。フブキも、激しく体をひねるドスジャギィの懐になかなか潜り込めないようだ。

「私がやります」

　再び入れ替わったティカルが腰だめにユクモノ銃槍を構え、横を向いたドスジャギィの腹に先端をあてがう。銃じゆう把はを絞しぼっていくにつれ、銃口に青白い光が集しゆう束そくし始めた。

　このとき、ティカルは無防備の状態になる。

　ドスジャギィの尾がぴくりと動くのをトゥークは見た。飲み干した回復薬の瓶を放り捨てて飛び出すと、ティカル目がけて尾が振るわれるより早くドスジャギィの脇腹目がけて斬りつける。

　ドスジャギィの首がこちらを向き、注意が逸れたその瞬間、ティカルは引き金を絞り込んだ。

　まばゆい閃光。

　集束した熱量が一気にユクモノ銃槍から放出され、ドスジャギィの腹部を直撃する。
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　オォォォォォ――ォン。オォォォォォ――ォン。

　空気の焦こげる匂いと狗竜の雄お叫たけび。トゥークもちりちりとした感覚が体中を這はいまわる。

　竜りゆう撃げき砲ほう。ガンランス使いの切り札で、モンスターのブレスを応用したとされる威い力りよくは絶大だった。

　だが、それでもドスジャギィは倒れない。

「すごいです」

　ティカルがつぶやく。手にしたユクモノ銃槍からは白い煙が上がっていた。竜撃砲は威力は強いが連射が利きかない。発射によって銃身が灼やけてしまうため、外部に熱を放出しない限り使えないのだ。

「後退しろ」

　竜撃砲は斬れ味も著いちじるしく鈍らせる。トゥークはティカルを下がらせるとセクトセロを構えた。

　すると、ドスジャギィはそれ以上の痛手を嫌うように後退していく。

「ひるんだのか？」

　だとしたら勝しよう機きはある。淡あわい期待が胸の底に高まりかけたが、すぐにそれは押しつぶされた。ドスジャギィは首を高く空に掲げると、長く尾を引く叫び声を上げ始めたのだ。

「また仲間を呼びやがった」

　たちまちジャギィの新手が姿を現し、群れの長おさを守ろうと迫ってくる。

　本能なのか、それとも彼らの意志なのか。トゥークにわかるはずもなかったが、はっきりしているのはジャギィは長の命令にどこまでも忠ちゆう実じつだということだ。

　しぶとくまとわりつくジャギィたちをどうにか撃げき退たいしたときには、ドスジャギィは姿を消していた。

「……また逃がしたか」

　思わず出かけた吐と息いきを呑のみ込んで、きゅっとくちびるを嚙みしめる。

　これでは堂どう々どう巡めぐりできりがない。このあたりでなにか決め手が欲しかった。押しているように見えても内ない実じつはいっぱいいっぱいだ。決めるべきときに決めきれないと、モンスターは巣に戻って体力を回復してしまう。

　そうなると、優位な状況がひっくり返る可能性も否定できない。

　あれを見つけることさえできれば、生肉を調合して計画を実行できるのだが。

「だけど、いったいどこにあるんだ」

　トゥークが独りごちたとき、姿を消していたキミドリがひょっこり現れた。

「ニャ～。たいへんだったニャア」

「お前どこ行ってたんだよ。少しは手伝え」

「ボクはそういうの苦手なのニャ～」

　のんびりと前脚で顔をこすりながらキミドリが言う。なんとなく腹が立って、もう一言くらい言い返してやろうかと思ったとき、キミドリの下げているポーチから顔を出しているものに気がついた。

「なんだそれは」

「あそこで見つけたんニャ。偉えらいでしょボク。もっと誉ほめてくださいニャ」

　キミドリが差し出したのは特産キノコだった。小指ほどの小さなキノコで独特の風ふう味みが評ひよう判ばんだが、重要なのはそこではない。

「このあたりにキノコの群ぐん生せい地ちがあるのか？」

「ニャ」

「案内してくれ！」

　うなずくキミドリの腕を引っ張る。もしかしたら捜し物が見つかるかもしれない。

　トゥークの期待が伝わったのか、キミドリはぴょんと宙ちゆう返がえりした。

「ボク、お役に立てたかニャ？」

「立った立った。偉いぞキミドリ」

　頭を撫なでると嬉しそうにヒゲを震わせて目を細める。キミドリを預けてくれたカルッタスは大したおっさんだなとふと思った。

　まさか、最初からこうなることを見越していたのか。

「さすがにそれはないよなぁ」

　トゥークは軽く首を振る。

　だが、キミドリのおかげで狩りの糸口が捕まえられたのは事実だった。キミドリといいフブキといい、オトモは二匹とも頼りになる。

　もちろんティカルの活かつ躍やくも光っていた。心強い仲間に恵まれて本当にありがたいと、トゥークは心の中で感謝していた。




　　　　[image: ][image: ][image: ]




　ペイントボールの臭いをたどっていくとエリア９に着いた。左手に吊つり橋ばしが掛かっている平へい坦たんな場所で、正面奥に地を這うようにぽっかりと口を開けた洞どう窟くつがある。

「こっちで合っていますか？」

　ティカルは洞窟の手前で立ち止まると、トゥークに確認を求めてきた。

「間違いない。臭いはこの中からただよってくる」

　地図によるとこの先の洞窟はエリア８と記されていた。

「俺が先に行く。十数えたら追いかけてきてくれ」

　ティカルに後方を警戒させつつ、トゥークは洞窟に足を踏み入れる。

　ここはどうやら山肌をくり抜いてできた天然の鍾しよう乳にゆう洞どうらしく、天てん井じようからは巨大な石せき筍じゆんが何本も垂れ下がっていた。どこかに穴が開いているのか、頭上から明るい光が差し込んでいる。それが壁を照らすことで、全体が黄おう金ごん色いろに輝いていた。

　だが、景色に見とれている場合ではない。中に入ったとたんに鼻をつく臭いが気になった。

「ここはジャギィの巣か」

　ティカルたちが追いつくのを待って、慎しん重ちように奥へと進んでいく。

「いた」

　天井と床とを結ぶ石せき柱ちゆうの向こうにちらつく影。

　ゆっくりと首をもたげながら身構える紫色と赤色を視界に捉とらえる。

　ドスジャギィ。とうとうここまで追いつめた。

「やるぞ」

　トゥークとフブキが左右に散る。ティカルはその場で援護。引き金が絞られるたびにターン、ターンと銃声が洞窟内に反響し、まわりのジャギィたちが狩られていく。

　ティカルに気づいたドスジャギィが突進しようとするのを、柱の陰かげから飛び出したトゥークが注意を逸らす。

　ドスジャギィの脚元を狙ってセクトセロを叩きつけると、狗竜はオレンジ色の目を血走らせながらこっちを向いた。

　すかさずトゥークは後退する。無理はせず、連撃のために立ち止まったりはしない。代わりにフブキと連携しつつ、交互に一いち撃げき離り脱だつを繰り返してセクトセロを振るう手は休めなかった。

　そうして狗竜を翻弄しているうちに、トゥークが待ち望んでいた事態が起きた。

　ふっ、ふっ、ふっ。

　荒い息づかい。絶え間ない活動で消耗したのか、ドスジャギィの口から再びよだれがしたたり落ちたのだ。

　重たげに首を前へと垂らし、その動きも目立って落ちる。

「今だっ」

　考えるよりも早く、トゥークは携帯ポーチに手をやっていた。用意していた物を取り出すと、ドスジャギィ目がけて投げつける。

　毒生肉。

　生肉に毒テングダケを調合した罠肉のひとつだ。

　さっきの休息中にひらめいたのだ。ドスジャギィがシビレ生肉に手を出さなかったのは、腹が減っていなかったからではないか。

　だが今は消耗が激しい。失った体力を回復したいと思っても不自然ではないはずだ。

　モンスター図鑑に記されていた『特定の状況下』。トゥークはこれがそうだと信じ、素材となる毒テングダケを探していた。そしてキミドリのおかげで見つけられたのだ。

「食べろ。食べちまえ」

　予想は的中した。足元に放り投げられた毒生肉に気づくと、ドスジャギィはためらうことなく食いついたのだ。

「やっぱりそうかっ」

　一いつ心しん不ふ乱らんに毒生肉を食べ漁あさっていたドスジャギィだったが、とまどうように首をもたげると、ゆらゆらと体を左右に揺らし始める。

　食いちぎった肉を口から吐き出し、体を柱にぶつけてのたうった。鍾乳石が粉ふん砕さいされ、破は片へんが天井から降り落ちてくる。

「効いてるぞ」

「師匠っ」

「わかってる」

　ここが勝負のときだった。トゥークは最後の回復薬を飲み干すと、長い狩りに決着をつけるべく突進する。

　ジャギィたちを一掃したティカルとフブキも加わった。全員でドスジャギィを取り囲むと、頭に、胴体に、尾に全力でセクトセロを、ユクモノ銃槍を、アイアンネコソードを叩きつける。

「うぉぉぉぉっ」

　もう斬れ味も構っていられなかった。たとえ刃こぼれしようとも、ここで決めてしまうしかない。

　セクトセロを一振りするごとにドスジャギィの鱗が舞い、周囲の空気を錆さびの味へと変えていく。金色の洞窟が赤いまだら模様に染まっていく。

　鈍い、なにかが破ける音がした。己の強大さを誇こ示じするように広げられていたドスジャギィのエリマキが、だらりと首の回りに垂れ下がる。

　ウォォォォォン。

　ドスジャギィは短く鳴くと、ティカルめがけてぶつかってきた。毒が回って動きが鈍くなったはずなのに、思いがけない素早い動きだ。

　竜撃砲の発射準備を整えていたティカルは意い表ひようをつかれた。ガードの余裕もなく吹っ飛ばされる。ゴム鞠まりのように転がる姿が、失敗した前回の狩りの光景と重なった。

「ティカル！」

　ドスジャギィは強靭な後脚でティカルを蹂じゆう躙りんしようとする。トゥークはとっさに割って入った。

「こいつ」

　毒に苦しんでいたはずなのに、そんな様子は微み塵じんもない。モンスターは体内に入りこんだ毒素を特殊な酵こう素そで分解するらしいと図鑑で読んだ記憶があるが、これほど迅じん速そくだとは思わなかった。

「やっぱり最後は気力勝負しかないってことか」

　すでに砥石も使い果たした。セクトセロの刃は鈍り、それを持つ握あく力りよくは落ちてきている。長時間続いた狩りのため、体力が限界に達しつつある。

　一方、ドスジャギィも無傷ではない。すでに相当の打撃を与えているはずだ。エリマキは引き裂かれた毛布のように傷つき破れ、鱗も何枚も剝はがれ落おちている。

　それでも自分こそが渓けい流りゆうの王者だと誇示するかのように二本の脚で力強く立ち、トゥークを睨みつけていた。

　これが鳥竜種ドスジャギィ。狗竜と呼ばれるモンスターの矜きよう持じなのか。

　どちらが先に相手にダメージを与えられるか。

　勝負はもうあと一撃で決まる。

「うぉぉぉぉぉぉっ」

　雄叫びをあげながら一気に詰める。ドスジャギィも呼応するように突進してきた。

　両者が交錯し、すれ違う一瞬、光が走った。

　それはセクトセロの光こう芒ぼう。

　駆け抜けたトゥークの背中にひときわ大きな咆ほう哮こうが響き渡る。一拍遅れて巨大な体が崩れ落ちる音と一陣の風が吹く。

　振り返ると、ドスジャギィは地に伏していた。その巨体は二度と動かない。

「やった……のか」

　狩りを達成したと理解したとたん、全身から力が抜けていく。

　膝を折ってへたり込みそうになるのを懸けん命めいにこらえた。全力を尽くして斃たおれたモンスターの前で、無様な姿は許されないと思ったからだ。

「師匠っ」

　ティカルが胸を押さえながらやってくる。

「怪我はないか」

「平気です」

　横たわるドスジャギィの前で、ティカルはユクモノ銃槍を胸に当てて黙もく禱とうをした。

　トゥークもそれに倣ならう。そしてこの厳しかった狩りと、そこで得られた多くの教訓を心の中で反はん芻すうした。

「よし。じゃあ最後にやることやるぞ」

　懐から剝ぎ取り用ナイフを取り出す。狩ったモンスターから採れた素材は、ハンターだけでなく村人の生活に欠かせない道具へと姿を変えるのだ。自然に生きる命をあまねく無駄にしないのが、ハンターとしての礼れい儀ぎなのだ。

　同時に、狩りを達成したことの、ハンターズギルドへの証しよう拠こにもなる。

　トゥークは、ハンターなら誰もが持っている専用の剝ぎ取りナイフを使ってドスジャギィを器用に剝ぎ取りしていった。

　そうして狗竜の爪と鳴き袋を手に入れる。鉤かぎ状じように曲がった鋭い爪はトゥークの人差し指ほどもあり、ずっしりとした手応えがモンスターの強大さを改めて感じさせた。

「師匠」

　ティカルが手招きをする。手のひらの上には、トゥークが剝ぎ取ったのと同じ狗竜の爪が載っていた。

「やりましたね。私たち」

「おう」

　ふたりは狗竜の爪を握りしめると、こぶしを軽く打ち合わせて笑い合う。

『師匠』としての初めての狩猟が無事終わったことに、トゥークは疲労以上の安堵を覚えた。

　俺はやれる。きちんと準備さえしていればやれるんだ――。

　ユクモ村を訪れるはずだった凄すご腕うでのハンターに、自分がおよばないのはわかっている。それでも、村人が望む結果を出せたのだから、彼らが理想としているハンターに少しでも近づけたのではないかと思うのだ。

　そんなトゥークの横顔を、フブキは黙って見つめていた。

　その目の奥にはドスジャギィ狩りの採点をしているような光が輝いていて、トゥークは少しだけ居心地悪く思っていた。







　第四章　狩人の休息







『ドスジャギィは疲労状態になると体力を回復するために罠肉に誘われる習性がある。筆者が実地で観測したのは毒生肉だが、おそらくシビレ生肉、眠り生肉も有効だろうと推察される。これが狗竜上科に共通する傾向なのかどうかはドスバギィに関する研究を待たねばならないが、そう遠くないうちに筆者は氷原に赴き、実際に確認してみる覚悟である』

　

　トゥークはペンを置くと、書き終えた紙を手に取った。

「こんなもんか」

　机から離れ、ベッドに仰あお向むけに寝転がる。窓から差し込む陽ひの光に紙を透かして、自分の文章を黙もく読どくする。

「ちょっと硬かたすぎるかな。だけど、これくらいの方がなんだか偉えらそうに見えるし。ま、いいだろ」

　ユクモ村に戻ってきてからしばらく経たったある日のこと。トゥークは狩りの疲れを癒いやしつつ、狩り場で得た経験を記録していた。

　手元に置いたモンスター図ず鑑かんを引き寄せてぱらぱらめくると、ドスジャギィのように詳細に記き載さいされているモンスターもいれば、名前と想像図だけでほとんど空白のままのページもあった。

　ハンターを志こころざしたとき、父親の作業机から持ち出したモンスター図鑑。この白いページに自分の経験を書き足して未完の本を完成させるのが、これまで誰にも話したことのない秘ひそかな目的だった。

「師匠、いらっしゃいますか～」

　家の外からティカルの呼ぶ声がする。狩りを終えたばかりでも、朝はいつもと変わらず早いのだ。

　トゥークは図鑑を閉じて本ほん棚だなにしまうと、ひとつ伸びをしてから玄げん関かんの扉を開けた。

「おはようございますっ」

　待ちかねたようにティカルが挨あい拶さつしてくる。

「いつもと変わらず元気だな」

「それが私の取とり柄えですから。笑顔なら自信がありますよぉ」

　ふふんと誇ほこらしげに笑うティカルに、トゥークも負けずに言い返す。

「俺だって狩りには自信があるぜ」

　ドスジャギィの狩しゆ猟りようを成功させ、トゥークはいい知れない満足感に包まれていた。力を尽つくしてやり遂とげたことで、村の安全も守れたのだ。

　その事実が自信を与えてくれていた。今までは自分の力がどこまで通用するかわからなかったが、確かな準備とちょっとの勇気さえあれば、俺はもっと先まで行けるかもしれない。そう思えるようになっていた。

　ティカルと連れだってユクモ農場にやってきたトゥークは、そこにオトモの姿を見つけて驚いた。

　フブキとキミドリが、畑の隅すみの日だまりで気持ちよさそうに寝そべっていたのだ。

「なにしてるんだこんなところで」

「……」

　フブキは答えない。面めん倒どうくさそうにじろりとトゥークを一いち瞥べつしたきりで、体を丸めて毛け繕づくろいを始める。

「おーい」

「……」

　ひどく気まずい。

　もともと無口なフブキだが、一緒に狩りをした仲ではないか。もうちょっと懐なついてくれてもいいだろう。

　モヤモヤした気持ちを抱えながらティカルを見ると、キミドリを抱きながら土ど手ての斜しや面めんをごろごろ転がっていた。

「わーい、キミドリちゃんだ。元気だった？」

「はいニャ」

「そっか。うん。元気なのが一番だよね」

「おいティカル」

　服が草汁まみれになるのも構わず、オトモと戯たわむれるティカルに耳打ちをする。

「こいつらが、どうしてここにいるのか訊きいてくれ」

「はい。構いませんけど？」

　なぜ自分で訊かないのかと怪け訝げんな顔をされてしまう。まさかフブキに無視されたからとは言えなかった。

「キミドリちゃん。どうしてキミたちがここにいるの？」

「カルッタスのおっちゃんに頼まれたニャ」

「カルッタスさんに？」

「はいニャ。おっちゃんは農場で修しゆ行ぎようを積んで、ティカルたちの手伝いをしてくれって言ってたニャ」

「修行？　手伝い？」

「ここには滝たきもある。崖がけもある。広くてたくさん走り回れる。実力をつけるのにもってこいニャ」

　ぼそりとフブキがつぶやいたとおり、農場の周囲にはオトモが鍛たん練れんを積むのに格かつ好こうなものがいくつもあった。滝に打たれたり、崖をよじ登ったり。そうしてオトモたちの力がつけば、狩りでさらに頼れる存在になるだろう。

「それは嬉うれしいけど、なんでカルッタスのおっさんがそんなことを頼むんだ？」

「貴き様さまが頼りないからニャ」

「た、頼りない……」

　心外だった。トゥークは不満を隠そうともせず顔をしかめる。

「狩猟はちゃんと達たつ成せいしたじゃないかよ」

「フン」

　フブキはそっけなくそっぽを向くと、トゥークなんぞに構っていられないとばかりにアイアンネコソードの素す振ぶりを始めた。

　ちなみにキミドリは四し肢しをだらんと伸ばして昼寝体勢に入っている。その様子は瞑めい想そうしているように見えなくもない。

「偉いですねぇフブキちゃんたち。これは私も負けていられません」

　ティカルはぐっと握にぎりこぶしを作ったが、

「それにしても、カルッタスさんって何者なんでしょう？」

「俺にもわからん」

　ただの温泉好きのおっさんとはだんだん思えなくなってきていた。農場の仕事が終わったら、会って問いつめてみようと心に決める。

　だがそれはあとのこと。畑仕事を終えてからだ。

「どうですかこれ。すごいですね私」

　ティカルは畑で採れた薬草を自じ慢まんする。ティカルが育てた薬草は、なぜかトゥークが水をやっているものよりも成長が早くて瑞みず々みずしい。

「効き目も保ほ証しよう付きですよ」

　額ひたいに汗を浮かべてティカルが笑う。泥まみれの顔がまぶしく見えた。

「そういう才能があったとは。人は見かけによらないものだなぁ」

「あ、師匠。それどういう意味ですか」

　ぶくっと頰ほほをふくらませる。

「畑仕事なんて細かい仕事は向いてないかと思ってた。なんつうかほら、おおざっぱだし」

「私ほど繊せん細さいで気が利く人はそういませんよ。この子だって毎日丹たん精せい込めて育てたんですから」

「前半部分は同意しかねるが、後半は確かにその通りだ」

　畑で採れた他の作物と一緒に、ティカルの薬草も市場に持って行って売ることにした。すると農場を出たとたん、さっそく何人もの村人が目を丸くして近寄ってきた。

「こりゃすごい。ハンター様が育てたのかい？」

　村人はティカルが抱えている、通常よりも遥はるかに成長した薬草を指さす。

「俺じゃなくて、ティカルだよ」

「ほほう。嬢じようちゃんなかなかやるじゃないか。こんなに見事な薬草は初めてだよ」

　みんながティカルを誉ほめるので、自分のことのように嬉しくなる。だから思わず自慢が口をついて出た。

「ティカルは世界で一番畑仕事が得意なハンターなんだ！」

「し、師匠。それは言い過ぎですよ」

　頰を染めるティカルだったが、まわりの村人は大盛り上がりだ。

「そりゃすごい。今度はウチの畑も見てやってくれ」

「ウチのも頼むよ」

「そういえば、ドスジャギィを狩ってくれたんだってな。スオウが感謝しとったぞ」

「どうだね。今夜も一杯」

　話が酒盛りへと流れていきそうになったので、トゥークはあわてて首を振る。

「俺たちはハンターとして当然のことをしただけだ。礼を言われるにはおよばない」

　謙けん虚きよに答えながらも、心の中では村人たちの賞しよう賛さんの声を聞いていると、自分は必要とされているのだと実感する。それが純じゆん粋すいに嬉しい。

　すると、逆におおぅと感心されてしまう。

「さすがハンター様。どこまでも謙虚な御お方かたじゃのう」

「あんたがたは村の宝だよ」

「ほんとにもう、ありがたいありがたい」

　トゥークは、口々に賞賛の言葉を浴びせかけてくる村人たちに背中を叩たたかれたり髪をくしゃくしゃにされた。

　ひとしきり騒ぎがあったあと、村人のひとりが真顔に戻って言った。

「そういえば、あんたらが狩りに行っとるうちにおかしな噂うわさを耳にしたぞ」

「奇妙な噂？」

「最近、渓けい流りゆうの奥で青白い稲いな妻ずまを見たモンがおるそうだ。ひょっとして新種のモンスターかって噂なんだが、知らないか？」

「なんだそれ。初耳だぞ」

　ティカルに目をやったが、彼女も首を横に振っている。

「俺らが渓流に行ったときには、そんなものは見なかったけどな」

「そうか。だったらわしらの勘かん違ちがいかもしれんな。気にせんでくれ」

　村人は申し訳なさそうに笑ったが、市場を去ってからも胸の奥になんとなく収まりの悪い気持ちが残った。ドスジャギィ狩りからしばらく経つが、また新たなモンスターが現れて根ね城じろにしたのだろうか。

「稲妻……か」

　あとでモンスター図鑑を調べてみよう。トゥークは思った。

　気分を入れ換え、ひとっ風ぷ呂ろ浴あびないかとティカルを誘う。

　けれどもティカルは加か工こう屋やに用があると言って途中で別れた。なんでもドスジャギィ狩りで得た報ほう酬しゆうで、武器の強化を頼んだらしい。

「ユクモノ銃じゆう槍そう改かい。どんな出来映えなのか楽しみです」

　踊るように走っていくティカルのうしろ姿を見送ってから、仕方がない、ひとりで入ろうとユクモ温泉に向かう。

「これは、これはトゥーク様」

　番ばん台だいアイルーともすっかり顔なじみになっていた。服を着替えてから温泉に入ろうとすると、そこにはすでに先客がいた。カルッタスだ。

「よう」

　軽く挨拶をしてから、聞きたいことがあったのを思い出す。

「フブキたちがウチの農場で訓練したいとか言ってるんだが、あれはおっさんの差し金なのか？」

「アタシが？　とんでもない。それは誤ご解かいというものです」

　カルッタスは顎あご髭ひげを撫なでながらしかめ面する。

「あの子たちは自分がしたいからしているだけですよ。そもそもオトモにあれこれ命令できるわけないじゃないですか。人間とアイルー族はあくまでも対等の関係なんですから」

「そうだよな」

「つまりあれです。キミドリたちはどうやらアンタが気に入っちゃったらしいんですな。アンタの頑張りにぜび自分らも協力したいと。それで次の狩りまでに実力を高めておこうというわけなんでしょう。これもハンターとしての人じん望ぼうがなせる業わざというかなんというか」

「人望か。なるほど」

　カルッタスの弁べん舌ぜつに、トゥークはつい乗せられてしまう。

「やっぱ俺って、そんなに人気あるのかな」

「それはもう。ユクモ村での人気ハンターランキングナンバーワンです」

「ほんとに!?」

「当然です」

　カルッタスは大きくうなずく。

「これまでユクモ村に腰こしを落ち着けてくれるハンターはいなかったんですよ。村がモンスターに脅かされたときは、たまたま立ち寄ったハンターに狩りの依頼をしていたそうですが、いずれ彼らは去っていく。そうなるとやはり不安がこみあげてくる。いつまたモンスターが現れるかわからない。困った。どうしよう。そこに颯さつ爽そうとアンタが現れた」

「……」

「村長さんも言ってました。アンタは村の希望の星だと」

「希望の星。俺が」

　トゥークはじっと手を見る。

「だけど、フブキは俺のことをなんかまだ信用しきっていない気がするんだよな」

　あの透きとおった蒼あおい目で睨にらまれると、教官に試験を採さい点てんされているような気持ちになって、どうにも背中がむずむずする。

「頼りないってはっきり言われたしな」

「フブキは気むずかしいところがありまして、気に入らないハンターとは絶対に一緒に行動しません。だから文句を言いながらもつき合っているってことは、まあまあ合格点ってところじゃないんですかね」

「まあまあかよ」

　どうせならちゃんと信頼されて、きっちり仲間になりたいと思うのだが、フブキから見たらトゥークはまだまだ半人前ということなのだろうか。

「いや。俺はひとりでだってやってみせる」

「そうですとも。アンタならできますって」

　調子よくカルッタスがあいづちを打つ。

「アタシが太たい鼓こ判ばんを押しましょう。あ、アタシなんかの太鼓判じゃ信しん憑ぴよう性せいがないですかねぇ。ま、そこはご愛あい敬きようでってことで」

　緊張感のないカルッタスの笑い声を聞いているうちに、強こわばっていた肩の力が抜けていった。鼻の下まで湯船につかって目を閉じる。

　狩猟から戻ってきても、まだ噂のベテランハンターは訪れていなかった。ドスジャギィを狩る前は、そのハンターが来るまでの間だけ黙だまっていようと思っていたのだが、このまま姿を現さないようなら、いっそ勘違いされたままでもいいかもしれない。

　トゥークはユクモ村が好きだった。みんなの親切に応こたえたいし、ティカルの問題も解決したい。たくさんのモンスターに出会いたくてナギの村を旅立ったのだから、ここに腰を据すえる覚悟はとっくにできているのだ。

「見てろよ」

　つらつら考えながら覚かく悟ごを決めているうちに、なんだか頭がぽうっとしてきた。

「おや、どうしました」

　ぐるぐる天てん井じようがまわる。

「こりゃいけない。のぼせてますな完全に」

　カルッタスがなにか言っているがよくわからない。

　いいきもちだなー。

「誰か水っ。それと担たん架かをお願いします」

　周囲の騒そう動どうを子守歌代わりに、トゥークは湯船に沈ちん没ぼつした。
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　気がつくと心地のいい毛布にくるまれていた。

「あ、動いた」

　誰かの声にまぶたを開けると、見覚えのある天井とティカルの顔が浮かび上がった。

「ここは……」

　毛布を払って上体を起こす。間違いない。自分の家だ。

「温泉で溺おぼれたって聞いてびっくりしました。湯あたりするまで我慢するって、どんな修行をしたんですかっ」

　ティカルはまぶたに浮かんだ涙を払う。

「カルッタスさんが運んできてくれたんです。私てっきりもうダメかと」

　ティカルが渡してくれた氷ひよう嚢のうを頭に載せながら、ふと室内を見回すと見覚えのない物がたくさん置かれていた。

　花か瓶びんに生けられたスイセンとか、泥が付いたままの取れたてのジャガイモとか、香こうばしい湯気が立っているこんがり肉とか。

「村の人たちがお見舞いを持ってきてくれたんです」

「……すばやいな。どっから情報が漏もれたんだ。どうせカルッタスのおっさんが大げさに吹ふい聴ちようしてまわったんだろ」

「そんなこと言っちゃダメですよ。いくら師匠でも怒りますから」

「うるさいな」

　ベッドに横になって毛布にくるまる。ティカルに叱しかられるまでもなく、村人たちが本当に心配してくれているのはわかっていた。

「反省したなら、師匠にいいものあげましょう」

　いったん出ていったティカルが、木の器うつわに盛ったなにかを手に戻ってくる。それはアツアツのお粥かゆだった。細かく刻んだ薬草を湯気を立てているお粥にまぜ、採れたてのユクモ温泉たまごでとじている。

「私特製、薬やく草そう粥がゆです。疲れが一気に吹き飛びますよ」

　にっこり笑ってトゥークに差し出す。

「お前、料理なんかできたのか？」

「ふっふっふ。感想は食べたあとでゆっくりうかがいますよ」

　自信たっぷりなティカルの態度にうさんくさい物を感じつつ、木の匙さじでお粥をすくって口に運ぶ。

　とたんに口の中に至し福ふくの味が広がる。

「旨うまいっ！」

「もっと誉めてくれていいんですよ」

　ティカルの言葉なんて耳に入っていなかった。むさぼるように残りのお粥を平たいらげる。

　絶ぜつ妙みようの火加減で炊たかれた米は一粒一粒が味わい深く、薬草の辛からみがほどよく絡からみ合ってトゥークの食欲を増ぞう進しんさせた。そしてユクモ温泉たまごのとろけるような味わい。アツアツのお粥を一口食べれば、それだけで幸せな気分になる。

「はふはふ。ふほほ」

　ひとりでに笑いが込み上げてきた。

　あっという間に平らげると、だるかった体がたちまち元気になっていた。しばらく無言で考え込んでいたトゥークは匙を置くと、真顔でティカルに向き直る。

「ティカル。決めたぞ」

「はい？」

「これを『ティカルのお粥』として大々的に売り出すんだ。ハンターの作った元気になるお粥だって言えば宣せん伝でん性せいもある。スオウに頼めば、ユクモ村だけじゃなくて近くの街や村とも交こう易えきできるかもしれない」

「ええと、お粥を運ぶのは難しいかと……」

「レシピと食材だけでいいんだよ。米と塩とたまご、それにお前が育てた薬草をつけるんだ。間違いなく評ひよう判ばんになるぞこれは。そしたら夢も叶かなうじゃないか」

「え？」

「わからないか。この薬草粥が噂になれば、お前の名前が両親の耳に届くかもしれないだろ」

「あ」

　ティカルは小さく息を呑のんだ。トゥークの話が飲み込めるにつれてかえって気持ちの整理がつかなくなってきたらしく、部屋の中をうろうろし始める。

「えっと、でも、そっか、ううん」

「まあ落ち着け」

　なだめるトゥーク自身も興奮していた。氷嚢を放ほうり投げると、ベッドから飛び跳ねるように起きあがる。

「こうしちゃいられない。さっそくスオウと話をつけてくる」

「あ、師匠」

「いいから、俺に全部任せておけって」

「はいっ」

　頰をリンゴみたいに真っ赤に染めて、大きく息を弾はずませるティカル。その嬉しそうな顔を見ていると、トゥークまで愉ゆ快かいな気分になってきた。

「待ってろよ。ティカル」

　トゥークは勢い込んで家を飛び出した。
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　トゥークは走った。長い石段を時とき折おり踏み外しそうになりながら、リンドウ屋に飛び込んでいく。

「スオウ！　スオウはいるかっ」

「スオウさんなら、村長さんに会いにいきましたよ」

　トゥークの勢いに驚いたのか、若い店員が半分逃げ腰で教えてくれる。

「村長さんだと？」

「はい。いつものところでお茶を飲んでると思いますが」

「ありがとよっ」

　滞たい在ざい時じ間かんわずか数秒。入ってきたのと同じ速度で飛び出した。いつものところというのはつまりあそこだ。長なが椅い子すに毛もう氈せんが敷しかれている、村長お気に入りの場所。

「スオウっ」

　予想的中。村長と茶飲み話をしていたらしいスオウは、いきなりトゥークに叫ばれて、手にした茶ちや碗わんを落としそうになる。

「危ないな。この茶碗高た価かいんだぞ。それにまだ中身が入ってる」

「んなことはどうでもいいんだよ。貸せ」

　スオウから茶碗をひったくると、喉のどが渇かわいていたトゥークは一気に飲みほした。

「ぶほっ」

　このお茶が苦手なことを忘れていた……。濃のう厚こうな渋しぶ味みが喉の奥から鼻へと抜けて、トゥークはしばし悶もん絶ぜつする。

「あらあら。ふふふ」

　この騒ぎを目にしても、村長はいつも通りだ。咳せき込こみながら喉を押さえるトゥークに、微笑ほほえみながら新しいお茶を淹いれてくれる。

「気付けにもう一杯いかがですか？」

「けっこうですっ」

　涙を浮かべながらそれでもどうにか立ち直ると、トゥークはスオウに熱く語った。

　ティカルの薬草粥が素す晴ばらしく旨いこと。スオウの力で販はん路ろを作ってほしいこと。ティカルの事情も差し支えない程度に言葉を選んで話す。

「なるほど。そういうことなら、こちらとしても協力したい」

　説明を終えると、スオウはすぐに了りよう承しようした。

「ユクモ村にとってもアンタたちにとっても、わしらにとってもいい話だ。みんなが幸せになれるのだから、この話はぜひとも進めたい」

　だが。と断って、スオウの表情が微妙に翳かげった。

「残念ながら、ひとつ問題がある」

「問題？」

「いま村長さんとも話していたのだが、どうやら渓流にまたモンスターが現れたらしいんだよ」

「なんだって!?」

　市場で耳にした噂話が脳のう裏りをよぎった。

「それって、謎なぞの稲妻モンスター？」

「いや、正体はわかっているんだ」

「なんだ。そうなのか」

　正体がわかっていると聞いて拍ひよう子し抜けしかけたが、スオウの話の続きを聞いて深しん刻こくさが一気に増した。そのモンスターのおかげで再び交こう易えき路ろが遮しや断だんされ、隣村への移動が困難になっているというのだ。

「この前ドスジャギィを狩ったばかりなのにか？」

「うむ。どうやらモンスターの動きが活発になっているらしい。この地方全般で目撃情報が増えているんだ」

　モンスターの生せい態たいは未いまだその多くが謎に包まれている。しばらく姿を見せない時期もあれば、スオウの言うように活動期ともいえる時期もあった。その因いん果が関かん係けいは不明なままだ。

「とにかくモンスターをなんとかしないと、薬草粥どころじゃないってわけだ」

「なら俺が狩る」

　トゥークは即答した。

　村のため。ティカルのため。俺がやってみせるしかない。ドスジャギィに初めて遭あったときのような無ぶ様ざまな真ま似ねはしない。みんなが期待するハンターになってみせる。

「任せてくれますよね。村長さん」

「そういうことでしたら、ぜひともお願いいたしますわ」

　トゥークを気遣う表情を見せつつも、村長が感謝しているのははっきりわかった。

　了解を得たトゥークはスオウに向き直る。

「で、そのモンスターってのはなんなんだ」

「うむ」

「もったいつけずに言いやがれ」

　腕組みをしたスオウはひとつ呼吸を整えてから、溜ため込こんだ息を一気に吐き出すようにつぶやいた。

「アオアシラだ」







　第五章　青熊獣の衝撃







『アオアシラ。牙獣種に属し、その体毛の色合いから青熊獣とも称される。主食はハチミツと推定され、それを求めて縄張り内を四脚歩行で徘徊する姿が目撃されている』

　

　渓けい流りゆうを再訪したトゥークは、拠点ベースキヤンプでモンスター図ず鑑かんを最終確認していた。

「やっぱり、たいした情報は書かれていないな」

　アオアシラはユクモ地方に多く棲せい息そくしているモンスターのようで、他の地方での目撃情報は極きよく端たんに少なくなっていた。トゥークの生まれ育ったナギの村でも青せい熊ゆう獣じゆうに関する記録は見当たらず、いきおいモンスター図鑑の記述もドスジャギィに比べて遥はるかに少ない。

「出たとこ勝負ということか」

　トゥークはページを閉じると、モンスター図鑑を仮眠用のベッドの上に放ほうり投げた。重くてかさばるため拠点に置いていくしかないのだ。

　今回もオトモ二匹が同行を申し出てくれた。連れん携けいが取れてきたティカルも一緒のことだし、今回はふたりだけで大丈夫だとトゥークはいったん断ったのだが、オトモたちはなかば強引にくっついてきたのだ。

　フブキは相変わらず無言でアイアンネコソードをちらつかせ、キミドリはティカルにくっついたまま離れない。

　そんなオトモたちを見ながら、トゥークは頰ほほを叩たたいて気合いを入れる。

「よし、アオアシラ、狩るぞ。絶対に狩るぞ」

「師匠。装そう備びの確認、終了しました」

　狩りに持って行く装備をひとつひとつ調べて携帯ポーチに移し替えていたティカルが報告をした。

「砥と石いし。ペイントボール。携けい帯たい食しよく料りよう。回かい復ふく薬やく。すべて問題ありません」

「地図は持ったか？」

「あ、すみません。忘れました」

「たるんでるぞ。ぼんやりしてると置いていくからな」

　さっとティカルの顔が青ざめる。

「申し訳ありません。不ふ肖しようティカル、海より深く反省します」

「反省はいいから早く取ってこい」

　支給品ボックスへと走らせる。ハンターズギルドの地図はチーム全員に行き渡る数だけ用意されているので、ひとり一枚持つのが基本だ。トゥークが持っているだけでは分散行動に支し障しようをきたす場合がある。

「取ってきました」

「よし、じゃあ行くぞ」

　セクトセロの斬きれ味を確認してから腰こしに納おさめる。そうして拠点を出発しようとしたとき、フブキが物問いたげにトゥークを見た。

「どうした？」

「……」

　フブキはなにも言わない。ただトゥークの心の内を見み透すかそうとするかのように、蒼あおい瞳ひとみを光らせている。

　トゥークはその視線が苦手だった。一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを監視されているようで、どうにも気になって仕方がないのだ。

　ここに来るまでの道中、なぜそんなことをするのか何度かフブキに訊たずねてみたものの、ずっと無言を貫かれている。

　ひょっとして俺のことが嫌いなのか？　そう疑ったことも何度かあった。もしや正体を見抜かれているのではないだろうか。村人の信じているような一流ハンターなんかではなく、まだまだ至いたらないところのあるハンターだということにフブキは勘かんづいていて、トゥークが噓うそをついていることを苦々しく思っているのかもしれない。

　それが今ひとつ信しん頼らいされきっていないと感じる原因なのだろうか。

　だけど、俺だって実力のあるハンターを目指して頑張ってきたんだ。このアオアシラ狩りで今度こそフブキの疑念を払ふつ拭しよくしてみせる。

「出発する」

　フブキから視線を逸そらすようにして歩き始める。そのトゥークの背中に声がかかった。

「ここでしておくことはないのかニャ」

　トゥークは立ち止まって振り返る。

　ざっと頭を巡らしたが、アオアシラを狩ることしか思いつかなかった。

「今やるべきことは、アオアシラの痕こん跡せきを見つけるために少しでも早く狩り場に向かうことだ」

「……ならいいニャ」

「なにか意見があるのか？　だったら遠えん慮りよなく言ってくれ」

「……」

　けれども、もうフブキはなにも言わない。口をつぐむと、トゥークを追い抜いて先頭に立つ。

「待てよ。ったく、なんだってんだ」

　舌打ちをして追いかけ、そのうしろをティカルとキミドリが続く。

　謎なぞめいたフブキの態度に、ひょっとしてなにか間違っているのではないかという不安が込み上げてきたが、トゥークは懸けん命めいにそれを押し殺しつつ歩き続けた。

　拠点を出ると、道は次第に下り坂になっていく。深い渓けい谷こくに呑のみ込まれるように緑の木々の中を下っていくと、エリア１と呼ばれる谷底に出た。

　このあたりは比ひ較かく的てき安全なことは、ドスジャギィの狩りで経験済みだった。穏おだやかな気質のガーグァが暢のん気きに草を食はんでいる。

　ここから渓流の奥へと進むルートは二本あった。ひとつはこのまま滝たきから流れ落ちる川に沿うようにして、放ほう棄きされた集しゆう落らくがあるエリア４へと向かう道。もうひとつは滝を横切って再び山道を登っていき、渓流を見下ろす高台へと出る道だ。

「どっちに進みますか」

　ティカルが訊ねてくる。

　先を進んでいたフブキも足を止めた。小さく首を傾かしげながら、トゥークの返事を待っている。

「む」

　トゥークはひとつ唸うなって腕を組んだ。

　アオアシラがどこにいるのかという確かく証しようはない。

　ドスジャギィと違い、群れをなすこともないので見つけにくい。単独行動をしているので、ジャギィを見つければ近くにドスジャギィもいるだろうという推すい測そくが成り立たないのだ。

　結局、ひとつひとつのエリアを地道に探たん索さくしていく以外に手はないと判断する。

「ドスジャギィのときと同じ道をたどってみよう。そっちのルートなら勝手もわかっているし、迷うこともないだろう」

　ティカルに伝えた後でフブキの方を見てしまう。なにか異い議ぎを唱となえられるかと思ったのだ。

　だが、フブキは特になにも言うことなくアイアンネコソードを肩に担かついで、トゥークの指示したとおりエリア４へと向かう道を進み始めた。

「なんなんだよ。いったい」

　なにも言われなかったら言われなかったでかえって気になってしまう。心にモヤモヤしたものを抱えながら、トゥークはフブキの背中を追いかけた。

　エリア４は、以前来たときとなにも変わってないように見えた。朽くち果はてた家か屋おくを見上げると、まるで時間が止まっているような錯さつ覚かくを覚える。

　ジャギィたちの姿はない。ドスジャギィがいなくなったことで、生せい息そく場所が微妙に変化したのかもしれなかった。

　代わりに見かけられたのはケルビと呼ばれる草そう食しよく種しゆだ。非常に敏びん捷しようで、後脚で跳ねるように移動をするが性格はおとなしい。雄の角には薬効があるとされており、村などでも珍ちん重ちようされていた。

「いないようだな」

　高い木は生えていないので視界は広い。ぐるっと見渡したが、大型モンスターの姿はなかった。

「このままここを突っ切ってエリア７に行くぞ」

　エリア７は初めてドスジャギィと遭そう遇ぐうした因いん縁ねんの場所だ。低てい湿しつ地ちで足場は悪く、羽虫が飛び回るあまり心地のよくない環境ではあるが、モンスターはそういった場所を好むのかもしれない。

「油断するなよ」

　仲間に声を掛けつつ、いっそう気を引き締めてエリア７へと足を踏み入れる。天然のガスが地下から漏もれているのか、水たまりに小さなあぶくが湧わいて出ていて、そこから腐くさった臭においがただよってくる。

　群ぐん生せいする葦あしの茂みを飛び交う雷らい光こう虫ちゆうや光ひかり蟲むしの、明めい滅めつする光が薄気味悪い。

「いませんね」

　ティカルがつぶやく。肩に担いでいるのはユクモノ銃じゆう槍そう改かい。見た目は以前と変わらないが、マカライト鉱こう石せきやユクモの木を素材として強化されていて、加工屋の爺じいさんの話では威い力りよくは三割り増しになっているらしい。

「いっそ早く出てきてほしいものだよな」

　モンスターを捜さがす間は、実際に狩りをしているときとはまた違った緊きん張ちよう感かんがある。張りつめた気持ちを緩ゆるめることができないので、時間の経けい過かと共に精神的な疲ひ労ろうが増していくのだ。

「ふぅ」

　トゥークはひとつ大きく息を吐き出した。

　ドスジャギィのときは、捜すまでもなくジャギィたちの方からまとわりついてきてそのまま狩りへとなだれ込んだものだったが、やはりひとつひとつの狩りは全く違うのだと実感する。

「どうした？」

　フブキが立ち止まっているのに気づいて声をかけてみる。よく見ると、フブキの足元には特とく産さんキノコが生えていた。

「ニャ～」

　キミドリがさっそく歓かん声せいを上げて飛びついた。前脚で器用に土をほじくり返し、特産キノコの採さい取しゆを始める。

「そういえば、ここで毒テングダケを採取したんだったな」

　ドスジャギィ狩りの際、生肉と調合して毒どく生なま肉にくを作った。キミドリがキノコの群生地を見つけてくれたおかげとも言える。

「今回も持って行きますか」

「そうだな」

　ティカルに訊きかれてトゥークはうなずく。

　モンスター図鑑にはアオアシラに罠わな肉にくが効くかどうかの記き述じゆつはなかった。それなら自分で確かめればいいと思ったのだが、あいにく採取できたのはニトロダケと特産キノコだけだった。

「こういうときもあるさ」

　狩り場でいつも必要な素材が手に入るとは限らない。だからこそ事前の準備は必要なのだ。

　しかし、その場では使い道がないと思われた物が、意外なところで役に立つことがあるのもまた事実だった。トゥークは採取したキノコを大切に携帯ポーチにしまいこむ。

「なんかのどかだニャ～」

　キノコの採取に満足したらしいキミドリが、ふわぁとあくびをする。

　思わず伝でん染せんしそうになって、トゥークは両手で頰を叩いた。

「油断するな。ここからが本番なんだ。気を引き締めろ」

　半分自分に言い聞かせながら、エリア６へと移動する。

　しばらく川に沿って歩いていくと、先頭を歩いていたフブキがぴたりと立ち止まった。

「どうした」

　トゥークの呼びかけを遮さえぎるように前脚を上げると、フブキはなにかの匂においを嗅かぐように鼻をひくつかせる。

　トゥークの耳も前方、右手の雑ぞう木き林ばやしの奥から近づいてくる物音を捉とらえた。

　がさり、がさりと下生えを踏み分ける重い足音。奥の方から順番に梢こずえが揺れて、間違えようのないモンスターの匂いがただよってくる。

「来るぞ」

　トゥークは仲間たちに警戒を発する。同時に下がっていろというように手を横に振る仕し草ぐさをした。

「俺に任せろ」

　川辺に最も近い木がひときわ大きく揺れたかと思うと、轟ごう々ごうと流れ落ちる滝を背景に、大型モンスターが姿を現した。

「でたっ」

　濃い青を基き調ちようとした体毛に、黄色がかった毛並みがアクセントとして首のうしろから尻にかけて上下に走っていた。長い爪つめは鋭するどく尖とがっており、腕の肘ひじから先は、体毛が角かく質しつ化かして棘とげのように突き出している。

　細身の胸から腰にかけて筋肉質の体が大きく横に広がっていて、全体的に三角形のような印象だった。――アオアシラに間違いない。

　相手はまだトゥークたちに気づいていないようだ。こちらに背中を向け、悠ゆう然ぜんと川かわ縁べりを進み始める。そして、ようやく果たせた遭遇に、トゥークの感情は一気に高こう揚ようしていく。

「ニャ」

　どうするんだというようにフブキが視線を送ってきた。トゥークはセクトセロを構えつつ、懐の携帯ポーチからペイントボールを取り出す。

　ドスジャギィのときは失敗したが、今度は忘れずに最初から当てる。それが前回の狩りで得た教きよう訓くんだ。

「文句ないだろ」

　一応フブキに確認をすると、フブキは一瞬不本意そうな表情を見せたが、結局黙ってうなずいた。

「まず俺が仕掛ける。お前たちはここで様子を見ていろ」

「あ、師匠」

　ティカルがなにか言いかけたが、最後まで聞いてはいなかった。トゥークはペイントボールを握りしめたまま、一気にアオアシラへと距離を詰める。

　その足音が聞こえたのか、悠然と歩いていたアオアシラの動きが止まった。魚を狙ねらって川かわ面もに向けていた頭をもたげる。

　体格に比べると小さめな、その頭めがけてペイントボールを叩きつけた。

　ピンク色の煙けむりが弾はじける。独特の臭気を嗅いだせいか、アオアシラが前脚で鼻をこすった。

　そこにトゥークが飛び込んでいく。セクトセロの紫色の刃を煌きらめかせ、最初の一撃をアオアシラの首筋目がけて振り下ろした。

　青い体毛にセクトセロが吸い込まれていく。

　よし、通った。

　確かな手て応ごたえを感じた。

　体がいつもよりも軽い。セクトセロが自分の腕の延えん長ちようのように、自由自在に動かせる。

　アオアシラの腹めがけて斬り下ろし、軽けい快かいなステップを踏みつつ連続斬りへと繋つなげていく。横に薙なぐようにしてセクトセロを一いつ閃せんさせ、さらに盾を使って相手の体を押しのける。アオアシラとの距離が広がったところを背中から回転するように青熊獣の首筋目がけて叩きつけた。

　その動きに、アオアシラは短い鳴き声を口の端はしから漏らすばかりでついてくることができない。

　ハンターになって初めてと思えるほどの会心の連続技が決まって、トゥークの血は興こう奮ふんに逆巻いた。

　アオアシラの前脚が苦くるし紛まぎれのように振り回される。たやすく見切ってそれをかわすと、巨体の懐ふところ深くに潜り込んだ。

「食らえっ」

　セクトセロの切っ先がアオアシラの剛ごう毛もうを掻かき分け、斬りつける。

　倒れろ。早く倒れちまえ。

　袈け裟さ懸がけに斬り上げ空中で止め、返す刀で斬り下ろす。そのたびにアオアシラが苦痛の呻うめきを漏らし、体を小こ刻きざみに震わせる。

　斬る。斬る。斬る斬る。どこまでも斬る。

　だが、酩めい酊ていしたようなトゥークの興奮は次第に醒さめ、じわじわと焦あせりに変わっていった。間違いなく打撃を与え続けているはずなのに、アオアシラの巨体はびくともしない。

　こんなにタフなやつだったのか!?

　トゥークの連続斬りが止まり、大きく息をついたときだった。それまで一方的に翻ほん弄ろうされていたアオアシラが、不意に後脚で立ち上がったのだ。

　オォォォォォ。
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　赤く細長い舌を出し、低く唸る。

　鋭い牙きばの隙すき間まから、真っ白い息が霧む氷ひようのように吐き出された。前脚を大きく左右に広げて威い嚇かくしてくる。

「うおっ」

　トゥークは思わず声を漏らした。四脚歩行をしていたときとは比べものにならないほどの威圧感だ。

「でかい!?」

　引き締まった筋肉を持つ堂々とした体たい軀くが、頭の上からのしかかってくるように思えた。

　トゥークを睨にらむ一対の目は緑色に爛らん々らんと輝いており、その奥に暴風的な野生の本能が揺らめいている。

　アオアシラは、本気で怒りを見せたのだ。己の領りよう域いきに踏み込んできた者への威嚇と、それを排はい除じよしようとする明確な意志をはっきりと感じた。

「し、師匠」

　トゥークの指示に従って、後方で待たい機きしていたティカルの声には、幾いく分ぶんかの驚きが混じっていた。キミドリが茂みに身を隠す一方、フブキがアイアンネコソードを構え直す音がする。

　グオォォォォォォォン。

　アオアシラは今度は更に大きく、野の太ぶとい咆ほう哮こうを上げる。

　空気が震え、トゥークの髪がチェーンヘッドの中で逆立った。

「くっ」

　圧倒されそうになるのをどうにか踏みとどまる。湧わき上がりつつある不安をむりやり押さえ込みながら、トゥークは歯を食いしばって真っ向勝負を挑いどんでいく。

「食らえっ」

　腹に一撃。手応えあり。

　返す刀でもう一撃、今度は頭に狙いを付ける。

　だが、決まるはずのセクトセロの一撃は弾かれた。

「なにィ!?」

　アオアシラが身を守るように前脚を顔の前に出したのだ。その行動が偶ぐう然ぜんなのか意図してなのかはわからないが、上じよう腕わん部ぶの棘だらけの腕わん甲こうは、セクトセロの刃を通さないほど硬かった。

　全然効いていないのか!?

　全力で振るった刃を防がれた事実は、圧倒的に優ゆう勢せいだと確信していたトゥークを動どう揺ようさせるのに十分だった。

　熱く煮にえたぎっていた魂たましいに、氷水を浴びせられたような感覚。思い描えがいていた状況では、アオアシラはすでに弱っているはずだったのに。

　想定外の展開に、一瞬その動きが止まる。

　まずいと思ったときには、アオアシラの横よこ殴なぐりの一撃をまともに食らっていた。

　右の脇わき腹ばらから心しん臓ぞう方向へと斜め上に突き上げられる。右足が宙に浮き、体勢を崩したところをさらに前脚で殴りつけられる。

　鋭い爪が空中に軌き跡せきを描くのがはっきりと見えた。

　上から叩きつけられるように右肩に衝しょう撃げきが走る。たまらず尻もちをついたトゥークの上に、アオアシラがのしかかってくる。

　巨大な体で押しつぶされそうになるのを、体をひねって辛かろうじて右側に避ける。川の水しぶきを跳ねかせながら立ち上がった。

　さっきまでの体の軽さは消失していた。今では足首に鎖くさりが縛しばり付けられているように重く感じる。

「ティカルっ、フブキっ」

　仲間はどこだ。

　素早くあたりを見回して、ティカルが最初の場所に立ち止まったままなのを発見する。

「なぜ動かない！」

　喘あえぎながら叫びつつも、心の中ではわかっていた。仲間に様子を見ていろと指示したのは、トゥーク自身だったのだ。その代だい償しようが、全身を貫つらぬく痛みだった。

「ニャ」

　フブキが動いた。アイアンネコソードを構えつつ、トゥークの援えん護ごに走り出す。よろめく足取りでアオアシラから距離を取ったトゥークと入れ替わりに、青熊獣に立ち向かっていく。

　直立する後脚を薙ぎ払うような一撃にアオアシラが吼ほえる。

　その声が届いたのか、ティカルは我に返ったようにユクモノ銃槍改を構えた。

　アオアシラ目がけて発砲。だが、距離が遠すぎて届かない。ガンランスの射程はボウガンと違って短距離に限定されているのだ。

　その姿からは戸と惑まどいが感じられる。大型モンスターと対たい峙じする経験が足りないのだから無理もない。ドスジャギィのときと同じ行動をしろと言っても難しいだろう。

　それでも気を引かせる効果はあったのか、フブキに狙いを定めようとしていたアオアシラの動きが止まる。

　体を反転させてティカルに向きを変えると、再び四脚歩行に戻る。ティカルは砲ほう撃げきの効果がないことを悟さとったのか、いったんユクモノ銃槍改を納めて接近していく。

　そこにアオアシラが突進した。その巨体からは想像できないほどの速さでティカル目がけて疾しつ走そうしていく。

「やばい」

　援護しようにも体が重く感じられ、しかも距離が遠すぎた。接近戦用のセクトセロではどうしようもない。ティカルは意表をつかれたのか、防御姿勢を取ろうとしたが間に合わない。

　アオアシラは前脚と後脚で交互に大地を蹴けって突っ込んでいった。

　山津波のような体当たりをまともに食らい、ティカルの体が宙ちゆうを舞う。

「ティカル！」

　トゥークは走った。

　だが間に合わない。アオアシラは横たわったティカルに追い打ちをかけるべく、前脚を交こう差ささせるように振り下ろした。

　血の気が引いたトゥークだったが、アオアシラからティカルを守るように、横からキミドリが姿を現した。

「ニャ」

　肉球ネコぱんちをアオアシラの後脚の間に横から突き入れ、引っかけさせる。

　脚をもつれさせたアオアシラの狙いが逸れた。そのまま勢いを止められず、ティカルのすぐ横で巨体をでんぐり返らせる。地鳴りがして、木の葉が散った。

　そのときにはもうキミドリは雑ぞう木き林ばやしの陰に身を隠していた。臆おく病びような性格にもかかわらず、ティカルの危機に勇気を奮ふるってくれたのだ。

　駆けつけたトゥークがもがくアオアシラ目がけてセクトセロを振り下ろす。どこに命中しているのかわからないほど必死だった。

　だが、さほどの痛手も負おわせられないうちに、体勢を立て直されてしまう。のっそりと起きあがったアオアシラの目は、闘とう争そう本ほん能のうに満ちていた。

　対して、セクトセロの斬れ味は鈍ってきていた。ティカルもようやく身を起こしたところだ。呼吸は荒く、痛むのか脇腹を押さえている。回復が必要なことは明らかだ。

　どうしてこんなことになったのだろう。思ってもいなかった状況に、トゥークの頭の中は混乱していた。

　すべてをやり遂とげると決めたのに。みんなの期待に応えられるハンターになれる、そう思っていたのに。

　迷めい走そうしかけたトゥークの耳に、フブキの声が流れ込んでくる。

「ここはひとまず撤てつ退たいニャ」

　有無を言わせぬ厳しい口調に頰を叩かれた気分になった。

「撤退するニャ。わかったニャ」

　繰り返すフブキに、うなずくことしかできない。

「オレが殿しんがりを務めるニャ。その隙すきに貴き様さまはティカルを連れて拠点に戻るニャ」

「だけど」

「議ぎ論ろんしている暇はないニャ」

　フブキがアオアシラの前を横切る。つられるようにアオアシラの視線がそちらに流れた。獲え物ものとしての関心がトゥークからオトモアイルーへと移行する。

「早くするニャ」

「お、おう」

　結局フブキの意見に従わざるをえず、ティカルに肩を貸して拠点へと戻る。

　しばらく経つとフブキも追いついてきたが、その間、トゥークのくちびるは血が滲にじむほど強く嚙かみしめられていた。

「あの、師匠？」

「……」

　気遣わしげなティカルの呼びかけに、なにも言い返すことができなかった。
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「申し訳ありません。師匠」

　拠点に着くと、すぐにティカルが頭を下げてきた。

「なんでティカルが謝るんだ」

「え、だって、私がぐずぐずしていたからみんなに迷惑かけてしまったんですよね」

　ティカルはとまどったように一行を見回す。

　キミドリはとんでもないと首を振り、フブキはトゥークを睨んだままだ。その針はりのような視線を感じながら、トゥークは重たい口を開く。

「違う」

「え？」

「俺が様子を見てろと言ったんだ。だからティカルのせいじゃない」

「その通りニャ」

　トゥークの言葉にかぶせるようにしてフブキが同意する。蒼い瞳でしっかりとトゥークを見据えて言った。

「貴様、自分の失しつ態たいに気づいているニャ？」

「……ああ」

　震える声を絞しぼり出だす。拠点に戻るあいだ中、ずっと考え続けていた。撤退せざるを得なかった理由。

　それは己の判断ミスだった。

「貴様は強引すぎるんニャ」

　拠点に戻るまでずっと無言だったフブキが苦言を呈ていする。

「がむしゃらに向かっていっても、やられ返されたら意味ないニャ。体力勝負でアオアシラに勝てるはずないニャ」

　モンスターの体力は、人と比べたら無む尽じん蔵ぞうといってもいいだろう。回復薬や応急薬には限りがあるし、単純な殴り合いでは勝ち目はない。それはトゥークだってわかっていた。

　自分の精神力の弱さが情けなかった。不ふ測そくの事じ態たいになっただけで、簡単に崩れてしまうなんて。ドスジャギィを狩れたからといって、一足飛びに凄すご腕うでハンターになれるはずもないのに、何を勘かん違ちがいしていたんだろう。今度も自分の力だけでどうにかなると思いこんでいた。

　いや、思いこもうとしていたのかもしれない。村人たちの期待に応えるためには、それくらいひとりでできて当然だと自分を追いこんだ。

　だからこそ、アオアシラを狩れるとなんの根こん拠きよもなく信じ、逸はやっていた。ドスジャギィのときはあれほど綿めん密みつな計画を立てたというのに、今回は事前の打ち合わせすらしなかった。

　結果、誰がどのように行動するのか白紙のままアオアシラと遭そう遇ぐうしてしまい、ティカルは柔じゆう軟なんな判断が下せずにいた。その上さらにトゥークに待たい機きしていろと指示されたので、自主的に動くことができなかったのだ。

「俺の失態だ」

　トゥークは地面にあぐらをかいて座り込むと、握った両手のこぶしを地面につける。

「すまない」

　ティカルに向かって頭を下げる。

「し、師匠!?」

　突然の行動に驚いたらしく、ティカルは自分もトゥークの前にしゃがみ込んだ。

「私は別に大丈夫ですから。回復薬を飲んだら、もうばっちりよくなりました」

「そういう問題じゃないニャ」

　フブキの声は、凍いてつく氷ひよう河がのように厳しかった。

「トゥークはチームのリーダーニャ。リーダーは仲間の状況に常に注意を払わなければならないニャ。危険を感じたらすぐに知らせたり、万一のための行動を事前に伝えておくのが当然の義ぎ務むニャ。だからこそ、仲間はリーダーを信じてついていけるんニャ」

「……その通りだ」

　フブキの意見は正論で、トゥークは返す言葉もない。

「だけど、貴様は手て柄がらを焦って仲間を危険に陥おとしいれたニャ。狩りに出る前になにもしなくていいのかと訊ねたとき、貴様は必要ないと言ったのニャ」

　拠点を出るとき、フブキがなにか言いたそうにしていたのはそういう意味だったのかと、トゥークはようやく悟った。

　苦い後こう悔かいが込み上げてくる。

　だが、通り過ぎた時間は還かえってはこない。

「不用意に仲間を危険にさらすようなハンターは信頼できないニャ。狩りを打ち切って引き上げることを提てい案あんするニャ」

　フブキに引いん導どうを渡される。仲間の信頼を失ったら、もはやハンターとしてやってはいけない。それくらいはトゥークにだって理解できた。やっぱり俺じゃ駄だ目めだったのか、と痺しびれた頭でそう思う。

「そうだよな。フブキの言うとおりだ」

「師匠!?」

「よしてくれ。師匠なんて呼ばれる器うつわじゃなかったんだよ」

　トゥークはのろのろと立ち上がる。それまで感じなかった装備の重みが体に応えた。

「俺なりに頑張ってきたつもりだったんだけどな」

　空を仰ぐ。嫌いや味みなくらいまぶしい太陽と、雲ひとつない青空がトゥークを迎えた。

　あの空はナギの村まで繋つながっているのだろうか。

「親おや父じ……」

　いろんな世界を、いろんなモンスターを見たいと思って故こ郷きようを出た。たどり着いたユクモ村は想像以上にすばらしくて、あの村をすぐに好きになった。そこで出会ったみんなの期待に応えたかった。自分と同じ裏切られる思いを他の誰かがするのが嫌で、だからこそ頑張ろうとしていたのに、空回りしてばかりだったのか。

　これでは、あいつをぶん殴ってやる資格はない。ティカルのことも村のことも、全部自分ひとりでなんとかできるだなんて、ひどい思い上がりだったのだ。

　もう故郷の村に帰るしかないのだろうか。トゥークらしくもないうしろ向きな思し考こうは、ティカルによって妨さまたげられた。

「なに言ってるんですかっ！」

　ティカルは目をつり上げる。

「私は師匠を信頼してます。師匠がいてくれたから今の私があるんです。フブキちゃん！」

「な、なにかニャ!?」

　いきなり話を振られて、驚いたフブキは尻尾を逆立てる。

「さっきは私が不ふ甲が斐いなかっただけです。初めて見るアオアシラにびっくりして、それで頭が真っ白になっちゃったんです。断じて師匠のせいじゃありませんっ」

「だけどなティカル」

「師匠は黙っていてください！」

　トゥークはティカルに叱りとばされた。怒った彼女を見るのは初めてだ。ある意味フブキよりも迫力がある。

「ここであきらめるなんて選せん択たく肢しはあり得ないです。物ぶつ流りゆうが断たれたままだと、村のみんなが困るんですから」

　ティカルの発言にはっとする。

「……そうだったな」

　自分のことばかり考えて、肝心なことを忘れていた。

　この狩しゆ猟りようの目的はなんだったのか。

　それは、トゥークを頼ってくれた人々を助けるためだ。ティカル、スオウ、村長。

　平和でみんなが幸せに暮らしているユクモ村。自分を受け入れてくれた人たちのため、恩おん返がえしをすると誓ちかったはずではなかったのか。

　たとえフブキに駄目出しされても、この依頼だけは必ず果たさなければならない。どんなに苦しくてもあきらめたらそこで終わりだ。結論を出すにはまだ早すぎる。

　それに俺はあいつみたいな男にはならないと決めたんだ。誰かを悲しませる真ま似ねは絶対にしない。

「前から思ってましたけど、師匠はなんでもひとりで背せ負おってしまおうとしすぎですよ」

　口調を緩ゆるめてティカルが言った。

　優しい目でトゥークを見つめる。

「狩りは始まったばかりです。まだまだこれからじゃないですか。およばずながら私もいますし、立ちはだかる試練はみんなで力を合わせて解決しましょう。それが仲間というものです」

　トゥークを信じ切っているティカルの無む垢くな瞳を見ているうちに、頭の中を覆おおっていた霧が晴れていった。

　そうだ。俺にはこんなに大切な仲間がいるじゃないか。ドスジャギィを狩れたのも、みんながいてくれたからこそだ。俺ひとりだったら無理だった。そのことにようやく思い当たる。

「フブキ」

　トゥークは、ゆっくりとフブキに語りかける。

「お前の言いたいことはよくわかる。確かに俺はリーダーの素そ質しつがないかもしれない。仲間として信頼できないっていう気持ちもわかる。だけど、この狩りだけは俺についてきてくれないか」

「……」

「どうしても信用できないのなら仕方がない。だけど、アオアシラ狩りにはお前の力が必要なんだ」

　ハンターは仲間同士で力を合わせるべきだと、ティカルが教えてくれたのだ。

　フブキはぴくりとヒゲを震わせたが、無言を保たもった。構わずにトゥークは続ける。

「俺は、ちょっといい気になっていたんだ。どんな狩りでも全力を尽くす。それがハンターにとって一番大事な心こころ構がまえだってことを忘れていた」

　仮眠ベッドの上にどっかりと腰を下ろして地図を広げる。

「狩猟会議をしよう。事前の打ち合わせがどれほど大切かってことは、ドスジャギィのときに学んだはずだったんだ。もう一度じっくり仕切り直そう。今からでも手遅れってことはないはずだ」

「その通りです師匠」

　ティカルがうなずく。キミドリはにっこりと目を細める。そしてフブキは……やはり無言のままだった。けれどもそっとトゥークの隣に座り込む。

「フブキ」

「一度失った信頼を取り戻すことは難しい。わかっているニャ？」

「ああ」

　トゥークはうなずく。自分が犯した失敗は自分が償つぐなわねばならない。この狩りに持てるすべての能力を注つぎ込むのだ。

　置かれていたモンスター図鑑に手を伸ばす。もう一度じっくり読み直して、アオアシラの弱点を探そう。たとえ記き載さいされていなかったとしても、その努力を惜おしんではならない。それが全力を尽くすということだ。

「もう一度やろう。いいな、みんな」

「はいっ」

　ティカルが返事をする横でフブキが微かすかにうなずいてくれたのを見て、トゥークは胸が熱くなった。

　今度こそ期待に応えてみせる。

「よし。では改めて、これより狩猟会議を開始する」

　アオアシラにぶつけたペイントボールの効果はすでに消えていた。

　だが、最初から仕切り直しと思えばかえって気持ちがすっきりする。

　ドスジャギィのときと同じように車くるま座ざになり、狩り場となる地図を確認する。トゥークの隣にフブキ。その横にティカルとキミドリ。

　モンスター図鑑にはわずかな情報しか記しるされていない。だが、改めてじっくり再読すると、これまでは読み飛ばしていた内容に狩りの手がかりが含まれていることに気づいたのだ。

「アオアシラの好こう物ぶつはハチミツだ。だとすれば、習性からして餌えさ場ばを訪れる可能性は高い」

　渓流は何度も訪れているので、おおまかな地形は記憶している。

「だとすると、このエリア５」

　地図の一点を指さす。エリア５は雑木林に囲まれたちょっとした広場になっていて、中央付近に蜂はちの巣がある。

「それか、エリア９だな」

　ドスジャギィの狩猟を経験したことで、狩り場のどこになにがあるのか把は握あくしておくことがどれほど重要なのか、骨ほね身みに染みて思い知った。

　エリア７ではどんなキノコが採れるのか。ジャギィやブルファンゴはどこにいるのか。川ではどんな魚が釣つれるのか。

　すべて実地で学んだことだ。狩りを成功させるためには、書物で仕入れた知識と現場での経験とを有ゆう機き的てきに結びつけることが必要なのだと、今さらながらに実感する。

　力押しでモンスターを狩れるほど甘くはない。

「どっちに張り込みますか、師匠」

　ティカルが訊ねる。

　アオアシラはどちらのハチミツを狙うだろう。悩んだところで決め手はない。ならば直感に従うまでだ。

「エリア５だ。そこでしばらく様子を見る」

　トゥークは、立ち上がった仲間たちの横顔を見ながら思いを新たにしていた。

　村のために。仲間のために――そして、自分自身のためにも。

　トゥークは己を叱しつ咤たしつつ、初めて狩りに出たときの緊張感と興こう奮ふんを蘇よみがえらせていた。
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　エリア５は平へい穏おんだった。

　時折梢を鳴らす爽さわやかな風が吹き抜けるだけで、アオアシラどころか他のモンスターの姿もない。

　アオアシラの狩猟はいったん仕切り直しとする。がむしゃらにぶつかっていくのではなく、じっくりと準備を整え、その上で細心の注意を払いつつ狩りを行う。

　それこそが前回のドスジャギィ狩りで確立された、トゥークたちのスタイルだった。初心を取り戻した一行は、まずは目標の蜂の巣を見つけてハチミツを採取する。

　ハチミツは回復薬と調合させることで、さらに効果の大きい回復薬グレートにできる。これからトゥークたちを待っている狩りを思えば、採取しておくにこしたことはない。

　もちろんアオアシラのために半分ほどは残しておいた。

　あとはひたすら待つだけだ。雑木林の陰かげに身を潜ひそめ、なにかあればすぐに飛び出せるよう警戒する。人の匂いに気づかれぬよう、隠れる場所は風かざ下しもになるよう計算していた。

「来ませんね」

　隣で腹ばいになっているティカルがささやく。下した生ばえの草から頭半分だけ顔を出し、じっと蜂の巣を見つめている。

「静かにしろ。気づかれる」

「すみません。やっぱりちょっと緊張しちゃって」

　ティカルの気持ちも理解できる。待つのも狩りのうちだとわかってはいるが、身じろぎひとつせずにじっとしているのは辛つらいものだ。はらはらと舞い落ちる尖とがった葉が、チェーンベストの隙間から首まわりに入りこんできて気持ち悪かった。

　あたりは静かで、心臓の音がやけに大きく聞こえてくる。

　呼吸も自然と速くなっていく。こめかみから湿しめった汗が一筋流れ、鼻筋を伝って地面に落ちた。

　まだか。まだ来ないのか。

　もういっそ早く出てきてほしい。

　ハンターになって意外だったのは、狩りではこういう一見なにもしていないように思える時間が大部分を占しめることだった。村人たちはハンターがモンスターとすぐに遭遇するものだと誤解しがちだが、実際はこうして待たい機きしたり捜そう索さくする時間の方が遥かに長い。

　これは実際に経験してみないと理解できないことだった。

　いつだかフブキが「ハンターに一番必要なのは忍にん耐たいニャ」と、誰に話しかけるでもなくぼそりとつぶやいたことがあったが、まったくその通りだと思う。

　ここで我慢できずに闇やみ雲くもに飛び出したりしたら、さっきと同じ過ちを繰り返すのは明白だったので、ここはひたすら待ちの一手だ。

　同じ姿勢を続けたせいで体の節ふし々ぶしが痛くなっても、落ち葉にへばりついていたヒルが手の上を這はってきても我慢する。

　でもやっぱり辛い。立ち上がって大声で叫びたくなる。

　それをぐっとこらえるの繰り返しを、どれほど続けたことだろう。

　さぁっと雲が流れて陽が翳かげった。視界がにわかに薄暗くなり、湿った水気を含んだ風の匂いがただよってくる。

「空振りだな」

　それを潮しおにあきらめる。体中にへばりついた落ち葉を払いながら、にが虫を百匹まとめて嚙みつぶしたような顔をした。

「じゃあ次はエリア９ですね。私が偵てい察さつに行ってきましょうか。見つけたらちゃんとペイントボールをぶつけますから」

　けれどもトゥークは首を振る。

「あ、なんでですか。私、ペイントボールの練習もしていましたよ」

「お前の腕は心配していない。だけど別行動はしない方がいいだろう」

　初めて立ち向かうモンスター相手に、いたずらに力を分ぶん散さんさせるのは得とく策さくでないと考え直したのだ。

　冷静になってみれば、現在の状況を把握した上で最さい適てきと思われる狩りの手順を導き出す。そんな自分のやり方すら忘れていたことが恥ずかしい。

「あの、でしたら、ここに罠わなを仕掛けておきますか？」

　ハンターズギルドから支給されたアイテムの中に携帯シビレ罠があった。

　雷らい光こう虫ちゆうという、衝撃を与えると体内に蓄ちく積せきされていた電気を放ほう電でんする昆こん虫ちゆうを素材にトラップツールと掛け合わせた罠で、引っかかったモンスターを一定時間麻ま痺ひさせる効果がある。

「そうだな」

　ティカルの提てい案あんに腕を組んで考え込むが、結論はさっきと同じだった。

「アオアシラが確実にやって来るという保ほ証しようはない。むやみに仕掛けても貴き重ちような罠を無む駄だにするだけだろう。ここぞというときまで取っておけ」

　ドスジャギィ狩りの際、シビレ生肉をひとつ無駄にした教訓を生かすことにする。

「だけど、いろいろ言ってくれるのはありがたい。これからもなにか思いついたら頼む」

「はい！　不肖ティカル。一生懸命頑張りますっ」

　嬉しそうに顔をほころばせてから真顔に戻って、直ちよく立りつ不ふ動どうの姿勢を取る。

　さっきは指示がないためなにもできなかったティカルだったが、彼女なりに思うところがあったらしい。遠慮なく意見を述べるようになっていた。

　師匠と慕したってくれたティカルが新米ハンターの領りよう域いきを脱だつ皮ぴしつつあることに、トゥーク自身も嬉しくなる。同時に自分も『師匠』と呼ばれるにふさわしくなければならないと、強く気を引き締め直すのだった。

　フブキは、そんなトゥークをじっと見つめている。鋭い視線は変わらない。

　けれどもトゥークは気にしない。できるだけのことをすると割り切ったのだ。文句があるなら狩りの後で甘んじて受ける覚かく悟ごはできていた。今はアオアシラに集中する。

「よし。行くぞ」

　荷物を確認してから移動を始める。

　この時点で、トゥークもティカルも遭遇するのはエリア９だと思い込んでいた。

　だから、いきなりアオアシラが姿を現したのはふたりにとって完全な奇き襲しゆうとなった。川辺に茂しげった木々のため、間近に近づくまで気づかなかったのだ。

　そこはエリア６だった。滝から流れ落ちた水が溜たまって浅い小川になった場所に、目指すモンスターが立ちはだかっていた。

　グォォォォォォ――――――ォ。

　アオアシラが唸る。

「来るニャ！」

　フブキの声で我に返る。

　だが、一瞬遅かった。気づいたときには、地響きと共に青い巨体が鼻先まで迫り、鋭い爪が振り下ろされていた。

　前脚が大気を切断する音が耳に届いたのは、衝撃をまともに食らったあとだ。

「ぐはっ」

　トゥークは丸太のように、川辺の石ころだらけの大地に叩きつけられる。

　防具はなんとか持ちこたえたが、衝撃は吸収しきれず骨が軋きしんだ。

「あ……う」

　息ができない。地面に横たわったまま、胸一杯に空気を吸い込もうとして咳せき込む。

「師匠っ」

　ティカルの声が聞こえたが、視界が滲んでよく見えない。手の甲で涙をぬぐうと、最初に目に入ったのは幹みきがざっくりと裂けた巨木だった。

　トゥークを殴りつけたアオアシラの爪が、返す刀で隣の木の表面を削り取ったのだ。刻み込まれた四本の痕こん跡せきを見つめながら、もし生身で受けていたらと戦せん慄りつする。

「やばすぎる」

　今度食らったらただでは済まない。

　ハンターとしての本能が、考えるより先にトゥークを動かした。アオアシラが飛びかかってくるところをぎりぎり横に転がりながら回かい避ひ。素早く起きあがり右手を前に出して防ぼう御ぎよする。

　同時にセクトセロを握にぎった左手を繰り出す。紫色の刃がアオアシラの青い毛皮に突き刺さり、ちぎれた体毛が宙に舞った。

　アオアシラの後脚から尻にかけて下から上へと斬り上げ、さらに斬り下ろしへと繋げていく。最後に相手が振り返ったところを腹から前脚へと横に薙ぎ払った。

　セクトセロの刃がみるみる鈍っていく。アオアシラの肉質はやはり前脚が特に硬いらしい。

　アオアシラが上体を大きく左に反らす。そして力を溜めるようにして、回転しながら前脚をトゥークに叩きつけてきた。

「くっ」

　どうにか盾で受け止めたものの、圧力は殺しきれなかった。踏ん張ったブーツの底が地面にめり込む。

「下がってください」

　アオアシラを挟んで向こう側にいるティカルが発砲した。銃じゆう弾だんはアオアシラの背中に命中し、わずらわしげに唸った青熊獣は標的をティカルへと移行させる。

　アオアシラはいったん両前脚をだらんと下にさげてから、体をねじりつつ前脚を交互に振り回してきた。

　ティカルはユクモノ銃槍改の筒つつ先さきを向け、竜りゆう撃げき砲ほうを叩きこもうとしているのだが、その動きに翻ほん弄ろうされて近づけず、射撃の機会を摑つかめないでいた。

　ガンランスは槍やりと砲ほう撃げきのふたつの性能を持った頼れる武器だが、その分取り扱いが難しいとされる。いったん構えるとその重量故ゆえに動きが制約されてしまい、片手剣のように機き敏びんな動きは望めない。

　ティカルはそれでもどうにか狙いを定めたが、そこにアオアシラが突進してきた。前脚を交こう差ささせながら跳躍してくる。先さき程ほどティカルを地面に叩きつけたのと同じ動きだ。

「避けろっ」

　さっきの経験が生かされたのか、まともに食らいかけたティカルは辛うじて盾で防いだ。

　けれどもぶつかった衝撃でガンランスの筒先が大きく動いてしまう。懸けん命めいに補ほ正せいしつつ銃じゆう把はを絞るが、タイミングが遅れて竜撃砲はアオアシラの背後を通り抜けていった。

「外したっ」

　ティカルが乱暴に舌打ちをする。

　珍めずらしい。やはり予よ期きせぬ遭遇に動揺があるのだろうか。いくらティカルでも普段なら切り札の竜撃砲を必ひつ中ちゆうの確信もないままいきなり使うことはないはずだ。

　狩りは、常にハンターの予測を裏切る。

　それも必ず悪い方に。

「うおぉぉぉっ」

　ユクモノ銃槍改を肩に担いで後退したティカルに代わって、トゥークはアオアシラ目がけて飛び込んでいく。そびえ立つ巨体を恐れず、もはや腕の一部であるかのようになじんでいるセクトセロを振り下ろした。

　完かん璧ぺきなはずの一撃。

　しかし、それは鈍い音と共に弾かれる。

　やはり腕甲は硬い。斬れ味の鈍った刃では通らないのだ。反射的に携帯ポーチに手が伸びた。砥石を摑みだそうとして、足が無意識のうちに止まってしまう。

「いかんニャ！」

　フブキの警告にトゥークは危険を感じ、後退しようと重心をうしろに下げかけた。

　だが遅かった。風が唸り、抱きすくめられるように脇腹を押さえ込まれる。

　そのまま体を持ち上げられて、足が地面から離れて虚こ空くうを掻く。

「放せ、くそ」

　アオアシラを懸命に押しのけようとするが、逞たくましい前脚はトゥークの力ではびくともしない。

　相手の鼻面が目の前にあった。ぎらぎらと輝く緑色の目。剝むき出しの牙。アオアシラの荒い呼吸と共に両脇腹を拘こう束そくされた圧迫が一段と強まる。チェーンベストに爪が食い込み、金属がこすれる音が神しん経けいをますますささくれ立たせた。

「く……う」

　体がミシミシと音を立てる。押しつぶされるという恐怖に頭の奥が真っ白になっていく。

　その時、遠くでフブキの声が聞こえた。

「こやし玉を投げるんニャ！」

「そんなの……ない」

「師匠っ」

　ティカルが吊つり上げられているトゥークの下に潜り込んだ。ユクモノ銃槍改で駆けつけざまアオアシラの腹から胸へと突き上げる。ユクモノ銃槍改は、竜撃砲発射後の余よ熱ねつがまだ残っていた。銃身の放熱口からうっすらと白い煙をたなびかせているため、再さい砲ほう撃げきは不可能だ。

　だが、そんなことはお構いなしに、ティカルは鋭い突きを繰り出し続けた。

「師匠を、放せっ」

　ティカルの粘ねばり強い突き上げに、アオアシラは根負けしたように唸り声を漏らす。トゥークを拘束していた前脚の力が緩んだかと思った瞬間、トゥークの体は宙に舞っていた。

　放り投げられたのだと悟る間もなく視界が反転。仰向けに地面に叩きつけられる。

「ぐはっ」

　背せ骨ぼねが悲鳴を上げ、胃い液えきが喉を逆流する。森が回り、世界が回る。

　だが、それでもまだ生きている。どれほど体が悲鳴を上げようと、息が続く限り立ち上がらねばならない。そう決めたのだ。

「大丈夫ですか」

「当たり前だろ」

　痛みをこらえて不ふ敵てきに笑う。それを見て、ティカルはほっとしたような表情を浮かべた。

「安心している場合じゃないぞ。今こそ畳たたみかけるんだ」

「はいっ」

　アオアシラはトゥークを放り投げると川の中に座り込み、ハチミツをむさぼっていた。トゥークが採取したそれを奪うばったのだ。ティカルのユクモノ銃槍改による突きが功こうを奏そうすると同時にハチミツのおかげで注意が逸らされたのだとしたら、最初に蜂の巣を目指した判断もあながち間違いだったわけでもない。

　狩りに無駄なことはないと再認識すると同時に、仲間の大切さを思い知る。トゥークひとりではどうなっていたことだろうか。あの拘束を逃れられた自信はない。

　心の中でティカルに感謝してから、あえて厳しい声を出す。

「左にまわれ」

「了解っ」

　トゥークは砥石を使って刃の斬れ味を取り戻してから、先を行くティカルを追いかけ、川の真ん中で尻をついているアオアシラの側面に回り込む。

　トゥークたちが近づく気配にアオアシラは顔を上げた。食べかけのハチミツが、だらだらと口から胸元にこぼれ落ちていく。

　それからのっそりと立ち上がったが、左右に分かれたふたりのどちらを目で追いかけるべきか戸惑うように動きを止めた。その隙にさらにトゥークは後方へ走る。

「くらえっ」

　セクトセロが剛毛に覆われた尻へと深く食い込んだ。腕甲に弾かれたときとは手応えがまるで違う。

「やっぱりそうか」

　モンスターは体の部位によって肉質が違う。弱い部分を的確に狙うことで、狩りを優位に進めることができるのだ。

　モンスター図鑑にそれについての記述はなかった。そこでトゥークは実際に遭遇したアオアシラに対して、様々な部位への打撃を試こころみていたのだ。

　頭部、腹部、そして脚。

　導き出された推すい論ろんは、前脚は棘状の腕甲によって覆われているため非常に硬いが、その反面背中部分、特に尻が弱点なのではないかということだった。

「いける」

　手応えを確信したトゥークはアオアシラの尻から背中にかけて斬り上げた。手首を回転させて肩口を袈け裟さ懸がけに斬り下ろす。間かん髪はつを容いれずに水平斬りから斬り返して、大きく体をひねった回転斬り。伸ばした左腕の先でセクトセロの刃が光る。




[image: ]





　複雑な身のこなしも、狩りを重ねることで自然と体に染みついていた。今では呼吸と同じくらい自然に使いこなせる。

「弱点をさぐっていたとは、なかなかやるニャ」

　アオアシラの弱点を見み出いだしたトゥークを見直したようにフブキがつぶやく。自分もトゥークの横を駆け抜けると、アイアンネコソードでアオアシラの尻を重点的に狙っていく。

「その冷静な判断力、貴様も少しは見所があるニャ」

「ありがとよっ！」

　フブキに初めて認められて嬉しかったが、それを喜んでいる余裕はない。会話もそこそこに目の前のアオアシラに集中する。

　トゥークとフブキ、ふたりの続けざまの斬撃は、アオアシラに確実に痛手を負わせていた。

　だが、アオアシラとて一方的に押されているばかりではない。連続斬りを行っていたトゥークはアオアシラと近きん接せつし続ける結果となり、そのため頭上に影が差したことへの反応が一瞬遅れた。

　アオアシラはトゥークにいったん尻を見せるほど大きく上体をひねると、振り返りざま太い前脚を横殴りに叩きつけてきたのだ。

　とっさに首をすくめて直撃を避けるのが精一杯だった。脳のう天てん目がけて叩きつけられた鋭い爪は、額をかすめて左の肩口に命中する。

　灼やけた鉄の棒を押しつけられたような痛み。世界が真しん紅くに染められる。

　右脇腹にも鋭えい爪そうを浴びた。そして、さらにもう一撃。合計三度の前脚によるひっかきを食らう。

「さがってください！」

　アオアシラの左側に陣じん取どってユクモノ銃槍改の砲ほう撃げきを続けていたティカルが叫ぶが、衝撃で体が動けない。

「はぁぁぁっ」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、ティカルがアオアシラに体当たりした。

　もちろん重たいアオアシラの体たい軀くは揺るぎもしない。それでもトゥークへの二撃目を思いとどめることができたのか、標的をティカルへと変更する。

　いったん前脚を地面につけたかと思うと、体を縮めて力を溜ためる。

　それからバネが弾けるように巨体を浮かし、前脚を伸ばして抱きすくめるようにティカル目がけて襲いかかってきた。

　牙を剝き出しながらの大木をへし折らんばかりの暴風が巻き起こる。

　それを予測していたかのように、ティカルは懸命のバックステップでアオアシラの爪が届かない紙一重の距離を保った。

　前脚がティカルの鼻先をかすめた。アオアシラは自分の勢いを止められず、前脚を地面につけてうずくまる。

　そこにティカルは力強く一歩を踏み出した。ユクモノ銃槍改を自分の脇腹に密着させて固定しつつ、体ごとぶつかる勢いでみぞおち目がけて突き刺していく。

　オォォォォォオォォ――――――――。

　青熊獣は呻うなりながらその巨体を転倒させた。前脚でもがくように地面を掻く。その声には、はっきりと苦痛の色が混じっていた。

　そこにティカルは前方突きを繰り出していく。最後にとどめとばかりユクモノ銃槍改を背中越しに振り回すと、銃身を横倒しのアオアシラの腹に叩きつけた。ユクモノ銃槍改の素材である木材と金属がアオアシラの毛皮と擦すれ合って重い音を立てる。

　しかし、ティカルの連続攻撃を食らいながらも、アオアシラは体勢を立て直すと身を起こした。

　渓流に流れる角つの笛ぶえの音色。フブキが回復笛を鳴らしたのだ。おかげでトゥークはどうにか体の自由を取り戻す。

　セクトセロを納めるといったん十分に距離を取り、回復薬を飲み干す。一本だけでは不十分と悟り、立て続けにもう一本飲んだ。深い呼吸をするうちに、肩の痛みも落ち着いてくる。完全に治ち癒ゆしたわけではないが、狩りの続行に問題はない。

　携帯ポーチに残された回復薬は、もうあと二本しかなかった。

「一発殴ったらすぐ逃げる。それが基本ニャ」

「わかってる」

「ティカルはうまくやってるニャ」

　フブキの言うとおり、ティカルはガンランスの特性を生かした行動をしている。至近距離では盾でガードしつつ突き上げ攻撃。距離が開いたら射しや撃げきに切り替え、アオアシラが飛び込んできたらバックステップを繰り返して後退する。

　一回、二回、三回。

　連続して振り回されるアオアシラの前脚は空を切るばかりだ。

「ティカルのやつ、上じよう達たつしたな」

「加か勢せいする。今がチャンスニャ」

　フブキに急かされ、トゥークはティカルの援護に向かう。アオアシラの背後にまわりこみ、尻目がけてセクトセロの一撃。

　だが、浅い。足音を気づかれたらしく、すんでのところでアオアシラは体を斜めにひねったのだ。

　その勢いを殺さずに、前脚を横に振るってトゥークの顎を引き裂こうとする。

「危ねぇ」

　トゥークは頭をうしろに倒してどうにか避けた。顎の先すれすれを鋭い爪が通り過ぎていく。

　グォォオォォォォォ――――ォ。

　緑色の目を爛々と輝かせてアオアシラは唸った。しつこくつきまとってくるトゥークたちをわずらわしそうに睨みつけると、不意に雑木林の中へと身を躍おどらせた。

　草を掻き分けながら、渓流の高台へとよじ登っていく。

　居場所を移すつもりなのだろう。ここで見失うと狩りがまた初めからになってしまう。

「そうはさせません」

　ティカルがペイントボールを取り出した。練習の成果を見事に生かし、アオアシラの背中に命中させる。ピンク色の煙に包まれながらアオアシラは姿を消したが、これで狩りは続行可能だ。

「すぐに追うかニャ」

　フブキの問いかけにトゥークは少し考え、それから首を横に振る。

「まずは装備を整え直してからだ」

　性急にアオアシラを追つい跡せきするような真似はせず、いったん各自斬れ味の鈍った武器を研ぎ直すことにする。

「携帯食料も食べておこう。腹が減ってると、いざというときに力がでないからな」

　そうティカルに指示してから、フブキの意見を求めるように軽く顎をしゃくってみせた。

「悪い判断ではないニャ」

　しばらくの沈ちん黙もくののち、フブキはぼそりとつぶやいた。

　トゥークは驚いてフブキを見直したが、純白のアイルーはそっぽを向き、独り言のように続ける。

「狩りでは十分な用意が肝かん心じんニャ」

「……フブキ」

　自分の判断を認めてくれたのだろうかと、トゥークは思った。

　けれどもすぐに首を振る。まだまだ、これくらいで満足なんかしていられない。自分が仲間としてふさわしいかどうか。フブキの最終結論は、アオアシラの狩猟後に下されるだろう。

「私もまだまだ頑張りますよ」

　ティカルは膝の間に挟んで立てかけたユクモノ銃槍改のレバーを引き、初弾を薬やく室しつへと送り込む。銃身のバランスを確認し、引き金に指を這わせ、最後に銃口の先に口づけをした。

　それはティカル流の狩りにおける儀式だった。験げん担かつぎと言ってしまえばそれまでだが、そうした自分なりの『手続き』を行うハンターは多い。

「これをするのを忘れてました。足手まといにはなりませんから。見ててください」

　ユクモノ銃槍改を担ぎ直して立ち上がると、ティカルは不敵に笑ってみせた。







　第六章　信頼の証







　ペイントボールの匂においをたどっていくと、緑豊かな渓けい谷こくからごつごつした灰色の岩場へと景けい観かんが変わった。

　アオアシラが移動した先はエリア２と呼ばれる、渓けい流りゆうの中でも高台に位置する場所だったのだ。片側は怖いくらいに切り立った崖がけが延々と連なり、もう一方はトゥークたちが踏とう破はしてきた谷を見下す雄ゆう大だいな眺ちよう望ぼうが広がっている。

　高こう地ちのせいか空気も冷えてきていた。湿しめり気けを帯びた乳にゆう白はく色しよくの霧が、眼がん下かの渓谷へと滝たきのように流れ落ちていく。どこか遠くで鳥の鳴き声がした。

「いたぞ」

　ひさしのように岩いわ崖がけから突き出た巨大な石の下に、アオアシラの姿が見えた。トゥークたちがここまで追いかけてきたことに驚いたようにいったん背中を向けかける。

　だが、それも一瞬のことだった。モンスターのフンや小動物の骨が散らばっている場所で歩みを止めると、トゥークに向かって振り返る。

　後うしろ脚あしで仁に王おう立だちすると、鋭するどい牙きばの間から怒りの白い吐と息いきが噴き出していく。

　フゥゥゥゥ。

　これまでに相そう当とうな打だ撃げきを与えたはずなのに、見る限りアオアシラは健けん在ざいだった。

「行くぞ」

「ニャ」

　フブキはオトリ役を自ら買って出た。アオアシラの脚元に絡からみつくように動き回っては、青せい熊ゆう獣じゆうの注意をひきつける。

　それを待ってから、事前に打ち合わせしていた通り、トゥークとティカルはふたり同時に走り込んだ。キミドリは岩場の陰かげに身を潜ひそめる。

　アオアシラが空に向かって吼ほえた。なぜ狩られるのか、わかってはいまい。それでも生きるために持てる力を振り絞る。

　前脚を使って、下からすくい上げるようにティカルを薙なぎ払おうとしてきた。鋭い爪つめの軌き跡せきが大気を切り裂く。

　ティカルはそれを冷静に見切り、少しずつバックステップを繰り返す。アオアシラが動きを止めたところを見み澄すまして竜りゆう撃げき砲ほうを発射するべく身構えている。

　一度、二度、三度――アオアシラの爪が空を切る。

「今だっ」

　三撃目が空振りした瞬間、ティカルは逆に前へと脚を踏み込む。

　アオアシラのかぎ爪は三度まで。これまでの経験からもたらされた、的確な反撃行動のはずだった。

　だが、アオアシラは止まらない。

「えっ!?」

　アオアシラはなまぐさい息を荒々しく吐き出しながら、血走った目でティカルを睨にらみ続けていた。空振りした三撃目の軌跡と斜めに交こう差ささせながら、狂乱じみた左の前脚の四撃目が来たのだ。

　ティカルは完全に不意をつかれた。

　怒りに我を忘れたアオアシラの動きに対処しきれず、自分から体をぶつけるように鋭い爪の先へと吸い込まれてしまう。

　鈍い音と共に、ティカルの体がくの字になって吹っ飛んだ。そこにアオアシラの巨体がのしかかる。

「ティカル！」

　アオアシラは倒れこんだティカルを両腕で抱え込むようにして引きずり起こすと、力任せに揺さぶり始める。

　トゥークも食らった拘こう束そく攻こう撃げきだ。あれで振り回されると体の自由が失われ、意識が深しん淵えんの底へと引きずり込まれる。

「いかんニャ」

　フブキが後脚に斬きりつけたが、興こう奮ふん状じよう態たいに陥おちいっているアオアシラはびくともしない。

「う……あ」

　血の気を失ったティカルの口から喘あえぎ声ごえが漏もれる。それも次第にかすれていき、今にも消えてしまいそうな瞬間、周囲を見回したトゥークが動いた。

　狩り場でひらめいた直感が、なにをするべきなのかを教えてくれる。ティカルから背を向けて走り出すと、素早く岩場の陰に身をかがめた。

　ここまできて形けい勢せいを逆転されるわけにはいかない。

　トゥークは両手をついてなにかをかき集める仕草をしてから、携帯ポーチから素材玉を取り出してそれをまぶし始める。

「ニャにするニャ？」

　隠れていた岩場の陰から首を出したキミドリが不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげたが、トゥークは答えもせずに立ち上がると、大きく腕を振りかぶった。

　アオアシラ目がけて球きゆう状じようの物体を投げつける。

　ぱんっと弾はじける音がして、アオアシラの体に異い臭しゆうがまとわりつく。

　大きく鼻をふくらませたアオアシラはそれを嫌うように首を振ると、前脚の力を緩ゆるめてティカルを放ほうり出した。

　転がるティカルの元にトゥークが駆け寄る。

「ティカルっ」

「大丈夫です」

　拘束時間が短かったおかげで、さほどの怪け我がはないようだ。

　トゥークはアオアシラにこやし玉をぶつけたのだった。フブキに教えられた拘束を解とくための方法。ティカルが捕つかまったのを見たとたん、即座に行動を起こしていた。

　もちろんこやし玉は持ってはいない。

　だが、調合材料となるモンスターのフンはすぐそこにある。それを素材玉に素早く練ねり合あわせることで、こやし玉を作ったのだ。

「まさか、あの場でとっさに……」

　ティカルが信じられないというように目を見開く。

　どうやら自分は調合が得意らしい。思わぬ才能に目覚めたトゥークはにやりと笑ったが、すぐに表情を引き締め直した。

「行くぞっ」

　叫んだときにはフブキはすでに動いていた。疲れを知らぬ風のような動きで岩場を駆け回り、アイアンネコソードで的確にアオアシラの後脚を狙ねらい続ける。

　トゥークとて負けてはいられなかった。セクトセロを握りしめ、アオアシラを牽けん制せいしつつ背後に回る機会をうかがう。

「竜りゆう盤ばん目もく、竜りゆう脚きやく亜あ目もく――」

　トゥークは無意識のうちにつぶやき始めていた。

　冷静さを取り戻すための子供の頃からのおまじない。

　悠ゆう然ぜんと大空を翔かけるモンスター。

　どんな事態にも動どう揺ようしない、そんな存在になりたいとの願いを込めて言葉を放つ。

　雑ざつ念ねんが消え、狩りだけに精神が集中していく。最初にアオアシラと遭遇したときはそんなことを思いつく余裕もないほど焦しよう燥そう感かんで一杯だったが、今は違った。

　まわりには信頼できる仲間たちがいる。

「甲こう殻かく竜りゆう下か目もく、飛ひ竜りゆう上じよう科か、リオス科――」

　おまじないを唱となえるうちに、それまで目に入らなかったまわりの景色がくっきり見えてきた。アオアシラの息いき遣づかいが直接胸に伝わってくる。

　心が研とぎ澄すまされていくにつれ、疲労していたはずの体が再び軽さを取り戻す。トゥークは、大空を舞うモンスターの姿に自分を重ね合わせた。

　絶え間なく接近戦が続いたことで、さしものアオアシラも疲ひ労ろうを覚えたようだった。次第に動きに精せい彩さいがなくなり、口からだらだらとよだれを垂らし始める。

　爪を振りかざしていた鋭い爪の前脚も、地面につけてうずくまる回数が多くなっていた。

　フブキの繰り出したアイアンネコソードにバランスを崩し、アオアシラが前のめりに前脚をついた隙すきを見逃さずに、トゥークは電でん光こう石せつ火かの速さでうしろにまわりこんだ。

　アオアシラの背中は巨大な山のようだ。トゥークの前に立ちはだかる青い山脈。だがこの峰みねを越えない限り、ハンターとしての眺望はひらけない。

「――リオレウスっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、セクトセロを振り下ろす。

　もっとも柔らかい肉質である、尻の部分に刃が食い込んだ。

　これまでにない手て応ごたえ。アオアシラは鳴き声を上げながら、でんぐり返ってうつぶせに倒れる。弱々しく四し肢しを動かすが立ち上がれない。

「いける」

　無む防ぼう備びな状態のアオアシラの背後に回り込み、背中に沿って斬り込むたびに青と黄の毛が血に染まる。

　フブキとティカルもそれぞれの武器を振るい続けた。今のうちにできるだけの打撃を与えておきたいと誰もが必死だ。

　その中でもトゥークは冷静さを保っていた。フブキの助言を忘れずに、アオアシラが立ち上がると、すかさずティカルたちに合図をし、距離を取って反撃に備そなえる。

　背中を向けていた青熊獣が、体を反転させてトゥークを睨にらむ。

　緑色に輝く目も幾いく分ぶんか力を失ったようだ。体勢を立て直そうと踏ん張る脚の動きも弱々しい。川かわ面もに映ったその姿は、最初に遭遇したときよりも小さく見えた。

　それでもアオアシラは両腕を空へと掲かかげてみせる。

　トゥークが肩や脇腹の痛みをこらえてぎりぎり踏みとどまっているように、アオアシラも生への執しゆう念ねんを見せていた。

「来るか」

　赤い舌を出しながら前のめりに突進してきたアオアシラに対して、あえて立ち向かわずに距離を取る。正面からの殴り合いは避けるべきだと狩猟の中で学んだのだ。

　それに、アオアシラの背後にはティカルがいる。

　なすべきことは注意を引きつけること。あえて無む造ぞう作さにセクトセロを上下に振って、来るなら来てみろと挑発する。

　よだれを振りまきながらアオアシラが飛びかかってくる。

「よしっ」

　鋭い爪に引き裂かれるより早く、トゥークは横っ飛びに回避していた。標ひよう的てきを失ったアオアシラは踏みとどまれず、脚をもつれさせながら頭から地面に倒れこむ。

　表土がめくれ上がり、泥の飛沫しぶきが飛び散った。

　すかさずうしろからティカルが駆け込んでくる。

　担かついだユクモノ銃じゆう槍そう改かいを肩から下ろし、勢いを殺さず背中に突き上げる。

　そのまま中腰に構え直すと、銃じゆう口こうの先端をアオアシラの尻に押しつけ銃じゆう把はを絞った。

　竜りゆう撃げき砲ほう、接射。

　蒼あおい閃せん光こう。

　雄お叫たけびと白はく煙えん。

　射撃の放熱で周囲の雑草がみるみる茶色く萎しおれていく。

　アオアシラは鞠まりのように何度も転がり、四本の脚であえぐようにのたうった。

「いまニャ」

　好機を逃さず、フブキはアイアンネコソードを構えて突撃していく。そしてトゥークも即座にあとに続いた。

　ふたりと一匹で青熊獣を取り囲むように武器を振るう。

　どれだけセクトセロを叩たたきつけたことだろう。額ひたいに浮かんだ汗と一緒に涙も飛び散る。鋼はがね色に輝いていた刃は血と脂あぶらで斬れ味を失ったが、同時にあれほど強きよう固こだったアオアシラの腕わん甲こうも遂に砕け散った。

　アオアシラはやがて四肢をだらんと伸ばして動かなくなる。

「やったか!?」

「いや。まだニャ」

　力尽きたかに思えたアオアシラだったが、トゥークが近寄ってきたのを見澄ましたように、閉じかけていた目を大きく開いた。牙を剝むき出して首をもたげる。

　トゥークは危険を感じ、とっさに側転で回避した。

　アオアシラは仰あお向むけの体をぐるりと反転させると起きあがり、後脚で力強く大地を踏みしめる。

　相当な痛手を受けているはずなのに、まだ立ち上がる。

「すごい」

　青熊獣アオアシラ。渓流を徘はい徊かいする青き巨きよ獣じゆうは、まだ斃たおされることを望んでいない。のっそりとうしろを振り返ると、登ってきた山道を引き返していく。

「追うぞ。ティカル」

　後脚を引きずりながら、それでも懸けん命めいに逃走を始めたアオアシラを追つい撃げきしつつ、トゥークは熱い炎が胸に灯ともるのを感じていた。

　これほどまでに死力を尽くすアオアシラに、多くを教わった気がする。

　あきらめないこと。そして、立ち向かうこと。

　口で言うのは容易たやすいが、それがどれほど過か酷こくな要求なのか、今ならわかる。

　ぶり返してきた傷口の痛み。

　つらい。

　苦しい。

　ここでなにもかも放り棄すてられたら、どんなに楽なことだろう。

　だが、それはアオアシラも同じことだ。それでもヤツはむざむざと狩られたりはしない。

　降りかかった試し練れんに真っ正面から立ち向かい、全力で乗り越えようとする。

　そのことに、ハンターもモンスターも違いはなかった。トゥークもまた、ユクモ村で人々の期待に応こたえるという己に課した試練に挑み、苦しみの末にそれを乗り越えたいと思ったのだ。

「俺は、お前をすごいと思う」

　自分が選んだハンターという生き方を嚙かみしめながら、トゥークはアオアシラの背中にそっと敬意をこめて頭を下げていた。

「師匠」

　ティカルが岩場の一角を指さす。ちょうど崖から突き出た岩が傘かさのように張り出している場所の下にある程度の空間があり、そこにアオアシラの青い体毛が散らばっていた。

　かすかにハチミツの匂いも残っている。

「どうやらここが巣だったらしいな」

　ひざまずいたトゥークは、滑なめらかな岩肌をそっとなぞった。この隙すき間まにアオアシラが身を横たえることで、次第に削けずれていったのだろう。

　モンスターは眠ることで体力の消耗を回復させる。休ませる前に追いつけたのは幸運だった。

　トゥークは青い毛をつまんで匂いを嗅かいでから、ふっと息で吹き飛ばす。

　ティカルはユクモノ銃槍改を担ぎ直し、トゥークに声をかけた。

「行きましょう」
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　渓谷へと通じる小道を駆け下りると、水辺に魚の死し骸がいが転がっていた。鋭い牙で食い荒らされたばかりのようだ。

「アオアシラはハチミツが主食って話でしたけど」

「食わず嫌いじゃないってことだな。失った体力を回復するために、なんでも食べるのか」

　警戒しつつ進んでいくと、エリア６の滝の前で遂にアオアシラのうしろ姿を発見する。

「ペイントボール」

　トゥークが指示するより早く、ティカルはペイントボールを投げていた。

　狙い違たがわず、アオアシラの尻に命中する。それでトゥークたちに気づいたらしい。アオアシラは、のっそり振り返って後脚で立ち上がる。

　けれども、よく見るとその体は傷だらけだった。胸から上の体毛が硬こう質しつ化かした甲こう殻かく部分はところどころ剝がれ落ち、腹際の青い体毛には乾かわいた血がこびりついている。腕甲も棘とげのほとんどが折れていた。

　それでもアオアシラは吼える。

　グォォォォォォォ――――。

　地を這はうような声と共に力強く大地を踏みしめると、掲げた両腕を振り下ろしつつ飛びかかってきた。

　トゥークは動きを読んでいた。

　跳ちよう躍やくしてくるのを見澄まして体をひねる。アオアシラの両腕が振り下ろされたときにはその脇腹に潜り込み、セクトセロを突き立てていた。

「正面からは立ち向かわない」

　足を止めずに側面から背後に回り込む。ためらいのない動きにアオアシラは反応できず、無む防ぼう備びな尻がさらけ出される。

　一撃、二撃、三撃。

　心の中で数えながら、決して引き時を誤らない。アオアシラが振り返るとすかさず距離を取り、横殴りの攻撃は盾できっちり受け止める。

「私も負けてられませんっ」

　ティカルのユクモノ銃槍改が炸さく裂れつする。トゥークに気を取られていたアオアシラは不意をつかれ、苦痛の雄お叫たけびを上げて大地に転がる。

　冷静に、引き際を見定めて、弱点をつく。

　すべては狩猟の中で教わったことだ。

「今です。師匠っ」

　ティカルは援護に徹てつする構えらしかった。接近戦はトゥークに任せ、自分は距離を取りつつアオアシラへの射撃を続ける。

　トゥークの眼がん前ぜんで、全弾アオアシラの頭部に吸い込まれていった。たてがみが弾け飛び、黄色の毛が渓流に舞う。それでも一瞬たりとも意識を逸らさないティカルの集中力に目を見張る。

「ここで決める。ティカルっ！」

　トゥークは右手を挙あげて横に振った。それ以上の意い思し疎そ通つうは必要ない。

「了解ですっ」

　直ただちにティカルは反応し、携帯シビレ罠を設置する。使い時を判断した際の合図を、事前に打ち合わせておいたのだ。

　ティカルが草むらを掻き分け、地面に楕だ円えん形けいをした金属製の罠を仕掛けている間、トゥークはアオアシラの気を逸らすべく全力でセクトセロを振るい続ける。

「完了です」

　携帯シビレ罠がパチパチという音を立てながら、周囲にオレンジ色の火花を放ち始める。

「こっちニャ」

　ティカルが叫ぶと同時に、今度はフブキがアオアシラの目前に躍り出た。わざと隙を見せつつ、携帯シビレ罠へと誘導していく。

　トゥークの執しつ拗ような斬ざん撃げきに興奮状態に陥っていたアオアシラは、目の前をのんびり駆けていくフブキを看かん過かできずに牙をむいた。

　その爪でフブキを切り裂こうと夢中で追いかけ、まっすぐ携帯シビレ罠へと突っ込んでしまう。

　そして――携帯シビレ罠の放電によってアオアシラの体に電気が走り、全身を硬直させて動きが止まった。

「今だっ！」

　トゥークは叫んだ。

　狩りとは自分との戦いでもある。ほんのわずかでも心に揺らぎがあればそれが体の動きに直結し、結果として狩りは不ふ首しゆ尾びに終わる。

　だが、トゥークにもはや迷いはない。

　雑ざつ念ねんを振り払い、必ず狩るという強い気持ちをセクトセロの刃に乗り移らせて斬り込んでいく。

　そこにティカルとフブキも加わった。

　斬る。斬る。斬る。

　斬れ味が鈍っても止まらずに、体ごとぶつかるようにセクトセロを叩きつける。だが、とどめを刺しきれないうちに身をよじったアオアシラによって携帯シビレ罠わなは破は壊かいされた。

　それでもトゥークは動きを止めない。横殴りのアオアシラの爪を盾で受け止めながら、セクトセロで斬り込んでいく。

　トゥークの不ふ退たい転てんの感情が勝まさるか。

　アオアシラの生への執念が上回るか。

　果てしのない我慢比べが続くかと思われたとき、

　ガァァァァァァ――――――――。

　遂にアオアシラが根負けしたように顔を上げると、空に向かってか細い叫び声を漏らした。

「これで、最後だっ」

　汗でぬめるセクトセロを懸命に握り直し、アオアシラの右首筋から左脇腹にかけて袈け裟さ懸がけに斬る。

　そして。

　直立したアオアシラの目から光が失われていき、ゆっくりと横倒しになった。

　巨体が瞬間大きく痙けい攣れんし、そして止まる。

「やった？」

　アオアシラは動かない。

　今度こそ、本当に。

「やった、んだ」

　息が、苦しい。

　体中が酸さん素そを求めている。ちょっとでも気を抜くと、このまま自分も倒れこみそうだ。

　それでも歯を食いしばって耐える。自分で決めた誓いを守るために、トゥークは立ち続けなければいけないのだ。

　――狩ったモンスターへの敬意を忘れてはならない。

　フブキが、必死に耐えるトゥークを見て、納得したようにうなずいた。

　――師匠として、ティカルに無ぶ様ざまな姿は見せられない。

　ティカルは大きく息を喘あえがせながらも、トゥークを見習うかのように、決して膝ひざをつきはしない。

「すごいモンスター、だった」

「し、師匠」

　まだ呼吸が落ち着かないティカルの肩に手を置いてやると、ティカルは泣きそうな顔でトゥークを見た。

「ティカルのおかげだ」

「そんなこと。みんながいてくれたからできたんです」

「ああ。そうだな」

　最後の最後で決まった、仲間たちとの抜ばつ群ぐんの連携によって、見事に狩りを成功させたのだ。

　ハンターとして、これで半人前くらいにはなれただろうかと、トゥークは思う。

「ほっとするのはまだ早いな」

　緩ゆるみかけた緊張の糸をもう一度引き締め直し、剝はぎ取とり用ナイフを取り出す。

「狩りは素材を手に入れてハンターズギルドに戻るまでだ。やるべき事はきちんとしろ」

　アオアシラを狩った証あかしとして、青熊獣の毛と青熊獣の甲殻を入手して携帯ポーチに収める。ティカルも同様に剝ぎ取りを行い、大きな骨を手に入れていた。

「よし、帰るぞ」

　トゥークは、荷物をまとめて立ち上がる。

　斃たおれたアオアシラの体には、早くも小動物や昆虫たちが群がり始めていた。

　彼らの手で、やがて土へと還かえるのだろう。それが自然の掟おきてであり、秩ちつ序じよでもある。

　狩りを終えたと実感したとたん、忘れていた体の痛みがぶり返してきた。早く帰ってユクモ温泉に入りたいと思う。

　村に戻ったらモンスター図ず鑑かんに手を入れなきゃな。アオアシラの項目に追記する内容を、頭の中で反はん芻すうしたそのとき、ふと。

　――風が、止やんだ。

「ニャ？」

　キミドリがぴくっと耳をそばだてる。

「どうしたのキミドリちゃん？」

「ニャンかおかしな気配がするニャ」

「おかしな気配？」

　トゥークはあたりを見回した。

　いつの間にか太陽は傾かたむき、ゆっくりと森の奥へと姿を隠そうとしていた。梢から落ちる影が次第に伸びていき、水面に反射する夕焼けの赤がまぶしい。

　そして水中を滑るように泳いでいく魚の群れ。

　特に不ふ審しんな点はない。

「静かすぎるニャ」

　フブキがつぶやく。

「そういえば、やけに雷らい光こう虫ちゆうが多くないですか」

　ティカルが口にしたとおり、さっきよりも金色に明滅する虫の数が増えている。

「引き返そう。なんだか嫌な予感がする」

　あわただしく荷物をまとめたその瞬間、フブキの純白の毛並みがハリネズミのように逆立った。

「来るニャ！」

　風がうなり、なにかが光ったかと思うと魚たちがいっせいに水面から跳ね上がった。尾びれをせわしなくくねらせて、川が銀色に沸ふつ騰とうする。

「なんなのこれっ!?」

　叫びながら水中に手を入れかけたティカルを、とっさに肩を摑つかんで引き戻す。

「気をつけろ。川が帯たい電でんしている」

「川が!?」

　沸騰していた水面が収まったかと思うと、今度はあたり一面が白く染まった。

　その正体に気づき、歯が鳴るほどに愕がく然ぜんとする。

　何十匹もの魚が白い腹を見せて浮かんでいた。炎に焼かれたように真っ黒に焦こげている魚もいる。

　一瞬にして死の川と化した光景は、トゥークの想像のおよばないものだった。

「いったいなにが起こったんだ!?」

　答える者は、いなかった。

　渓谷の深い森の奥から地鳴りがする。落ち葉を踏みにじる重低音。靴の裏にかすかに震しん動どうが伝わってくる。空気が急速に乾かん燥そうしていき、得体の知れない圧迫感に喉が灼やける。

「気をつけるニャ」

　フブキに注意されるまでもなく、トゥークの本能がセクトセロを握らせていた。指の関節が白くなるほど固く摑んでいるにもかかわらず、小刻みに腕が震えてくる。

　なにかが木立の向こうから姿を現そうとしていた。

　かつて遭遇した経験のない圧倒的なもの。木の幹が揺さぶられ、梢が右に左にと激しくしなう。

「来た」

　巨木を押しのけるようにして現れたそいつは、東の空に上り始めた月の光を浴びてぎらぎらと青白く輝いていた。

　最初に目に入ったのは、二本の角。

　太く鋭く、己の力を誇こ示じするように頭の上から突き出している。

　その下から覗のぞいた目は小さいが青白く輝き、嚙み合わされた牙はいかなる物をも嚙み砕くかと思えるほどに鋭利だった。尖とがった顎と合わせて鋭角的な印象を抱かせる。

　そして見上げるほどに巨大な体軀。

　アオアシラも大きく感じたが、さらに二回りは大きい。分厚い胸板に生えている剛毛。その両脇から背中にかけて、鱗うろこが変質したと思われる金色の二列の棘が並んでいる。

　大地を踏みしめる前脚も巨木に引けを取らないほど太く逞たくましく、親指らしき爪は脚の側面から刃やいばのように突き立っていた。

「なんだこいつは……」

　トゥークは自分の声がかすれているのに気がついた。

　ティカルは目を見開いたまま硬直しており、キミドリはあっさり姿を消している。

「ジンオウガ」

　フブキがつぶやく。フブキだけがすっくと二本の脚で立ち、アイアンネコソードを手に警戒態勢を取っていた。

　雷らい狼ろう竜りゆうジンオウガ。

　村で噂うわさになっていた発光現象の正体はこいつだったのか。

　トゥークは頭の中で必死に情報を検けん索さくしたが、モンスター図鑑にもほとんどなにも記しるされていない。詳しい生態や活動範囲は謎なぞとされ、ためらいがちな推すい測そくがわずかに書かれているだけだ。

　しかし、そんな推測など実物の存在感を肌で感じた今となっては意味をなさない。ジンオンガの体全体からみなぎる凶暴な力が、現実の圧力となってトゥークの肌を押し込んでくる。

　森から出てきたジンオウガがトゥークたちに気づいた。なんだコイツらはと言いたげに微かに唸り、その実力を測はかるかのように立ち止まった。

　もしこのとき、足音を忍ばせつつ後退したなら、あるいはそれ以上の注意を引かずに拠点ベースキヤンプに戻れたかもしれない。

　だが、トゥークもティカルも純じゆん粋すいすぎた。突如現れたモンスターに初めは呼吸を忘れるほどに驚いたものの、ジンオンガが正面に立ちはだかるに至ってハンターとしての本能が武器を構え直させたのだ。

　その行動が、ジンオウガに目の前の存在が排はい除じよすべき障しよう害がいだと認識させた。

　オォォォォォォォ―――――――――ン。

　渓谷にこだまするほどの雄叫びを上げると、ジンオウガは巨大な前脚を振り上げる。

　風が切り裂かれ、空気が震えた。眠りを妨げられた鳥たちが、いっせいに夜空に舞い上がる。

　渓流にこだましていく咆ほう哮こうを耳にした瞬間、体が痺しびれるように硬直するのをトゥークは感じた。

「師匠っ」

　ティカルの声にはっと我に返って反射的に前転をする。考えるより先の行動だった。一瞬前までトゥークがいた場所に突進してきたジンオウガの爪が叩きつけられ、地面がスポンジのようにえぐられた。

　そして蜘く蛛もの巣す状に地を走る青白い閃光。

　トゥークの背後で、めりめりとなにかが倒れる音がした。

　圧倒的な力の差を体に刻み込まれる。これまでそれなりの数のモンスターと遭遇してきたが、太た刀ち打うちできないと感じたのはジンオウガが初めてだった。

　雷狼竜は木々を薙ぎ払って暴れ続ける。

「撤てつ退たいだっ！」

　勝ち目がないのを本能的に悟ったトゥークは、喉が裂さけんばかりに怒鳴った。ティカルも青ざめた顔でうなずき返す。

「キミドリちゃんっ」

　呼びかけに反応して、キミドリがどこからともなく姿を見せる。ティカルの肩に飛び乗った。

「フブキも」

「ニャ」

　フブキはアイアンネコソードを収めると、退路を確認するためにあたりを見まわす。

「いかんニャ」

　ジンオウガの突進によって老木が根元からへし折られていた。それが拠点へと通じる道をふさいでいるのだ。

　洞窟方面に向かう遠回りの道もあるが、そちらはジンオウガが立ちふさがっている。

「強行突破しかないニャ」

「強行突破」

「いったんあいつをひるませてから、その隙すきに脱出ニャ」

「だけど」

　できるのだろうか。あんな強大なモンスターを前に。

　セクトセロを握った手が震える。

　こうなったら誰かがオトリになるしかない。それは誰だ。新人のティカルに任せられるはずがない。だとしたら、残った答えはひとつだけ――。

「行くニャ」

「なに!?」

　自分が行くしかないと、トゥークがなんとか勇気を奮ふるい立たせている間にフブキが動いた。切り株を巧こう妙みように利用しつつ、ジグザクにジンオウガへと近づいていく。
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「フブキ!?」

　トゥークは信じられない思いだった。自分よりも遥はるかに強大なモンスターに、フブキは臆おくすることなく立ち向かっていく。

　フブキの動きは敏びん速そくで、ジンオウガにとっては突然目前に現れたように見えたのだろう。前脚が振り下ろされたときには、すでにフブキはジンオウガの腹の下に滑り込んでいた。

　アイアンネコソードで後脚に斬りつける。

　だが、目立った痛手は与えられないようだった。それでもフブキは勇ゆう敢かんにも、ひるむことなく攻撃を続ける。

　ジンオウガはとぐろを巻くように体を旋せん回かいさせつつ、どうにか視界に捉えようとするが、フブキの動きの方が速かった。

　業ごうを煮やしたジンオウガがでたらめに振り下ろした前脚を軽々と避よけると、そのまま脚に飛び移り、一気に頭の上にまで駆け上がる。

　トゥークでは届かなかったであろうジンオウガの頭部に、アイアンネコソードが斬りつけられる。

　鋼と角がぶつかり合う、激しく鋭い音がした。

　ジンオウガは首を振って振り落とそうとするが、フブキは堅かたく生え揃そろったたてがみにしがみついて離れない。

「フブキっ」

　トゥークは叫んで走り出した。できる限り気づかれぬよう上体を低くしながら、一気にジンオウガとの距離を詰める。

「食らえっ」

　巨大な尻尾の先目がけてセクトセロの刃を振り下ろしたが、ぶあつい鱗に弾かれた。

「歯が立たねぇっ！」

　トゥークは思わず叫んでいた。こんな手て強ごわすぎる相手、どうすることもできない。

　フブキもついに放り出された。地面に叩きつけられそうになるのを、体をひねって着地する。そして素早く藪やぶに潜り込んで待たい避ひした。

　ここで、終わりなのか――？

　なけなしの勇気が蒸じよう発はつしていく。

「……違う」

　足が震えてそのままへたりこみそうになる。

「違うんだ」

　あきらめるという文字は、モンスター図鑑のどのページにも書かれていない。

　このままでは全ぜん滅めつは必至だ。生きるためには、立ち上がらなければいけないのだ。砕けそうになる膝にこぶしを打ちつけ、トゥークはどうにか踏みとどまった。

「はぁ……はぁ」

　呼吸が荒く、激しくなっていく。抑えようとしてもできなかった。喉の奥からせり上がってくる恐怖感。

　それでもトゥークは歯を食いしばってそれを飲み込む。

　負けて……たまるかっ。

「いったん引くぞ」

　背後に控えるティカルに叫ぶ。

　トゥークはティカルと共に後退すると、ジンオウガの目が届かない雑木林の奥にみんなを集めた。

　懸命に呼吸を整え、ともすれば震えそうになる声を絞り出して覚悟を語る。

「俺がオトリになる。みんなはその隙に逃げてくれ」

「なにを言うんですか師匠」

「なんとか時間を稼かせぐから、合図をしたら俺とは反対方向に走るんだ」

「師匠だけを置いてはいけません。オトリなら私が」

「議ぎ論ろんしている場合じゃないだろっ」

　ティカルの反論を強引にねじ伏せる。初めてトゥークに怒鳴られて、ティカルは口を半開きにしたまま固まった。

「接近戦はガンランスよりも片手剣の方が立ち回りやすい。俺の方が適てき任にんだ」

「で、ですけど」

「みっつ数えたら走るんだ」

　議論を打ち切る。言い争っている余裕はないし、時間が経つほどに決心が揺らいでいきそうな自分が怖かった。

「ひとつ」

　大丈夫。

「ふたつ」

　俺は行ける。

「みっ……」

　最後の数を数えようとしたとき、ぽんと太ふと股ももを叩かれた。思わず言葉を呑み込んでしまう。

「もうそれで十分ニャ」

　フブキが、穏おだやかな目でトゥークを見上げていた。

「片手剣は接近戦に有利だけど、それならもっと有利な武器があるニャ」

　フブキはアイアンネコソードを高く掲げる。

「お前、まさか」

　フブキはふっとヒゲを震わせる。

「トゥーク。貴様はやっぱりユクモ村一のハンターニャ。みんなが貴様に期待したのは間違いじゃなかったニャ」

　フブキの蒼い目が穏やかになり、それから再び鋭さを増した。

「最後に全力、見せてやるニャ」

「フブキ、よせ！」

　引き留めようとしたが、フブキはトゥークの伸ばした指先をすり抜けた。

　その動きは正に疾しつ風ぷう。

　雑木林を飛び出すと、強大な雷光目がけて颯さつ爽そうと立ち向かっていく。

　フブキを認識したジンオウガは、小うるさいやつが来たとでも言いたげに喉の奥で唸る。四し肢しを踏ん張り、正面からフブキを撃砕する構えを見せた。

　ジンオウガの横殴りの一撃。まともに食らえば、いかなる大木だってへし折れるだろう。

　だが、それをかいくぐってフブキが跳ぶ。

　体を前後に伸ばし、流れるようなフォルム。

「疾はやいっ」

　フブキの動きに、ジンオウガでさえついて来られない。

　フブキはもう一度ジンオウガの頭の上に駆け上ると、アイアンネコソードを右の角目がけて振り下ろした。

　一撃目は弾かれる。

　だが二撃、三撃。ひるむことなく立ち向かう。

「ティカル」

　トゥークは視線を逸らさないまま、隣のティカルに語りかけた。

「俺たちも行くぞ」

「もちろんですっ」

　トゥークが走ると、ティカルもすぐに続いた。

　ここでフブキを見捨てて自分たちだけが撤退する？

　そんな選択、ありえるはずがない。

「うおおおおおっ」

　ジンオウガが間近に迫る。走り寄った勢いを殺さずに、裂帛の気合いと共に脇腹目がけてセクトセロを振り下ろす。腕が折れても構いはしない。

　ティカルの竜撃砲も炸さく裂れつする。胴体部分に命中し、ジンオウガを包んでいる蒼い光が真紅の火花に塗ぬり替えられる。

　だが、それでもジンオウガはひるまない。

　オオオオオオオォォォォ――――ン。

　ジンオウガを包む青白い閃光が輝きを増した。背中に纏まとっている超ちよう電でん雷らい光こう虫ちゆうがいっせいに活発化し、放電を始めたのだ。

「なんだこれっ!?」

　ジンオウガの全身がまぶしく輝く。見たことのない現象だが、ハンターとしての本能が最大級の警告を発する。

「まずいっ」

　だが、今さら引き返すことはできなかった。恐怖をむりやりねじ伏せて、トゥークはセクトセロを振るい続ける。

　ジンオウガがひときわ蒼く輝いた。もう目を開けてはいられない。

　死の風がトゥークの頰を舐なめた気がした。

　ティカル。カルッタス。村長さん。

　心につぶやく。

　父さ――。

　だが、次の瞬間トゥークの耳に聞こえてきたのは、ジンオウガの咆哮ではなくなにかが砕ける音だった。

　目を開けると、ジンオウガの体から光が消えていた。

「これは!?」

「ニャー」

　ジンオウガにしがみついたままのフブキは、誇らしげにアイアンネコソードを掲げる。放電の寸前、三人が与え続けた手傷が蓄ちく積せきし、さしものジンオウガも帯電能力が失われたのだ。

　一筋の希望が切りひらかれた。

「今だ。逃げるぞ」

「了解です」

　一いつ矢し報むくいたとはいえ、このまま立ち向かうのは不可能だった。ジンオウガもすぐに立ち直るだろう。この隙を逃すわけにはいかない。

「フブキ、早く」

　トゥークは、フブキを受け止めようと両手を差しのべた。

　そこを目がけて、フブキはジンオウガの頭から跳躍する。

　まばたきひとつの間の滞たい空くう。けれども、そのときばかりはフブキも無防備だった。

　己の角を傷つけた相手をむざむざ逃がすほど、ジンオウガは甘くはなかったのだ。

　横殴りの風が吹く。

　前脚の先から突き出している剃かみ刀そりのような爪が、フブキの脇腹を引っかける。

　純白の毛並みが、赤く染まった。







　終　章　ティカルの涙







『青熊獣アオアシラは口から白い息を吐き出した場合、怒りから通常とは異なる行動を取る。移動しながら前腕を振る回数が多くなるのでハンター諸氏は注意されたい。またハチミツを携帯していると匂いにつられて接近してくる。抱きすくめるように拘束された際に奪われることがあるが、実はアオアシラはその後ハチミツを食べることに夢中になるため無防備な状態に陥るのだ。筆者はそれに気づくのが遅れたため好機を生かしきることができなかったが、読者諸賢は筆者の体験を反面教師として今後の狩りに役立てて欲しい』

　

　トゥークはペンを置くと、書いたばかりの文章を読み直した。

「これでいいかな」

　取り立てて文才があるわけでもないので、これだけ書くのにずいぶんと時間が掛かってしまった。

『読者諸しよ賢けん』とかちょっと気取った言い回しも読み返してみると気になるが、ご愛あい敬きようということにしてもらおう。

「これでアオアシラの項目はほとんど埋うまったかな」

　未完だったモンスター図ず鑑かんが、自分の手で完成へと近づいていく。それはとても胸が躍おどることではあるが、同時に先の長さを感じずにもいられない。

　本をめくっていくトゥークの手が『雷らい狼ろう竜りゆうジンオウガ』と記されたページで止まる。

　真新しいインクで書かれたモンスターの名前の下には、大きな余白が広がっていた。

「なにもできなかった」

　逃げ帰ることしかできなかった自分。その光景は今でも時とき折おり夢に見て、心が疼うずく。

　だが、いつか必ず借りを返す。

「見てろよ。お前のことを隅から隅まで調べ尽くして、あまさず書き込んでやるからな」

　ジンオウガと遭そう遇ぐうしたことに思いを馳はせると、自然と一匹のオトモの顔が浮かぶ。

　あれから半月が過ぎていた。

「フブキ……」

　複雑な思いを抱きながら、トゥークは家を出るとユクモ農場へと向かう。

「あ、師匠」

　農場の入り口に建てられている木のアーチをくぐると、ティカルが走り寄ってきた。

　いつも通りに元気いっぱいだが、表情はいくぶん緊張気味だ。しきりにお下げの赤いリボンをいじっている。

「スオウは？」

「少し遅れるって、さっきカルッタスさんが来て教えてくれました」

「あのおっさんも来てるのか？」

「はい。中で散歩しているみたいですけど」

　ティカルはうろうろ視線をさまよわせる。

「あの、私、どうしたらいいんでしょうか？」

「いつものままでいればいいだろ。オレはカルッタスのおっさんと話をしてくるが、お前はどうする？」

「あ、えと、ここで待ってます」

「そうか。じゃあスオウたちが来たら教えてくれ」

　いったんティカルと別れて農場に入る。

「おはようございますニャ」

「やあ」

　管理人アイルーと挨あい拶さつを交わしてから、土ど手てを下って畑へと向かう。途中でキミドリがいつものように気持ちよさそうに昼寝している。鼻はな提ちよう灯ちんにつられるように、蝶ちよう々ちようがひらひら寄ってきていた。

「相変わらず暢のん気きなやつだなぁ」

「それがキミドリのいいとこニャ」

　トゥークの言葉を引き取ったのは、新雪のように真っ白なアイルーだった。

　アイスブルーの目が、深い知性を湛たたえてきらめいている。

「よう。フブキ。久しぶりだな」

　フブキはアイアンネコソードを担かついで、元気にトゥークの横に立っていた。

「しばらく見なかったけど、どうしてたんだ？」

「ヤボ用ニャ」

　フブキは相変わらず素っ気ない。

「それにしても、よく無事だったもんだよな」

　――あのとき、ジンオウガの爪つめがフブキの腹を切り裂いたと、トゥークは信じて疑わなかった。

　真っ赤に染まった体を抱きかかえながら走って走って走り抜き、ジンオウガが追ってこないと確信したところでへたりこんだ。

『フブキ、フブキしっかりしろ』

　頭の芯しんから血の気が引いていくのを自覚しながら、ぐったりしているオトモアイルーの体をゆさぶる。

『フブキ。しっかりしろ。噓うそだろ、おい！』

『フブキちゃん』

　ティカルも涙を浮かべながらすがりつく。

『いや、いやだよ。こんなのって』

『なんだかニャ～』

　動どう転てんしているトゥークとティカルを尻目に、キミドリがふわぁとあくびをする。

　それからちょんちょんとトゥークの袖そでを引っ張って、

『ふたりとも、とりあえず落ち着くニャ』

『落ち着いてなんかいられるかよ。キミドリ、お前はどうしてそんな平気な顔をしていられるんだ。仲間がこんなことになっちまったんだぞ』

『そ、そんニャ～』

　キミドリは傷ついたようにヒゲを震わせた。それからこぶしにふっと息を吹きかけると、トゥークの脳のう天てんにゲンコツを食らわす。

『痛っ。なにすんだ！』

『よく見るニャ。フブキのどこが怪け我がしてるんニャ？』

『え？』

『染料がついてるだけだニャ～。麻ま酔すい玉だまの影響で眠ってるんだニャ』

『噓、だろ』

　トゥークはおそるおそる指の先で、フブキの毛についている赤い液体をぬぐってみた。

　鼻に近づけて匂においを嗅かいでみる。

　つんと、かすかに目に染みる刺し激げき臭しゆうがした。

『ほんとだ』

　捕ほ獲かく用麻酔玉。ハンターズギルドから支給されたアイテムが、フブキの体にべっとりと付着していたのだ。捕獲用麻酔玉は取とり扱あつかい注ちゆう意いの意味合いのため、赤く着色されている。

　血だと思ったのは、その染料の色だった。

『それじゃ、フブキは……無事』

　全身の力が一気に抜ける。

　心配するやら安心するやらで頭の中がぐしゃぐしゃになり、思わずフブキの尻しつ尾ぽをつかむと宙ちゆうづりにした。

『ニャ？』

　ようやくフブキが目を覚ます。

　逆さまになっている自分に気がついて、

『ニャにするニャ～』

『こいつ、心配かけさせやがって！』

　暴れるフブキの耳元で、トゥークは力一杯叫んだのだった。

「ちっくしょ――――！」
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　ユクモ農場の上を、まっしろな雲が通り過ぎていく。

「……あのときは、本気で心配したんだぜ」

「オレがやられるはずないニャ」

　くちびるを尖とがらせるトゥークに対して、フブキは自じ慢まん気げにヒゲを震わせる。

「なあ。お前は俺を認めてくれたのか？」

　トゥークはフブキの隣に腰を下ろすと、手近な雑ざつ草そうをむしって訊たずねた。

「アオアシラ狩りのとき、拠点ベースキヤンプで俺を信頼できないって言っただろ。あれは効きいたよ」

　ドスジャギィを狩って調子に乗っていた。それを危き惧ぐしたフブキは、あえて厳しいことを言ってくれたのだと今ならわかる。

「仲間に信頼されないハンターなんて最悪だ。だから俺は自分のできる限りのことをして、みんなに認められなくちゃいけないって思った。ジンオウガを前にして思いついたのは、せめてティカルやお前らを守ることだけだったんだ」

　だが、フブキはオトリになろうとしたトゥークを引き留めて、ユクモ村一のハンターだと言ってくれたのだ。

「貴様の覚かく悟ごは確かに見届けたニャ」

　フブキの声はいつもと変わらず物静かだったが、以前よりもほんのわずかに親したしみが込められているようにトゥークには思えた。

「学んだことをすぐに身につけるのは貴様の長所ニャ。それを生かして貴様は全力を尽くしてアオアシラを狩ったニャ」

「フブキ……」

　フブキは透すきとおった目でトゥークを見た。

「貴様のことを、オトモするのにふさわしいハンターだって認めるニャ」

　静かな言葉が胸に染みた。これまでふたりの間にあった目に見えないぎこちなさが溶とけた気がする。トゥークが頭をそっと撫なでてやると、フブキは嫌がりもせずに目を閉じた。

　初めて触れたフブキの毛並みは、雪のように滑なめらかで心地よかった。

「俺、実はリーダーになるのは初めてだったんだ。今までは先せん輩ぱいハンターのあとをくっついていくばかりで、自分でチームをまとめた経験はなかったし」

「それくらい、最初に会ったときすぐにわかったニャ」

「そ、そうなのか」

　やはりフブキには見抜かれていた。だからこそ気遣われていたのだと今ならわかる。フブキに苦手意識を持ったことを申し訳なく思った。

「で、やっぱり俺を採さい点てんしてたのか？」

　背後で感じるフブキの視線が、どうしても気になっていたのだ。訓練所のハンター教官が新人に不合格を言い渡すときのような、そんな気配。

「さぁ。どうだかニャ～」

　フブキはおどけたように片目をつむる。常に冷静で無口なオトモアイルーが、初めて見せた仕草だった。

「ご想像にお任せするニャ」

「それにしてもお前、さっきはずいぶんと偉えらそうに言ってくれたじゃないか」

　トゥークのことをオトモするのにふさわしいヤツとは、ずいぶんと上から物を言うアイルーだ。

　フブキは両目を開けると不ふ敵てきに笑う。

「こう見えても、オトモ仲間じゃちょっとは名が知られてるんニャぞ」

「オトモ仲間？」

　トゥークが眉まゆをひそめると、フブキがアイアンネコソードの先端で農場の奥を指し示す。

「みんなオレの仲間ニャ」

　様々な毛並みのアイルーたちがそこにいた。

　一匹、二匹、三匹、たくさん。

「いつの間にか増えてやがる……」

　絶句するトゥークに気づいたらしく、アイルーたちはいっせいに駆け寄ってきた。

「こんにちは旦だん那なさん」

「よろしくニャ」

「よろしくですニャ」「ニャ」「ニャ」「ニャ」

　期待と好奇心に満ちあふれた目。十匹以上のアイルーに取り囲まれて、トゥークは身動きが取れなくなる。

「なんなんだこれはー！」

　絶ぜつ叫きようするタイミングを見計らったように、群がるアイルーたちを掻かき分けて、カルッタスが姿を現した。

「いやいやいや。どうもどうも」

「おっさんのしわざか」

　思わず襟えり首くびをしめ上げる。カルッタスは「うげげ」とカエルが鳴いたような声を出してから、とんでもないと首を振った。

「違いますって。みんなアンタに興味があるんですよ。ぜひ紹介してくれって頼まれたから連れてきただけなんでして」

「興味ってなんだ」

「渓けい流りゆうでの狩り、キミドリから聞きましたよ。噂うわさに違たがわぬ活かつ躍やくだったそうじゃないですか」

「そんな。俺は別に……」

　ジンオウガを相手に逃げ帰ってきただけなのだ。幸い、その後ジンオウガは渓流を離れたらしく物資の往おう来らいは再開していたが、それはトゥークの手て柄がらではない。

「謙けん遜そんしなさんな。アンタは立派でしたよ、ほんと」

　まるで見ていたかのようにうなずくカルッタス。まわりにいるアイルーたちも、いっせいに尻尾を振ってトゥークを讃たたえる。

「ボクも旦那さんと狩りに出たいニャ」

「オイラもニャ。大だい冒ぼう険けんニャ」

「ボクもボクも」

「ニャ」「ニャ」「ニャ」「ニャ」「ニャ」「ニャ」「ニャ」「ニャ」「ニャ」「ニャ」「ニャ」

　アイルーたちの大合唱。

「うわ、なんだこりゃ」

　順番に足に顔をすりつけられて、トゥークは困った。

「次の狩りには、この中から誰か選んで連れて行ってやってくださいな。お願いですよ」

　困っているところにカルッタスに念を押されて、思わずうなずいてしまう。

「やったニャー。わーいわーい」

　晴れてオトモとなったアイルーたちは、後脚立ちして手を叩く。とんぼ返りをする者もいて、ユクモ農場は大騒ぎだ。

「なんだかなぁ」

　頭を掻いていると、管理人アイルーが知らせを持ってやって来た。

「スオウさんたちが到着したニャ」

「おっ、そうか」

　トゥークは入り口に向かって走り出す。カルッタスやフブキたちもそれに続いた。

「自分のことでもないのに緊張するな」

　狩りとは違った緊きん張ちよう感かん。

　きちんと背筋を伸ばして立つティカルの前に、スオウたちがいた。

　ユクモ村に着いたばかりで埃ほこりまみれのスオウのうしろに、見知らぬ男女が手を取り合って立っている。ふたりとも四十代前半といったところだろうか。苦労したのだろうか、歳としのわりには目尻に皺しわが目立っている。

　そのうちの男性の方がためらいがちに口を開く。

「ティカル……なのか」

「あ、えっと」

　声をかけられたティカルは、直立不動の姿し勢せいのまま、どうしてよいやらわからないかのようだった。

「ほら、ちゃんと答えてやれ」

　スオウにうながされ、ティカルはぎこちなく自己紹介する。

「ティカルです。たぶん十六歳で、えっと」

　ためらうようにいったん口をつぐんだが、すぐにうつむきかけた顔を上げる。

「お父さんの名前はサジク。お母さんはマナです」

　とたんに男性の顔がくしゃくしゃにゆがんだ。

「ああ、やはりティカルだ。私の娘」

　あとはもう声にならない。

「あなた。ティカルが、ティカルが」

　隣の女性も前掛けで顔を覆おおって嗚お咽えつする。スオウは、ティカルの背中をそっと押してやった。

「ずっと探していた両親にやっと会えたんだ。なにか言うことあるだろう」

「なにかって、わ、わからないですっ」

　ティカルはあいまいに笑っている。自分の表情をどう作ったらいいのかわからなくなってしまったようにトゥークには思えた。

「いいんだいいんだ。なにも言わなくてもいいんだよ」

　男性が涙を払いながらうなずく。

「長い間ひとりぼっちにさせてしまったことを許しておくれ。ずっと捜さがしていたのだよ。どうしても行方がつかめなくて、だけどきっと生きていてくれると信じていたのだ。母さん、あれを」

　女性は手にしたバスケットからなにかを取り出した。白い布で包くるまれており、開くとそこに現れたのは。

「私の薬草……」

　ティカルがつぶやく。

　ユクモ農場でティカルが収穫した薬草を紐ひもで束たばね、そこに荷札をつけて『ティカル』と直じき筆ひつサインを入れている。

「わしらの村にもユクモ村の評ひよう判ばんが流れてきてね。すばらしく美お味いしい薬やく草そう粥がゆを作るハンターがいるという噂だったよ。そのハンターが作った薬草を取り寄せ、レシピ通りに作ってみたら驚いた。こりゃ母さんが作った粥と同じ味だぞって。なぁ、母さん」

「ええ、ええ。そりゃびっくりしましたよ」

　女性はこぼれ落ちる涙をぬぐいながら、

「それで確信したんですよ。これはティカルだ。ティカルがあたしらのためにお粥を作ってくれたんだって。それでスオウさんにお願いして、一緒に連れてきてもらったんです」

「取る物もとりあえず、大急ぎでやってきたのだよ」

　こうして、ティカルの薬草粥が決め手になって、十数年ぶりに親子は再会できたのだった。

「お母さん……お父さん」

　ティカルはためらいがちにそっと近づく。

　女性が、もう離すものかときつくティカルを抱きしめた。男性も優しく肩を抱く。

　ティカルは、我慢できないというように叫んだ。

「会いたかったです。会いたかったですっ」

「ティカル。すまない」

「怒ってなんかないです。ただ、私、あれ？」

　小首を傾かしげたティカルは、ぎこちない笑顔を見せたままだ。

「おかしいな。嬉うれしいのに涙が出てきそう。泣くと悲しくなるから、ずっと笑っていようって決めてて、だから」

「いいんだ。もういいんだ。思う存分泣いていいんだよ。だってそれは、喜びの涙なのだから」

　男性の頰に一筋の涙が伝う。女性は号ごう泣きゆうし始める。

　ふたりに抱きしめられながら、ティカルの肩が小刻みに震えていく。

「うっく」

　嗚お咽えつが漏もれ、そして。

「うう、うああぁぁぁぁ。おとうさん。おかぁさん。うぁぁぁぁぁぁああああ」

　切れ切れの叫びと共に、十年以上心の奥底にしまい込んでいた涙が解放される。

「お母さんの味、覚えていて、よかった」

　あとは声にならなかった。瞳から透明な雫しずくが盛り上がり、あとからあとから溢あふれ出だしてくる。

　ティカルは、両親と堅く抱き合った。

「よかった。よかったなぁ」

「ニャ～」

　スオウとキミドリももらい泣きしている。

　そんな中、トゥークはそっとその場を離れた。胸は熱くなっているし、ティカルにも声をかけたかったが、親子水入らずの対面を邪じや魔ましたくはなかったのだ。

　俺はあいつの『師匠』として、なにか役に立てたのか。

　わからない。けれどもはっきりしているのは、もし自分がユクモ村から逃げ出していたら、この胸に染み込む光景を目にすることはなかっただろうということだ。

　よかった。本当に。ティカルの笑顔が見られたことがとても嬉しい。それだけでトゥークは満足だった。

　気づくと集会浴場の近くまで来ていた。心の高ぶりのままに足が勝手に石段を登り、温泉の方へと向かってしまっていたらしい。

　そこで見知った顔と出会う。

「やあ」

　石段の上から挨拶したのは、以前温泉で知り合った青年ハンターだった。

　連れの女性も一緒だ。隣村での依頼クエストを終えて戻ってきたのだろう。

「よう」

　トゥークも返事をしようと手を上げかけて、途中で動きがぴたりと止まる。ふたりの身につけている装そう備びに気がついたのだ。

「なんだ、あれ？」

　ふたりともユクモ村では目にすることのない、見慣れぬ装備を身につけていた。

　青年は淡あわい翠みどり色いろをした鎧よろいを身につけている。モンスターの甲こう殻かくを幾いく重えにも重ねたもので、頭にかぶっているヘルメットの左右から飛び出している白い羽が特徴的だ。武器はボウガン。こちらもトゥークの知らない素材でできているが、威い力りよくの程は一目見ただけで察しがつく。

　対する女性は赤い防具。硬こう質しつな彼女のイメージにふさわしい鋭えい角かく的てきなフォルムだ。手にしているのは太た刀ち。希き少しような素材を使って鍛え上げられたであろうそれは、芸術的なまでに美しかった。

「え、なんだよその格かつ好こう」

　ハンターは、装備をひと目見ただけで相手の技量を推おし量はかれる。たとえそれが見知らぬ装備であったとしても、武器や防具が醸かもし出している雰囲気でそれとわかるのだ。

　そこから導き出された結論は、ふたりともトゥークがおよびもつかないほどの実力の持ち主ということだ。

　出会ったのは温泉で、だからふたりのハンターとしての装備を見るのは初めてだったが、それにしても予想外すぎる展開だった。

　新人扱いしてしまった温泉でのやり取りを思い出し、冷や汗がだらだらと背中を伝い始める。

「……なんで早く言ってくれなかったんだ」

「君の話は楽しかったし、含がん蓄ちくに富んでいたからね。とても勉強になったよ。ありがとう」

　どこまでも謙けん虚きよな青年に、ますますいたたまれなくなる。超一流のハンター相手にドスジャギィの弱点を講こう釈しやくするなんて、恥ずかしすぎる。

「あんまり気持ちよさそうに話しているから、邪魔をするのも悪いと思って、な」

　相棒の女性も生き真ま面じ目めにうなずく。

　トゥークはあまりの恥ずかしさに、もう少しで泣きながら石段を駆け下りようとしたが、すんでのところで思いとどまる。

「ひょっとして村の人たちが呼んだ凄すご腕うでハンターって、お前ら、じゃなくってあんたたちのことだったのか？」

　そういうことなら、村に来たときあれほど大歓迎された謎なぞは解とける。スオウたちはトゥークを一流ハンターとして疑っていなかったし、今でもそうだ。

　それを思うといまだに心苦しくなってしまうトゥークだったが、彼らと間違えられたのなら納得できた。

　なら、これからは俺の代わりに村の英えい雄ゆうになってくれ。

　けれども、青年は不思議そうな顔で否定した。

「僕たちは旅の途中でたまたま立ち寄っただけだよ。それまでユクモ村には来たことなんてなかったし」

「じゃあ、いったい誰と勘かん違ちがいしたってんだよ？」

「初めから間違ってなんかいなかったんじゃないかな」

　青年の意見に、トゥークは両手を顔の前で交差させた。

「それはない。ぶっちゃけるけど、俺は今までドスファンゴしかひとりで狩ったことはなかったんだ。それまではベテランハンターのうしろをくっついていただけだったし、そんな俺が期待されるはずないだろ」

「でも、君の名前はユクモ村以外にも知れ渡っているそうじゃないか。それは一流ハンターの証あかしだろ？」

「あれはティカルのために大おお芝しば居いを打ったっていうか、とにかく実力は伴ともなってないんだよ」

「それは違いますなぁ」

「うおっ」

　うしろから話しかけられて、トゥークはのけぞる。

　いつの間にかカルッタスがそこにいた。

「いきなり声をかけるなって言ってるだろっ」

「仲間のために自分のできることをする。実に立派です。だから卑ひ下げする必要ないですってば」

　うんうんとうなずくカルッタス。

「……おっさんに言われると、なんか力が抜けるんだな」

「ひとついいことを教えてあげましょう。アンタには、自分が気づいていない力がある。それを大切にするといい」

「な、なんだよその力って」

「それは秘密です」
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　カルッタスは不気味にウインクをした。

「適てき当とうなこと言ってると、いくら温おん厚こうな俺だってしまいには怒るぞ」

「あ、みなさん来たようですよ。今の話はこのくらいで」

　ティカルを始め、その両親やスオウ、それに村長も石段を登ってきた。村人たちも大勢ついてくる。

「村の人たちは本当にアンタに感謝してるんです。だからさっきみたいにぶっちゃけないで、ここはひとつ大人の対応、お願いしますよ」

　カルッタスに耳打ちされて、トゥークはなにも言えなくなってしまう。

　これまでユクモ村にハンターがなかなか住み着いてくれない苦労話を聞かされていたし、自分が去ったら村に常じよう駐ちゆうするハンターがいなくなってしまう。

　結局、凄腕ハンターは現れなかった。あの噂は、きっとなにかの間違いだったのだろう。

　だとすると、やはり自分が村を守るしかない。実は新人同然だと打ち明ければ、きっとまた村人を不安にさせるに違いなかった。

　だったら、つまり俺がもっと力をつければいい。

　最初は人違いから始まったのかもしれないが、これからは自分がそのハンターになれるように努力すればいいのだ。

　ドスジャギィのときとは違い、おごり高ぶることなく、村のみんなの期待に応こたえられるだけの経験と実力を積んだハンターになっていこう。

　最初は、モンスター図鑑を完成させるため、たくさんのモンスターに出会うためにハンターになった。

　だが今では、それ以上にユクモ村のために役立ちたいと思う自分がいる。村の人たちの笑顔が、自分にとってなにより大切なものだと気づいたから。

　だから俺はこの村でもっともっと腕を磨いて、きっと一番のハンターになってみせる。

　トゥークはそう結論づけた。

　腹をくくったら、なんだか少し気持ちが楽になった気がする。

「師匠」

　ティカルが深々と礼をする。

「ありがとうございました。両親に会えたのは、みんな師匠のおかげです」

　思う存分泣いたのか、まだ頰に涙の跡あとが残っていたが、ティカルはとても清すが々すがしい顔をしていた。

「娘に会わせていただいたこと、感謝します」

「本当になんとお礼を申し上げてよいやら」

　ティカルの両親も、代わる代わるトゥークの手を押し頂くようにして頭を下げる。

「よしてくれ。俺はなんにもしてないし」

「謙虚なところがまた素晴らしい。さすがお前のお師匠様だ」

「でしょう？　私、師匠の一番弟子なんだから」

　ティカルが胸を張って自慢する。

「いやー、その、なんつうか」

　居心地の悪い思いをしているトゥークの肩を、青年がぽんと叩いてくる。

「やはり君はユクモ村の大切なハンターなんだね。こんなに慕したわれているなんて、すごいと思うよ」

「あれ？　マディリアさんじゃないですか」

　ティカルが、青年の連れの女性に気づいて声をかけた。

　どうやら銀髪の彼女はマディリアという名前らしい。

「お前、なんで知ってるんだ」

　確かティカルとは面識がなかったはずだ。はてなと首を傾げるトゥークに、ティカルはなに言ってるんですかと首を振る。

「『疾しつ風ぷうの翼つばさ』のマディリアさんっていったら超一流のハンターじゃないですか。し、しかもお隣にいらっしゃるのはテアンさん!?」

　ティカルの声が裏返る。

　青年は微笑でティカルの呼びかけを肯定した。

「こ、こんなところでお会いできるなんて、こ、こ、光こう栄えいですぅ」

「やっぱこいつも有名なのか？」

　トゥークは、ふたりを前にして直ちよく立りつ不ふ動どうの姿勢を取るティカルの袖そでをそっと引っ張る。

「当然ですよ。テアン、マディリアコンビと言えば、ハンター仲間で知らない人なんていませんよぅ」

　知らなかった自分はよほどの田舎者なのだろうかと、トゥークはひそかに落ち込んだ。

　でも、やっぱりこのふたりってすごかったんだ。なのに俺って、俺ってやつは……。

　偉そうに温泉ドリンクの飲み方なんてレクチャーしてしまった！

　腰に手を当てろだとか、思い返すだけで悶もん絶ぜつしそうになってくる。

　どうか忘れていてください。お願いします。そう心の中で手を合わせつつ、再び嫌な汗を垂れ流し始めたトゥークに気づかず、ティカルは尊敬のまなざしを向けてくる。

「なんでこっちを見るんだよ」

「疾風の翼ほどの大ハンターと知り合いだなんて、やっぱり師匠はすごいです！」

「いや、それは違うんだ」

　言い訳は、村人たちの歓かん声せいに掻き消された。

「トゥーク最高っ」「俺たちの誇り」「村の英雄」

　もう言いたい放題だ。

「みんな調子に乗りやがって、あとで覚えてろよ」

「宴えん会かいしよう、宴会」

　誰言うともなく、そうした声が上がり始める。

「嬢ちゃんがご両親と再会した記念だ。ぱぁーと盛り上がろうじゃないか皆の衆」

「おー！」

　こぶしがいっせいに空に向かって突き上げられる。

　なんかどっかで見た光景だなと、トゥークは思った。

「どうせだったらあんたらも来い。大勢の方がにぎやかでいい」

　スオウに背中を叩かれて、テアンは小さく苦笑いをする。

「せっかくだからお招きにあずかろうか。マディリア」

「うむ。そうだな」

　うなずき合うふたりに、村長も目を細めた。

「にぎやかでよろしいことですわ。ふふふ」

「そうと決まれば、さっそく行くぞ」

　トゥークはスオウに背中を押される。

「行くって、どこにだよ」

「決まっとるだろ。アンタんちだ」

「やっぱりかー！」

　悲鳴じみたトゥークの叫びがこだまする。そして徹てつ夜やで宴会は続くのだった。
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　――ひとつの狩りは終わりを告げ、また新たな狩りが始まる。

「たのもう」

　星々の輝きが薄れ、月が西の空に傾く頃、トゥークの家の門を叩く人影があった。

「たのもう。たーのーもーう」

　家の中からはにぎやかな手て拍びよう子しや歌、それに悲鳴が聞こえてくる。

「助けてくれー。もう酒はいやだー」

　その声に耳を澄ませていた人影は、腕組みしながら小首を傾げた。

「おかしいですわね。人の声はしますのに……。まあいいですわ。こうなれば強行突破あるのみです」

　扉を蹴けり破ろうとして足を振り上げたものの、小石に躓つまずいて転んでしまう。

「あいたたた。なんですのもう。小石の分際で腹立たしいですわね。掃そう除じくらいしておきなさい」

　お尻をさすりながら立ち上がると、親の仇かたきででもあるかのようにトゥークの家を睨にらみつける。

「貴方あなたが本当に『師匠』と呼ばれるにふさわしいハンターかどうか、この私が確かめてさしあげますわ。首を洗って待っていなさい」

　こうして、またひとりのハンターがトゥークの元を訪れたのだった。

　

　


つづく










　あとがき




　それは突とつ然ぜんのことでした。

　まだ冷たい風が吹いていたある日のこと、私はファミ通文庫編集部に呼び出されたのです。知らないうちになにかやらかしてしまったかとおののく私に、編集の川かわ﨑さきさんは言いました。

「モンスターハンターの小説、書いてみませんか？」

　そう。始まりはいつだって突然なのです。心の準備を与えてくれる暇ひまもないほどに。

　あまりにすごいお話に、閃せん光こう玉だまを喰くらったように目の前が一瞬真っ白になりかけましたが、それでも必死の思いで即そく答とうしました。

「やらせてくださいっ！」

　こんにちは。柄え本もと和かず昭あきです。

　このようなわけで、これまで長年に渡ってモンスターハンターの素晴らしい小説を世に送り出した氷ひ上かみ慧けい一いち先生に代わって、私、柄本がバトンを受け取ることになりました。正直激しく緊張しております。超ベテランハンターに後こう事じを託たくされた新人ハンターの気分といいますか、お話を受けてからも、本当に自分でいいのかと自じ問もん自じ答とうしたことは数知れません。

　それでもモンスターハンターへの愛だけは誰にも負けないと自じ負ふしております。これからも日々狩りにいそしみ、もっともっと楽しくワクワクするような小説が書けるよう頑がん張ばりますので、どうか応おう援えんよろしくお願いします。

　では、最後にお世話になった方々にお礼を申し上げたいと思います。

　ＣＡＰＣＯＭの開発チームの皆さま。色々と貴き重ちようなご意見いただきありがとうございました。今後ともよろしくお願いします。

　素す晴ばらしいイラストを描いてくださった凱がいさん。柄本はフブキのかっこよさに痺しびれております。トゥークもティカルもイメージ通りバッチリですよ。

　担当の宿しゆく谷たにさん。原げん稿こうチェックありがとうございました。厳しい愛の鞭むち、しっかり受け止めております。きっかけをくださった川﨑さんには多大なる感謝を。また一緒に狩りましょう。

　トゥークの物語は始まったばかり。今度は『熱い』狩りが彼を待っています。

　また次巻でお会いしましょう。

　


二○一一年六月　今年初の猛もう暑しよ日びに
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